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このたびは、三協アルミ商品をご採用いただきましてありがとうございます。
商品の施工には、この施工要領書をよくお読みになり、正しく美しく仕上げてください。
注意事項は、商品の性能・機能、強度および安全性を確保する上での重要な内容です。施工の際は必ずお守りください。
●施工は専門業者様が行ってください。専門知識のない方が施工されますと不具合発生の原因となることがあります。
　　　同梱されている取り扱い説明書は、必ずお客様へお渡しください。

□ガーデンルーム以外への転用や改造は行わないでください。
□本商品には一般地域型および積雪地域型があります。
　耐積雪強度はそれぞれ600N／m2（61.2kgf／m2）と1500N／m2（153kgf／m2）、3000N／m2（306.1kgf／m2）であり、

積雪量に換算するとそれぞれ新雪 20cm 相当と新雪 50cm 相当と新雪 100cm 相当です。設置する地域の気象条件にあ
わせて、適応するものをご使用ください。

□母屋の屋根からの雪が直接落ちない場所に設置してください。落雪により商品が破損するおそれがあります。
□強風が屋根を吹き上げるおそれのある場所への設置はしないでください。
□躯体に取り付ける部材（垂木掛けなど）の位置に十分な強度を有する躯体部材（柱、桁、胴差しなど）があることを確認して
　ください。プラグ類を使用してモルタル部分だけで固定することは絶対に行わないでください。
□地下埋設物（給排水管など）に影響をおよぼさないように柱位置を決めてください。
□給湯、暖房などの燃焼機器の排気ガスまたは車の排気ガスが直接商品に当たったり、滞留しないように設置してください。
　塗膜の剥れなどの表面異常が発生するおそれがあります。

設置上の注意事項

□電気ドリル、キリ（φ3.6、φ4.5、φ5、φ6、φ7、φ8、φ9）：キリのサイズは必要に応じて使い分けてください。
□ラチェット、モンキ－レンチ
□充電式ドライバ－・電気ドライバ－またはプラスドライバ－
□巻き尺、水平器、下げ振り、カッタ－、ペンチ、樹脂ハンマ－
□切断機または金切りのこぎり
□基礎部仕上げ必要工具および資材など一式（スコップ、セメント、砂、その他）
□シ－リング材、カ－トリッジ用ガン、ヘラ、バックアップ材（φ10、φ15程度）、接着剤、その他必要に応じて工具、資材を用意してください。

■本文中の　　　  は現地穴あけ箇所をあらわしています。説明に従って穴をあけてください。

■本文中の　　　  はシ－リング箇所をあらわしています。説明に従ってシ－リングしてください。

施工に必要な工具類・資材類

□指示してあるボルトやねじをすべて確実に締めてください。ねじは止める面に対し傾かないよう垂直に取り付けてください。
□指定の部品やオプション品以外は使用しないでください。 
□基礎は当社指示寸法以上にしてください。 
□基礎はコンクリートを用いて施工してください。
□コンクリートやモルタルの養生期間は十分（4日～7日）にとり、養生期間中は重い物をおいたり振動させたりしないよう、お客様や他の
　工事業者様にお願いするか、その旨の注意表示をしてください。
□基礎用のコンクリートやモルタルに海砂を使用しないでください。塩分による腐食の原因となります。また、凝結促進剤・減水促進剤・
　凍結防止剤などを使用しないでください。 
□アルミ部材の表面に付着したコンクリートやモルタルなどの汚れは、速やかに取り除いてください。 
□柱などを立ててからコンクリート詰めをしてください。コンクリートを入れたあとに柱を立てると、柱内部に水がたまり凍結破壊の原因
　となります。また、柱内部の水が排出できない場合は、G.Lライン上部のアルミ部材にφ5mm程度の水抜き穴をあけてください。
□シーリングは、下記の点をお守りください（シーリング材は現地調達品です）。
（1）シーリングは、指定箇所すべてに対して確実に行ってください。
（2）シーリングする面に付着しているサビ、ほこり、油分、水分などは、きれいに除去してください。
（3）躯体にあけた下穴は十分にシーリング材を充てんした後、ねじを締めてください。
（4）シーリング材を十分に深部まで押し込み、表面をへらなどでなめらかに仕上げてください。
□施工後、ボルトやねじ類にゆるみやガタつき、また使用上危険な箇所や汚れなどがないか点検してください。
□作業終了後の商品にキズ、ヘコミなどがないか確認してください。
□開閉作動や施解錠が正常に行えることを確認してください。
□取り扱い説明書に基づき、商品の使い方（施錠・電装品の操作方法など）や保守・点検方法およびメンテナンス方法を必ずお客様
　へ説明してください。

施工上の注意事項
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躯体方立

垂木掛け

垂木

木調柱カバー

前桁

中桟
腕木

桁

妻垂木

姿図・規格寸法表

1 標準

根太 妻桁

束柱
出幅90の場合のみ必要

大引き
出幅90の場合のみ必要

束柱
60：なし
90,12：1本

柱

根太掛け

＜＜単体側＜＜ ＞＞連結側＞＞

単体

連結

上図は600タイプの1260を示しています。

上図は600タイプの1260＋1260連結を示しています。
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G.L～デッキ材上面C
G.L～前桁、妻桁上面

A
B

G.L～根太掛け上面

ノーマル：548、ラージ：848

ノーマル：495、ラージ：795

ノーマル：553、ラージ：853

h算出式：H＋D×tan7°＋ 72.4（ 600タイプ・出幅60以下）

H＋D×tan7°＋117.4（1500タイプ、600タイプ・出幅90、3000タイプ・出幅60以下）
（tan7°＝0.1228）

７°

姿
図
・
規
格
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法
表
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屋根パネル枚数
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屋根パネル枚数
■出幅30～60 ■出幅90

1500・3000タイプはP/2の位置に補助垂木を取り付けます。
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根太

妻桁

束柱
出幅90の場合のみ必要

大引き
出幅90の場合のみ必要

束柱
60：なし
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ノーマル：548、ラージ：848

ノーマル：495、ラージ：795

ノーマル：553、ラージ：853
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製品寸法

N□-1230
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N□-9030

H

出幅
D

30
943

N□-1240
N□-9040
N□-6040
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N□-6050

1543
50 60 90
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N□-9090
N□-60902205

2205
2205

h 2393.2 2430 2467 2503.7 2659.2

規格寸法および記号一覧

■600タイプ、H22の場合

※H24の場合、H寸法、h,h2寸法は『＋200mm』となります。
※1500・3000タイプの場合、h,h2寸法は『＋45mm』してください。
※出幅90のh,h2寸法は600タイプ・1500タイプ同一です。

※

※

h2※
※

2335.2 2372 2409 2445.7 2601.2※

h算出式：H＋D×tan7°＋ 72.4（ 600タイプ・出幅60以下）

H＋D×tan7°＋117.4（1500タイプ、600タイプ・出幅90、3000タイプ・出幅60以下）
（tan7°＝0.1228）

戸袋方立

戸袋枠

戸袋下枠

2 戸袋付き
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垂木掛け
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木調柱カバー

前桁

中桟
腕木
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妻垂木

姿図・規格寸法表

1 標準

根太 妻桁
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出幅90の場合のみ必要

大引き
出幅90の場合のみ必要

束柱
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90,12：1本

柱
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上図は600タイプの1260を示しています。

上図は600タイプの1260＋1260連結を示しています。
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h算出式：H＋D×tan7°＋ 72.4（ 600タイプ・出幅60以下）
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3 袖壁納まり
①本体を袖壁面に接するように取り付けてください。
　施工手順は、本書と袖壁納まり用の補助材「袖壁用納まり部材セット:TRSD-1（L）」に同梱の施工要領書（OD-A65）を
参照してください。

②袖壁側開口には、開口ユニットは取り付けません。
③本体を袖壁に接するように取り付けた場合、妻垂木と壁面、妻桁と壁面、および柱と壁面にすき間があきます。
　バックアップ材を詰めてシーリングしてください。

躯体側 躯体側

袖壁納まり部

本体と袖壁との間にすき間がある場合には、
フロント材などを捨て材として使用し、対応
してください。

袖壁側にユニットは
取り付けません

妻垂木

妻垂木と壁のすき間を

垂木掛け

垂木掛けキャップ

桁

木調柱カバー

小口キャップ

シーリング

木調柱カバーと壁の

小口キャップが躯体に
あたります。

すき間をシーリング

7.8

2

袖壁とすき間は、フラットバー80でふさいで
ください。
フラットバー80は∅5の穴あけ後、袖壁納まり
部材へねじ止めしてください。

袖壁納まり用部材4×13×8
ドリリングねじなべ

フラットバー80

穴あけ∅5

23.580

姿
図
・
規
格
寸
法
表
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側　面

姿図は間口90と60の連結

戸袋調整パネルなし

間　口

単　体 連　結 （2棟まで連結可能）

姿図は間口12の単体 姿図は出幅60

戸袋調整パネル付き

姿図は出幅60

FIX屋根

60 90 12呼称間口

『ポリカーボネート クリア／t = 2mm』、『ポリカーボネート かすみ／t = 2mm』、
『熱線遮断FRP／t =1.7mm』、『熱線吸収防汚ポリカパネル クリア／t =2mm』
  の中から選択できます。

『ポリカーボネート クリア／t = 2mm』、『ポリカーボネート かすみ／t = 2mm』、
『熱線遮断FRP／t =1.7mm』の中から選択できます。

屋根パネル

屋根パネル

呼称出幅 30

標　準
（FIX窓）

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

戸袋パネル付き
（FIX窓）

40 50 60 90

標準の60を
切り縮めて使用

標準の50を
切り縮めて使用

標準の40を
切り縮めて使用

標準の30を
切り縮めて使用

標準の90を
切り縮めて使用

バリエーション組み合わせ表

1 バリエーションの概要

■本体

■屋根部

■屋根側面部

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

ＦＦＦＦＦ Ｆ

3 袖壁納まり
①本体を袖壁面に接するように取り付けてください。
　施工手順は、本書と袖壁納まり用の補助材「袖壁用納まり部材セット:TRSD-1（L）」に同梱の施工要領書（OD-A65）を
参照してください。

②袖壁側開口には、開口ユニットは取り付けません。
③本体を袖壁に接するように取り付けた場合、妻垂木と壁面、妻桁と壁面、および柱と壁面にすき間があきます。
　バックアップ材を詰めてシーリングしてください。

躯体側 躯体側

袖壁納まり部

本体と袖壁との間にすき間がある場合には、
フロント材などを捨て材として使用し、対応
してください。

袖壁側にユニットは
取り付けません

妻垂木

妻垂木と壁のすき間を

垂木掛け

垂木掛けキャップ

桁

木調柱カバー

小口キャップ

シーリング

木調柱カバーと壁の

小口キャップが躯体に
あたります。

すき間をシーリング

7.8

2

袖壁とすき間は、フラットバー80でふさいで
ください。
フラットバー80は∅5の穴あけ後、袖壁納まり
部材へねじ止めしてください。

袖壁納まり用部材4×13×8
ドリリングねじなべ

フラットバー80

穴あけ∅5

23.580

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
組
み
合
わ
せ
表
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60,9030 12呼称Ｗ

姿図

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

50,60 90,12呼称Ｗ

姿図

姿図

呼称Ｗ 30,40 50,60 90

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

呼称Ｗ

姿図

10,20,30,40 50,60 30,40

姿図

呼称Ｗ

Ｆ

Ｆ

Ｆ Ｆ

50,60

Ｆ Ｆ

■開口ユニット

■引違い窓（テラス）

■引違い窓（高窓）

■FIX窓 ■FIX窓（換気枠）

■折りたたみ戸

60,9030 12呼称Ｗ

姿図

■折りたたみ戸（中桟付）

※中桟下に腰下アルミパネルの取り付けが可能です。

Ｆ Ｆ

20

姿図

呼称Ｗ

■ガラスルーバー窓
10,20

姿図

呼称Ｗ

■FIX窓（腰下アルミパネル）
10,20,30

姿図

呼称Ｗ

■FIX窓（中桟なし）

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
組
み
合
わ
せ
表
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窓　種 呼称間口

引違い窓（テラス）
＋

引違い窓（高窓）／
FIX-引違い窓段窓

引違い窓（高窓）／
FIX-引違い窓段窓

60 90 12

引違い窓（テラス）

■正面姿図

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦＦ

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

Ｆ ＦＦ

ＦＦＦ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

2 間口バリエーション組み合わせ例

30

姿図

呼称Ｗ

■引違い窓（腰パネル納まり）
60 90 12

Ｆ ＦＦ

30

姿図

呼称Ｗ

■袖パネル（サイディングパネル、下地ボード）
30 60

姿図

呼称Ｗ

■FIX窓（腰パネル納まり）

60,9030 12呼称Ｗ

姿図

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

50,60 90,12呼称Ｗ

姿図

姿図

呼称Ｗ 30,40 50,60 90

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

呼称Ｗ

姿図

10,20,30,40 50,60 30,40

姿図

呼称Ｗ

Ｆ

Ｆ

Ｆ Ｆ

50,60

Ｆ Ｆ

■開口ユニット

■引違い窓（テラス）

■引違い窓（高窓）

■FIX窓 ■FIX窓（換気枠）

■折りたたみ戸

60,9030 12呼称Ｗ

姿図

■折りたたみ戸（中桟付）

※中桟下に腰下アルミパネルの取り付けが可能です。

Ｆ Ｆ

20

姿図

呼称Ｗ

■ガラスルーバー窓
10,20

姿図

呼称Ｗ

■FIX窓（腰下アルミパネル）
10,20,30

姿図

呼称Ｗ

■FIX窓（中桟なし）

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
組
み
合
わ
せ
表
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30 40 50 60 90

30 40 50 60 90

3 側面バリエーション組み合わせ例

■側面姿図／標準

■側面姿図／戸袋調整パネル付き

窓　種 呼称出幅

窓　種 呼称出幅

引違い窓（高窓）／
FIX-引違い窓段窓

引違い窓（テラス）

FIX窓

ガラスルーバー窓

引違い窓（高窓）／
FIX-引違い窓段窓

引違い窓（テラス）

FIX窓

ガラスルーバー窓

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦＦ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦＦ

ＦＦ

ＦＦ

ＦＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦＦ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

ＦＦ

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
組
み
合
わ
せ
表
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NQTP□-30-2

NQTP□-30-1,R（L）

出幅

796

30
（桁側パネル）

90

13961096

40 50

1696

60

（躯体側パネル）
1284
1277

備考

1枚入り

2枚入り

2枚入り

1枚入り

1枚入り

2枚入り

2枚入り

1枚入り

2枚入り

4枚入り

（桁側パネル）
194.1

（躯体側パネル）
355.2

244.7

171.0

207.9

134.2

NQTP□-40-1,R（L）

NQTP□-40-2

NQTP□-50-1,R（L）

NQTP□-50-2

NQTP□-60-1,R（L）

NQTP□-60-2

NQTP□-90-1,R（L）

NQTP□-90-2

出幅30～60用

出幅90用

上記記号について　□--> P：ポリカーボネート，S：ポリカかすみ，HF：熱線遮断FRP

H
W

815

NQSH-□□-12

NQNH-12

NQSHG-□□-12RU
NQSHG-□□-12LU
NQSHG-□□-12RS
NQSHG-□□-12LS

NQSHG-□□-90RS

NQSHG-□□-90RU

587
NQNH-90

NQSHG-□□-90LU

NQSHG-□□-90LS
NQSH-□□-90

ガラス寸法（GW）

　テラス戸Ｈ

※中桟

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）

区　分

12

3564

NQWH-□□-12

※中桟（オプション）はNQSH-□□-□□のみ対応できます

※中桟（オプション）はNQSH-□□-□□のみ対応できます

796
NQNH-60

NQWH-□□-90

2655

90

645
NQNH-50

1268,1468（上、中桟付きの場合）
694（下、中桟付きの場合）

2010,2210

1268,1468（上、中桟付きの場合）
694（下、中桟付きの場合）

2010,2210

ガラス寸法（GH）

ガラス寸法（GH）

NQSHG-□□-60U
NQSHG-□□-60S

NQSH-□□-60

NQWH-□□-60

1746

60

NQSHG-□□-50U
NQSHG-□□-50S

NQSH-□□-50

NQWH-□□-50

1443

50

2148,2348

W呼称
テラス戸Ｗ

　テラス戸Ｈ

2148,2348

W呼称
テラス戸Ｗ

枠

ガラス寸法（GW）

※中桟

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）

区　分

枠

ユニット寸法／ガラス寸法／規格記号一覧

■屋根側面パネル

■引違い窓（テラス・2枚建）

■引違い窓（テラス・4枚建）

30 40 50 60 90

30 40 50 60 90

3 側面バリエーション組み合わせ例

■側面姿図／標準

■側面姿図／戸袋調整パネル付き

窓　種 呼称出幅

窓　種 呼称出幅

引違い窓（高窓）／
FIX-引違い窓段窓

引違い窓（テラス）

FIX窓

ガラスルーバー窓

引違い窓（高窓）／
FIX-引違い窓段窓

引違い窓（テラス）

FIX窓

ガラスルーバー窓

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦＦ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦＦ

ＦＦ

ＦＦ

ＦＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦＦ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

Ｆ

ＦＦ

ＦＦ

ＦＦ

ユ
ニ
ッ
ト
寸
法
／
ガ
ラ
ス
寸
法
／
規
格
記
号
一
覧
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NQGTF-□□-30

NQSKHG-□□-30
NQSKH-□□-30
NQWT-□□-30N

NQWT-□□-60N
NQSKH-□□-60
NQSKHG-□□-60

NQGTF-□□-60

837
834

1746
60

ガラス寸法（GH）

NQWT-□□-50N
NQSKH-□□-50
NQSKHG-□□-50

NQGTF-□□-50NQGTF-□□-40

810
380

1113
531.5

NQSKHG-□□-40
NQSKH-□□-40
NQWT-□□-40N

30
837

40
1140

1241,1441

725

683
685

50
1443

 ガラス寸法（GH）

207

231

NQWF10

10

NQWF-20

510

534
20

813

NQWF-30

837
30

NQGFN-□□-10 NQGFN-□□-20 NQGFN-□□-30 NQGFN-□□-40

̶

̶̶̶̶

̶

̶

̶

̶

NQWFN-22-10 NQWFN-22-20 NQWFN-22-30 NQWFN-22-40

1116

2085,2285

1140
40

上：1320,1520、下：725

687

1443
50

838

NQWFN-22-50

NQGFN-□□-50 NQGFN-□□-60

NQWFN-22-60
̶̶

NQWFN-24-50 NQWFN-24-60

60
1746

■引違い窓（高窓・2枚建）／FIX-引違い窓段窓

■FIX窓

Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ

ガラス寸法（GW）

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）
FIX部ガラス

区　分

枠

ガラス寸法（GW）

区　分

枠

ガラス

2148,2348

障子

FIX

W呼称
小窓FIXＷ

小窓FIXH

NQGTF-□□-90

NQSKHG-□□-90
NQSKH-□□-90
NQWT-□□-90

90

2646

628

837（両端）,864（中間）

■引違い窓（高窓・4枚建）／FIX-引違い窓段窓

ガラス寸法（GW）

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）
FIX部ガラス

区　分

枠 2148,2348

障子

FIX

W呼称
小窓FIXＷ

小窓FIXH

2148

W呼称
FIXＷFIXH

ガラス厚別のガラスビニール、ビードの対応については13ページを参照してください。

中桟なし
中桟付

NQWF-24-10 NQWF-24-20 NQWF-24-30 ̶
NQWFN-24-10 NQWFN-24-20 NQWFN-24-30 NQWFN-24-40

2348中桟なし
中桟付

中桟なし
中桟付

Ｆ Ｆ Ｆ

ユ
ニ
ッ
ト
寸
法
／
ガ
ラ
ス
寸
法
／
規
格
記
号
一
覧
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枠
ガラス（ルーバー部用）
ガラス（FIX部）

2148,2348
ガラスルーバー窓FIXH

ガラス寸法（GW）

区　分

1365.5,1565.5

ガラスルーバー窓
FIX

ガラスルーバー窓FIXW
W呼称

NQWGR-□□-20

NQGGR-20
NQGR-7,NQGR-10※

87
507

534
525

20

725
447

ガラス寸法（GH）

ガラス寸法（GW）

　折戸H
区　分

60,90

12

311

1975,2175

ガラス寸法（GH）

右障子 左障子

片開き障子

838
30

562

324
335

右障子
NQWO-□□-60NQWO-□□-30

NQSO-□□-60R
NQSOS-□□-60R
NQSOG-□□-60R
NQSOSG-□□-60R

NQSO-□□-30R
NQSOS-□□-30R
NQSOG-□□-30R
NQSOSG-□□-30R

NQSO-□□-30L
NQSOS-□□-30L
NQSOG-□□-30L
NQSOSG-□□-30L

NQSO-□□-60S
NQSOS-□□-60S
NQSOG-□□-60S
NQSOSG-□□-60S

NQSO-□□-60L
NQSOS-□□-60L
NQSOG-□□-60L
NQSOSG-□□-60L

NQSO-□□-90R
NQSOS-□□-90R
NQSOG-□□-90R
NQSOSG-□□-90R

NQSO-□□-90S
NQSOS-□□-90S
NQSOG-□□-90S
NQSOSG-□□-90S

NQSO-□□-90L
NQSOS-□□-90L
NQSOG-□□-90L
NQSOSG-□□-90L

NQSO-□□-12R
NQSOS-□□-12R
NQSOG-□□-12R
NQSOSG-□□-12R

NQSO-□□-12C
NQSOS-□□-12C
NQSOG-□□-12C
NQSOSG-□□-12C

NQSO-□□-12L
NQSOS-□□-12L
NQSOG-□□-12L
NQSOSG-□□-12L

左障子片開き障子

1747
60

347

575

右障子
NQWO-□□-90

左障子

2656
90

507
494

右障子
NQWO-□□-12

左障子中間障子

3565
12

2203
2403

W呼称
折戸W

枠

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）

外錠なし
外錠付

外錠なし
外錠付

外錠なし
外錠付

30

※ガラスルーバー窓FIXH＝2148の場合、ガラスセット（NQGR-7）が1セットと（NQGR-10）が1セット必要です。
　ガラスルーバー窓FIXH＝2348の場合、ガラスセット（NQGR-10）が2セット必要です。

■ガラスルーバー窓

■折りたたみ戸

Ｆ

ガラスルーバー窓SW
ガラスルーバー窓SH

NQKWF-30 NQKWF-50

ガラス寸法（GH）

上：1320,1520  下：538

NQKWF-40

NQKWF-60

813

837
30

838

※60

1116

1746

1140
40

687

1443
※50

NQGFNK-□□-30 NQGFNK-□□-40 NQGFNK-□□-50

NQGFNK-□□-60

※W50,60の場合、換気枠が取り付かない側の
　ガラス寸法は「FIX窓」を参照してください。

■FIX窓（換気枠）

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
ガラス寸法（GW）

区　分

枠

ガラス

2148,2348

W呼称
FIXＷFIXH

ガラス厚別のガラスビニール、ビードの対応については13ページを参照してください。

■FIX窓（腰下アルミパネル）

Ｆ

NQAP-F-10
NQWFAP-□□-10

10

231

204

NQAP-F-20
NQGFP-□□-10 NQGFP-□□-20

NQWFAP-□□-20

20

534

507

1320,1520

ガラス寸法（GW）

FIX部ガラス

区　分

枠
腰下アルミパネル

2148,2348

W呼称
FIXＷ

FIXH
ガラス寸法（GH）

NQGTF-□□-30

NQSKHG-□□-30
NQSKH-□□-30
NQWT-□□-30N

NQWT-□□-60N
NQSKH-□□-60
NQSKHG-□□-60

NQGTF-□□-60

837
834

1746
60

ガラス寸法（GH）

NQWT-□□-50N
NQSKH-□□-50
NQSKHG-□□-50

NQGTF-□□-50NQGTF-□□-40

810
380

1113
531.5

NQSKHG-□□-40
NQSKH-□□-40
NQWT-□□-40N

30
837

40
1140

1241,1441

725

683
685

50
1443

 ガラス寸法（GH）

207

231

NQWF10

10

NQWF-20

510

534
20

813

NQWF-30

837
30

NQGFN-□□-10 NQGFN-□□-20 NQGFN-□□-30 NQGFN-□□-40

̶

̶̶̶̶

̶

̶

̶

̶

NQWFN-22-10 NQWFN-22-20 NQWFN-22-30 NQWFN-22-40

1116

2085,2285

1140
40

上：1320,1520、下：725

687

1443
50

838

NQWFN-22-50

NQGFN-□□-50 NQGFN-□□-60

NQWFN-22-60
̶̶

NQWFN-24-50 NQWFN-24-60

60
1746

■引違い窓（高窓・2枚建）／FIX-引違い窓段窓

■FIX窓

Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ

ガラス寸法（GW）

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）
FIX部ガラス

区　分

枠

ガラス寸法（GW）

区　分

枠

ガラス

2148,2348

障子

FIX

W呼称
小窓FIXＷ

小窓FIXH

NQGTF-□□-90

NQSKHG-□□-90
NQSKH-□□-90
NQWT-□□-90

90

2646

628

837（両端）,864（中間）

■引違い窓（高窓・4枚建）／FIX-引違い窓段窓

ガラス寸法（GW）

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）
FIX部ガラス

区　分

枠 2148,2348

障子

FIX

W呼称
小窓FIXＷ

小窓FIXH

2148

W呼称
FIXＷFIXH

ガラス厚別のガラスビニール、ビードの対応については13ページを参照してください。

中桟なし
中桟付

NQWF-24-10 NQWF-24-20 NQWF-24-30 ̶
NQWFN-24-10 NQWFN-24-20 NQWFN-24-30 NQWFN-24-40

2348中桟なし
中桟付

中桟なし
中桟付

Ｆ Ｆ Ｆ

ユ
ニ
ッ
ト
寸
法
／
ガ
ラ
ス
寸
法
／
規
格
記
号
一
覧
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2148,2348

ガラス寸法（GW）

1388,1588

引違い窓腰パネルW
引違い窓腰パネルH

W呼称

引違い窓W引違い窓H

NQWKH-□□-30
NQSKH-□□-30

30

1241,1441

ガラス寸法（GH）

NQWKH-□□-60
NQSKH-□□-60

NQSKHG-□□-30 NQSKHG-□□-60
834380

1746
1737

837
828

60
■引違い窓（腰パネル納まり・2枚建）

■引違い窓（腰パネル納まり・4枚建）

※中桟付の下部に腰下アルミ
　パネルが取付可能

30 60
区　分

枠
障子（框のみ）
障子（ガラス入り）

2148,2348

ガラス寸法（GW）

1388,1588

引違い窓腰パネルW
引違い窓腰パネルH

W呼称

引違い窓W引違い窓H

NQWKH-□□-90
NQSKH-□□-90

90

1241,1441

ガラス寸法（GH）

NQWKH-□□-12
NQSKH-□□-12

NQSKHG-□□-90 NQSKHG-□□-12
855628

3564
3555

2655
2646

12
区　分

枠
障子（框のみ）
障子（ガラス入り）

60,90

12

30

2148,2348

ガラス寸法（GW）

1388,1588

FIX窓腰パネルH
FIX窓W

FIX窓H

W呼称

NQWKF-□□-60N

837

1746

60

1320,1520

ガラス寸法（GH）

NQWKF-□□-30N
NQGKF-□□-60NQGKF-□□-30

810

837

30
■FIX窓（腰パネル納まり）

区　分

枠
ガラス（FIX部）

2210,2410

袖パネルW
W呼称

NQWSS□-□□-30

837
909

30
■袖パネル納まり

区　分

枠

本体H
本体W

2210,2410

腰パネルW
W呼称

NQWK□□-30

837
909

30

NQWK□□-60

1746
1818

60

NQWK□□-90

2655
2727

90

NQWK□□-12

3564
3636

12
■腰パネル納まり

区　分

枠

本体H
本体W

ガラス寸法（GW）

　折戸H
区　分

311

1213,1413（上）
716（下）

ガラス寸法（GH）

右障子 左障子

片開き障子

838
30

562

324
335

右障子
NQWO-□□-60NQWO-□□-30

NQSON-□□-60R
NQSONS-□□-60R
NQSONG-□□-60R
NQSONSG-□□-60R

NQSON-□□-30R
NQSONS-□□-30R
NQSONG-□□-30R
NQSONSG-□□-30R

NQSON-□□-30L
NQSONS-□□-30L
NQSONG-□□-30L
NQSONSG-□□-30L

NQSON-□□-60S
NQSONS-□□-60S
NQSONG-□□-60S
NQSONSG-□□-60S

NQSON-□□-60L
NQSONS-□□-60L
NQSONG-□□-60L
NQSONSG-□□-60L

NQSON-□□-90R
NQSONS-□□-90R
NQSONG-□□-90R
NQSONSG-□□-90R

NQSON-□□-90S
NQSONS-□□-90S
NQSONG-□□-90S
NQSONSG-□□-90S

NQSON-□□-90L
NQSONS-□□-90L
NQSONG-□□-90L
NQSONSG-□□-90L

NQSON-□□-12R
NQSONS-□□-12R
NQSONG-□□-12R
NQSONSG-□□-12R

NQSON-□□-12C
NQSONSS-□□-12C
NQSONG-□□-12C
NQSONSG-□□-12C

NQSON-□□-12L
NQSONS-□□-12L
NQSONG-□□-12L
NQSONSG-□□-12L

左障子片開き障子

1747
60

347

575

右障子
NQWO-□□-90

左障子

2656
90

507
494

右障子
NQWO-□□-12

左障子中間障子

3565
12

2203
2403

W呼称
折戸W

枠

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）

外錠なし
外錠付
外錠なし
外錠付

外錠なし
外錠付

■折りたたみ戸（中桟付）

ユ
ニ
ッ
ト
寸
法
／
ガ
ラ
ス
寸
法
／
規
格
記
号
一
覧
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（梱包に同梱されています）

（ガラス厚にあわせて、別途手配が必要です）

ガラスビニール記号
テラス戸、小窓（引き違い窓部）

上表は、ガラス厚別に使用するビードの対応方法について表しています。

「剥離」は図－1の斜線部を剥離後、使用してください。

6.8mm
6mm
5mm
4mm
3mm

ガラス厚

TEBD-A　または　WB2553

TEBD-B　または　WB2555

TEBD-C　または　WB2557
WB2556

WB2554

後付けビード
3K2392

剥離部

＜図-1＞

3K1953
先付けビード

剥離部

ガラス厚

先付けビード

WB4659

後付けビード
（中桟付に同梱）

WB4862
2枚剥離1枚剥離3mm
2枚剥離2枚剥離4mm

ガラス厚

先付けビード

WB4659

後付けビード
（中桟なしに同梱）

WB4863
1枚剥離剥離なし5mm

■折りたたみ戸
■引違い窓（テラス）、引違い窓（高窓・引違い窓部）

■引違い窓（高窓・FIX部）、FIX窓、ガラスルーバー窓

ガラス厚別、ガラスビニールおよびビードの対応について

ガラス厚

剥離なし
剥離
剥離

剥離なし

3K1953

剥離なし

剥離なし

剥離

剥離

3K2392

後付けビード先付けビード

「剥離」は図－1の斜線部を剥離後、使用してください。

5mm

ポリカパネル厚

剥離

GB3912

剥離なし

GB2645

後付けビード先付けビード

■中桟なしFIX窓

ポリカパネル時のビードの対応について
（GB3912） （GB2645）

5mm
4mm
3mm

6mm・6.8mm

2148,2348

ガラス寸法（GW）

1388,1588

引違い窓腰パネルW
引違い窓腰パネルH

W呼称

引違い窓W引違い窓H

NQWKH-□□-30
NQSKH-□□-30

30

1241,1441

ガラス寸法（GH）

NQWKH-□□-60
NQSKH-□□-60

NQSKHG-□□-30 NQSKHG-□□-60
834380

1746
1737

837
828

60
■引違い窓（腰パネル納まり・2枚建）

■引違い窓（腰パネル納まり・4枚建）

※中桟付の下部に腰下アルミ
　パネルが取付可能

30 60
区　分

枠
障子（框のみ）
障子（ガラス入り）

2148,2348

ガラス寸法（GW）

1388,1588

引違い窓腰パネルW
引違い窓腰パネルH

W呼称

引違い窓W引違い窓H

NQWKH-□□-90
NQSKH-□□-90

90

1241,1441

ガラス寸法（GH）

NQWKH-□□-12
NQSKH-□□-12

NQSKHG-□□-90 NQSKHG-□□-12
855628

3564
3555

2655
2646

12
区　分

枠
障子（框のみ）
障子（ガラス入り）

60,90

12

30

2148,2348

ガラス寸法（GW）

1388,1588

FIX窓腰パネルH
FIX窓W

FIX窓H

W呼称

NQWKF-□□-60N

837

1746

60

1320,1520

ガラス寸法（GH）

NQWKF-□□-30N
NQGKF-□□-60NQGKF-□□-30

810

837

30
■FIX窓（腰パネル納まり）

区　分

枠
ガラス（FIX部）

2210,2410

袖パネルW
W呼称

NQWSS□-□□-30

837
909

30
■袖パネル納まり

区　分

枠

本体H
本体W

2210,2410

腰パネルW
W呼称

NQWK□□-30

837
909

30

NQWK□□-60

1746
1818

60

NQWK□□-90

2655
2727

90

NQWK□□-12

3564
3636

12
■腰パネル納まり

区　分

枠

本体H
本体W

ガラス寸法（GW）

　折戸H
区　分

311

1213,1413（上）
716（下）

ガラス寸法（GH）

右障子 左障子

片開き障子

838
30

562

324
335

右障子
NQWO-□□-60NQWO-□□-30

NQSON-□□-60R
NQSONS-□□-60R
NQSONG-□□-60R
NQSONSG-□□-60R

NQSON-□□-30R
NQSONS-□□-30R
NQSONG-□□-30R
NQSONSG-□□-30R

NQSON-□□-30L
NQSONS-□□-30L
NQSONG-□□-30L
NQSONSG-□□-30L

NQSON-□□-60S
NQSONS-□□-60S
NQSONG-□□-60S
NQSONSG-□□-60S

NQSON-□□-60L
NQSONS-□□-60L
NQSONG-□□-60L
NQSONSG-□□-60L

NQSON-□□-90R
NQSONS-□□-90R
NQSONG-□□-90R
NQSONSG-□□-90R

NQSON-□□-90S
NQSONS-□□-90S
NQSONG-□□-90S
NQSONSG-□□-90S

NQSON-□□-90L
NQSONS-□□-90L
NQSONG-□□-90L
NQSONSG-□□-90L

NQSON-□□-12R
NQSONS-□□-12R
NQSONG-□□-12R
NQSONSG-□□-12R

NQSON-□□-12C
NQSONSS-□□-12C
NQSONG-□□-12C
NQSONSG-□□-12C

NQSON-□□-12L
NQSONS-□□-12L
NQSONG-□□-12L
NQSONSG-□□-12L

左障子片開き障子

1747
60

347

575

右障子
NQWO-□□-90

左障子

2656
90

507
494

右障子
NQWO-□□-12

左障子中間障子

3565
12

2203
2403

W呼称
折戸W

枠

障子（框のみ）

障子（ガラス入り）

外錠なし
外錠付
外錠なし
外錠付

外錠なし
外錠付

■折りたたみ戸（中桟付）

ユ
ニ
ッ
ト
寸
法
／
ガ
ラ
ス
寸
法
／
規
格
記
号
一
覧
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（網戸はすべて組み立て完成品です）

NQAH-□□-50 NQAH-□□-60

SH

SH

SH

SH

SW

SW

SW

SW

50

737.5

60
889

NQAKH-□□-30 NQAKH-□□-40

30
421.5

40
573

NQAKH-□□-50 NQAKH-□□-60

50
724.5

60
876

NQAH-□□-90 NQAH-□□-12

90

683

12

910.5

W呼称

W呼称

W呼称

W呼称

NQAGR-□□

20

465

記　号 W L

Ｗ

・右欄の 記号について

－－＞
　　　S：ポリカーボネートかすみ
　　　Ｐ：ポリカーボネート

　　　HＦ：熱線遮断FRP
　　　HB：熱線吸収防汚ポリカパネル L

NQYP　-30

NQYP　-40
NQYP　-50
NQYP　-60

NQYP　-90

893

893
893
893

438.5

918

1220
1522.5
1824.5

2731.5

網戸／屋根パネル寸法一覧  

1 網戸寸法一覧
■引違い窓（テラス・2枚建）

2 屋根パネル寸法一覧
屋根パネルは『ポリカーボネート』、『ポリカーボネートかすみ』、『熱線遮断FRP』、『熱線吸収防汚ポリカパネル』のいずれかを選択してください。

■引違い窓（テラス・4枚建）

■引違い窓（高窓・2枚建）／FIX-引違い窓段窓

SH SW

NQAKH-□□-90

90

671.5
W呼称

■引違い窓（高窓・4枚建）／FIX-引違い窓段窓

■ガラスルーバー窓

SH SW

W呼称
引違い窓W

引違い窓H

NQAKH-□□-30

30

NQAKH-□□-60

60

876
1737

421.5
828

■引違い窓（腰パネル納まり・2枚建）

SH SW

W呼称
引違い窓W

引違い窓H

NQAKH-□□-90

90

672.5
2646

NQAKH-□□-12

12

899.75
3555

■引違い窓（腰パネル納まり・4枚建）

・パネル厚さ：ポリカーボネート、ポリカーボネートかすみ、熱線吸収防汚ポリカパネル／t＝2mm
熱線遮断FRP／t＝1.7mm

2148,2348

2148,2348

1325.5
1525.5

1325.5
1525.5

1305
1505

1388
1588

1388
1588

1325.5
1525.5

1325.5
1525.5

網
戸
／
屋
根
パ
ネ
ル
寸
法
一
覧
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床寸法一覧  

【1】単体の床伏図

【2】連結の床伏図

根太　6本

大引き　１本

根太  6本

３０～６０出
幅

９０

根太　8本

根太　8本

大引き　１本

根太 10本

根太 10本

大引き　１本

呼称間口（L）
60（1818）

P
320429

A

12（3636）
呼称間口（L）

375
P

90（2727）
呼称間口（L）

375
P

426
A

505.5
A

幅
出

束柱  無し

出
幅３０～６０

出
幅 ９０

束柱　３本

束柱　１本

束柱　４本

出
幅 ３０～６０

幅
出 ９０

束柱　1本

束柱　4本

根太掛け

L
PP P PP AP P

L
PA

17.5150 150

P

L
P

AP

P
17.5
A P PP A

A
17.5

■間口60の場合

■間口60＋90の場合

■間口90の場合

■間口12の場合

（出幅90のみ）

（出幅90のみ）

束柱

大引き

前桁

妻桁

根太

150150

150150

150 150

150

出
幅
根太  14本

３０～６０

大引き   １本

９０出
幅
根太  14本

間口組み合わせ
60+90

L
4545

L1
1818

L2
2727 429

A1
426
A2

320
P1 P2

375

束柱  間口60+90:1本

束柱  間口60+90:6本

大引き
（出幅90のみ）

（出幅90のみ）
束柱

大引き
（出幅90のみ）

束柱
（出幅90のみ）

根　太根太掛け 連結根太

P2
L2L1

A1 A1P1P1
17.5

P1 P2
17.5

A2 P2P2 A2P2

L

大引き
（出幅90のみ）

妻　桁

前　桁

束　柱
（出幅90のみ）

（網戸はすべて組み立て完成品です）

NQAH-□□-50 NQAH-□□-60

SH

SH

SH

SH

SW

SW

SW

SW

50

737.5

60
889

NQAKH-□□-30 NQAKH-□□-40

30
421.5

40
573

NQAKH-□□-50 NQAKH-□□-60

50
724.5

60
876

NQAH-□□-90 NQAH-□□-12

90

683

12

910.5

W呼称

W呼称

W呼称

W呼称

NQAGR-□□

20

465

記　号 W L

Ｗ

・右欄の 記号について

－－＞
　　　S：ポリカーボネートかすみ
　　　Ｐ：ポリカーボネート

　　　HＦ：熱線遮断FRP
　　　HB：熱線吸収防汚ポリカパネル L

NQYP　-30

NQYP　-40
NQYP　-50
NQYP　-60

NQYP　-90

893

893
893
893

438.5

918

1220
1522.5
1824.5

2731.5

網戸／屋根パネル寸法一覧  

1 網戸寸法一覧
■引違い窓（テラス・2枚建）

2 屋根パネル寸法一覧
屋根パネルは『ポリカーボネート』、『ポリカーボネートかすみ』、『熱線遮断FRP』、『熱線吸収防汚ポリカパネル』のいずれかを選択してください。

■引違い窓（テラス・4枚建）

■引違い窓（高窓・2枚建）／FIX-引違い窓段窓

SH SW

NQAKH-□□-90

90

671.5
W呼称

■引違い窓（高窓・4枚建）／FIX-引違い窓段窓

■ガラスルーバー窓

SH SW

W呼称
引違い窓W

引違い窓H

NQAKH-□□-30

30

NQAKH-□□-60

60

876
1737

421.5
828

■引違い窓（腰パネル納まり・2枚建）

SH SW

W呼称
引違い窓W

引違い窓H

NQAKH-□□-90

90

672.5
2646

NQAKH-□□-12

12

899.75
3555

■引違い窓（腰パネル納まり・4枚建）

・パネル厚さ：ポリカーボネート、ポリカーボネートかすみ、熱線吸収防汚ポリカパネル／t＝2mm
熱線遮断FRP／t＝1.7mm

2148,2348

2148,2348

1325.5
1525.5

1325.5
1525.5

1305
1505

1388
1588

1388
1588

1325.5
1525.5

1325.5
1525.5

床
寸
法
一
覧
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■間口60＋12の場合

■間口90＋90の場合

■間口90＋12の場合

■間口12＋12の場合

150 150

根　太根太掛け 連結根太

L1
A1P1A1

17.5
P1 P1P1 P1 P2

L2
P2

17.5
P2A2 P2 P2P2 P2 A2

L

P
L1

P
17.5

A PP P P P
L2

17.5
AP A P PP P AP P

L

150

150

150

150

150

150

150

150

150

150

出
幅 ３０～６０

９０出
幅

375
P2

505.5
A2

320
P1

429
A1

3636
L2L1

1818
L

545460+12
間口組み合わせ

根太  16本

束柱  間口60+12:1本

根太　１6本

束柱  間口60+12:6本

大引き　 １本
P2

L2L1
A1 A1P1P1

17.5
P1 P2A2

17.5
P2 A2P2P2 P2 P2

L

根太  16本

束柱   ７本

大引き   １本

幅
出 ９０

束柱   ２本

３０～６０

根太  16本
幅
出

間口組み合わせ
90+90 5454

L
2727
L1 L2

2727
A

426
P

375

間口組み合わせ
90+12 6363

L
2727
L1 L2

3636
A1

426
P1

375
A2

505.5
P2

375

根太  18本

束柱   ７本

大引き   １本

幅
出 ９０

束柱   ２本

３０～６０

根太  18本
幅
出

間口組み合わせ
12+12 7272

L
3636
L1 L2

3636
A

505.5
P

375

根太  20本

束柱   ７本

大引き   １本

幅
出 ９０

束柱   ２本

３０～６０

根太  20本
幅
出

P
L2

A
L1

PP PP
17.5 17.5

AP A APPP P

L

前　桁

妻　桁

（出幅90のみ）
大引き

束　柱
（出幅90のみ）

大引き
（出幅90のみ）

束　柱
（出幅90のみ）

（出幅90のみ）
大引き

（出幅90のみ）
束　柱

（出幅90のみ）
大引き

（出幅90のみ）
束　柱

床
寸
法
一
覧
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後付けビード

GB2418

梱包内容

同梱部材

■間口屋根セット
同梱部品

NQMYA-60S

NQMYA-90S

NQMYA-12S

NQMYB-60S

NQMYB-90S

NQMYB-12S

NQMYC-60S

NQMYC-90S

NQMYC-12S

NQMYD-60S

NQMYD-90S

NQMYD-12S

NQMYE-60S

NQMYE-90S

NQMYE-12S

NQMYF-60S

NQMYF-90S

NQMYF-12S

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

桁 垂木掛け 中桟 桁キャップB タッピン2種皿
4×25×8-G5

RB2010 GA4930
RL各1
RL各1
RL各1
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

桁キャップA 水抜きパッキン

̶
̶
̶
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

RB2011
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）
11（10）

4
6
8
8
12
16
8
12
16
8
12
16
8
12
16
8
12
16

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
3
4
4
6
8
4
6
8
4
6
8
4
6
8
8
12
16

梱包記号

□開梱時に種類と数量を確認してください（部品袋の内容も確認してください）。
□商品に破損や異常がないか確認してください。
□開梱後、商品にキズをつけないように保管してください。
□万一商品に破損や異常がある場合、部品が不足している場合は、販売店様または三協立山株式会社 三協アルミ社までご連絡ください。
□小ねじ類には、予備が入っています。（　）内数量が施工に必要な数量です。

同梱部材

■柱セット
同梱部品

NQHC-□□S（L）

NQHC-□□W（L）

2

1

2

1

柱 柱取付金具

1

1

エルボ 丸樋 アンカー 柱取付裏板

GA4932 GA4933 GA0218CRB2267

3

3

サドル タッピン3 種トラス
5×12×10

1

1

GA4923

2

1

GA0073

2

1

9（8）

̶

HZ1476 GD-W21B

同梱部品

NQHC-□□S（L）

NQHC-□□W（L）

4（3）

4（3）

4

2

タッピン 3 種トラス
4×12×8

六角ボルト
M8×20

小ねじ皿
5×10×10

4

2

平座金
呼び8

施工要領書 取り扱い説明書

4

2

ばね座金
呼び8

1

̶

1

̶

̶

5（4）

梱包記号

同梱部材

■束セット

NQTU-1（L）

NQTU-2（L）

NQTU-3（L）

1

2

3

3

5

7

束柱

同梱部品

タッピン3 種トラス
5×14×10

梱包記号

梱包記号

梱
包
内
容
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梱包記号

同梱部材

■間口屋根連結セット
同梱部品

NQMYA-60W

NQMYA-90W

NQMYA-12W

NQMYB-60W

NQMYB-90W

NQMYB-12W

NQMYC-60W

NQMYC-90W

NQMYC-12W

NQMYD-60W

NQMYD-90W

NQMYD-12W

NQMYE-60W

NQMYE-90W

NQMYE-12W

NQMYF-60W

NQMYF-90W

NQMYF-12W

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

桁 垂木掛け

2
3
4
4
6
8
4
6
8
4
6
8
4
6
8
8
12
16

中桟 F桁B連結金具 スペーサー

RB1996 WD-526-1⑥
1
1
1
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

F桁A連結金具

̶
̶
̶
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

RB1997
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

4
6
8
8
12
16
8
12
16
8
12
16
8
12
16
8
12
16

梱包記号

後付けビード

GB2418

3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）

タッピン3種トラス
5×12×10

同梱部品

NQMYA-60S

NQMYA-90S

NQMYA-12S

NQMYB-60S

NQMYB-90S

NQMYB-12S

NQMYC-60S

NQMYC-90S

NQMYC-12S

NQMYD-60S

NQMYD-90S

NQMYD-12S

NQMYE-60S

NQMYE-90S

NQMYE-12S

NQMYF-60S

NQMYF-90S

NQMYF-12S

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

集水器 雨樋キャップ

5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）

タッピン3種トラス
4×12×8

パッキン

GA6456 GA6455 RB2014

小ねじトラス
5×12×10

5
7
9
5
7
9
5
7
9
5
7
9
5
7
9
5
7
9

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

5（4）
7（6）
9（8）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
18（16）
27（24）
36（32）

コーチねじ（セムス）
6×70

■間口屋根セット

梱
包
内
容
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NQMYA-60W

NQMYA-90W

NQMYA-12W

NQMYB-60W

NQMYB-90W

NQMYB-12W

NQMYC-60W

NQMYC-90W

NQMYC-12W

NQMYD-60W

NQMYD-90W

NQMYD-12W

NQMYE-60W

NQMYE-90W

NQMYE-12W

NQMYF-60W

NQMYF-90W

NQMYF-12W

12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）
12（10）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

4
6
8
4
6
8
4
6
8
4
6
8
4
6
8
4
6
8

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

5（4）
7（6）
9（8）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
18（16）
27（24）
36（32）

同梱部品

タッピン3種トラス
4×12×8

水抜きパッキン 小ねじトラス
5×12×10

GA6456 GA0150GA4930

集水器 ホールシールド
φ8

3K0158

ホールプレート
梱包記号

コーチねじ（セムス）
6×70

梱包記号

同梱部材

■間口屋根連結セット
同梱部品

NQMYA-60W

NQMYA-90W

NQMYA-12W

NQMYB-60W

NQMYB-90W

NQMYB-12W

NQMYC-60W

NQMYC-90W

NQMYC-12W

NQMYD-60W

NQMYD-90W

NQMYD-12W

NQMYE-60W

NQMYE-90W

NQMYE-12W

NQMYF-60W

NQMYF-90W

NQMYF-12W

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

桁 垂木掛け

2
3
4
4
6
8
4
6
8
4
6
8
4
6
8
8
12
16

中桟 F桁B連結金具 スペーサー

RB1996 WD-526-1⑥
1
1
1
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

F桁A連結金具

̶
̶
̶
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

RB1997
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

4
6
8
8
12
16
8
12
16
8
12
16
8
12
16
8
12
16

梱包記号

後付けビード

GB2418

3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）

タッピン3種トラス
5×12×10

同梱部品

NQMYA-60S

NQMYA-90S

NQMYA-12S

NQMYB-60S

NQMYB-90S

NQMYB-12S

NQMYC-60S

NQMYC-90S

NQMYC-12S

NQMYD-60S

NQMYD-90S

NQMYD-12S

NQMYE-60S

NQMYE-90S

NQMYE-12S

NQMYF-60S

NQMYF-90S

NQMYF-12S

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

集水器 雨樋キャップ

5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）

タッピン3種トラス
4×12×8

パッキン

GA6456 GA6455 RB2014

小ねじトラス
5×12×10

5
7
9
5
7
9
5
7
9
5
7
9
5
7
9
5
7
9

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

5（4）
7（6）
9（8）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
9（8）
13（12）
18（16）
18（16）
27（24）
36（32）

コーチねじ（セムス）
6×70

■間口屋根セット

梱
包
内
容
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同梱部材 同梱部品

NQTA-30-3

NQTA-30-2

NQTA-30-1

NQTA-40-3

NQTA-40-2

NQTA-40-1

NQTA-50-3

NQTA-50-2

NQTA-50-1

NQTA-60-3

NQTA-60-2

NQTA-60-1

NQTA-90-5

NQTA-90-4

NQTA-90-3

NQTB-90-5

NQTB-90-4

NQTB-90-3

NQTC-50-3

NQTC-50-2

NQTC-50-1

NQTC-60-3

NQTC-60-2

NQTC-60-1

3
2
1
3
2
1
3
2
1
3
2
1
5
4
3
5
4
3
3
2
1
3
2
1

3
2
1
3
2
1
3
2
1
3
2
1
5
4
3
5
4
3
3
2
1
3
2
1

垂木 パネル押え タッピン3種トラス
4×12×8

小ねじトラス
5×12×10

13（12）
9（8）
5（4）
13（12）
9（8）
5（4）
13（12）
9（8）
5（4）
13（12）
9（8）
5（4）
22（20）
18（16）
13（12）
22（20）
18（16）
13（12）
13（12）
9（8）
5（4）
13（12）
9（8）
5（4）

13（12）
9（8）
5（4）
17（15）
11（10）
6（5）
23（21）
15（14）
8（7）
26（24）
18（16）
9（8）
66（60）
53（48）
40（36）
66（60）
53（48）
40（36）
23（21）
15（14）
8（7）
26（24）
18（16）
9（8）

■垂木セット

梱包記号

同梱部材 同梱部品

NQHT-□□-2

NQHT-□□-3

NQHTB-□□-2

NQHTB-□□-3

2
3
2
3

9（8）
13（12）
9（8）
13（12）

補助垂木 タッピン3種トラス
4×12×8

■補助垂木セット
梱包記号

同梱部材 同梱部品

NQTTA-30

NQTTA-40

NQTTA-50

NQTTA-60

NQTTA-90

NQTTB-50

NQTTB-60

2
2
2
2
2
2
2

9（8）
11（10）
15（14）
18（16）
26（24）
15（14）
18（16）

妻垂木 タッピン3種トラス
4×12×8

小ねじトラス
5×12×10

RB0776
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

妻垂木取付金具

7（6）

7（6）

7（6）

7（6）

7（6）

7（6）

7（6）

■妻垂木セット

梱包記号

梱
包
内
容
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■屋根側面補助セット
同梱部品同梱部材

NQYSHA-30

NQYSHA-40

NQYSHA-50

NQYSHA-60

NQYSHB-30

NQYSHB-40

NQYSHB-50

NQYSHB-60

NQYSHB-90

2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
2

RL各2
RL各2
RL各2
RL各2
RL各2
RL各2
RL各2
RL各2
RL各2

2
2
2
2
̶
̶
̶
̶
̶

̶
̶
̶
̶
2
2
2
2
2

腕木 屋根側面たて枠 屋根側面中骨

2
2
2
2
2
2
2
2
4

屋根側面押縁

2
2
2
2
2
2
2
2
2

躯体方立 腕木取付金具 躯体方立連結金具Ａ

RB2008

躯体方立連結金具B

RB2007

RB1993

RB2006

タッピン3種トラス
5×12×10

屋根側面コーナー（F）

35（32）
35（32）
35（32）
35（32）
35（32）
35（32）
35（32）
35（32）
35（32）

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

同梱部品

NQYSHA-30

NQYSHA-40

NQYSHA-50

NQYSHA-60

NQYSHB-30

NQYSHB-40

NQYSHB-50

NQYSHB-60

NQYSHB-90

3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
2

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
2

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

13（12）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

5（4）

2
2
2
2
2
2
2
2
2

タッピン3種皿
4×12×7

中骨取付金具（上） 中骨取付金具（下）タッピン3種トラス
4×12×8

タッピン3種トラス
4×8×8

RB2004 RB2005

止水ブロック

RB2013

GB1511

後付けビード ドリリングねじなべ
4×13×8

3（2）
5（4）
5（4）
5（4）
3（2）
5（4）
5（4）
5（4）
5（4）

同梱部品

NQYSHA-30

NQYSHA-40

NQYSHA-50

NQYSHA-60

NQYSHB-30

NQYSHB-40

NQYSHB-50

NQYSHB-60

NQYSHB-90

2
2
2
2
2
2
2
2
2

 3.8ｍ
 5.1ｍ
 6.3ｍ
 7.6ｍ
 3.8ｍ
 5.1ｍ
 6.3ｍ
 7.6ｍ
 11.9ｍ

梱包記号

梱包記号

梱包記号

コーチねじ（セムス）
6×70

同梱部品

NQYP□-□□-2

NQYP□-□□-3

NQYP□-□□-4

NQYP□-□□-6

NQYPH□-□□-2

NQYPH□-□□-3

NQYPH□-□□-4

NQYPH□-□□-6

2
3
4
6

パネル

■屋根パネルセット
梱包記号 同梱部品

NQTP□-30-1

NQTP□-40-1

NQTP□-50-1

NQTP□-60-1

NQTP□-90-1

NQTP□-30-2

NQTP□-40-2

NQTP□-50-2

NQTP□-60-2

NQTP□-90-2

NQTPHF-30-R（L）

NQTPHF-40-R（L）

NQTPHF-50-R（L）

NQTPHF-60-R（L）

NQTPHF-90-R（L）

NQTPHF-30-2

NQTPHF-40-2

NQTPHF-50-2

NQTPHF-60-2

NQTPHF-90-2

1
1
1
1
2
2
2
2
2
4

パネル

■屋根側面パネルセット
梱包記号同梱部材 同梱部品

NQTA-30-3

NQTA-30-2

NQTA-30-1

NQTA-40-3

NQTA-40-2

NQTA-40-1

NQTA-50-3

NQTA-50-2

NQTA-50-1

NQTA-60-3

NQTA-60-2

NQTA-60-1

NQTA-90-5

NQTA-90-4

NQTA-90-3

NQTB-90-5

NQTB-90-4

NQTB-90-3

NQTC-50-3

NQTC-50-2

NQTC-50-1

NQTC-60-3

NQTC-60-2

NQTC-60-1

3
2
1
3
2
1
3
2
1
3
2
1
5
4
3
5
4
3
3
2
1
3
2
1

3
2
1
3
2
1
3
2
1
3
2
1
5
4
3
5
4
3
3
2
1
3
2
1

垂木 パネル押え タッピン3種トラス
4×12×8

小ねじトラス
5×12×10

13（12）
9（8）
5（4）
13（12）
9（8）
5（4）
13（12）
9（8）
5（4）
13（12）
9（8）
5（4）
22（20）
18（16）
13（12）
22（20）
18（16）
13（12）
13（12）
9（8）
5（4）
13（12）
9（8）
5（4）

13（12）
9（8）
5（4）
17（15）
11（10）
6（5）
23（21）
15（14）
8（7）
26（24）
18（16）
9（8）
66（60）
53（48）
40（36）
66（60）
53（48）
40（36）
23（21）
15（14）
8（7）
26（24）
18（16）
9（8）

■垂木セット

梱包記号

同梱部材 同梱部品

NQHT-□□-2

NQHT-□□-3

NQHTB-□□-2

NQHTB-□□-3

2
3
2
3

9（8）
13（12）
9（8）
13（12）

補助垂木 タッピン3種トラス
4×12×8

■補助垂木セット
梱包記号

同梱部材 同梱部品

NQTTA-30

NQTTA-40

NQTTA-50

NQTTA-60

NQTTA-90

NQTTB-50

NQTTB-60

2
2
2
2
2
2
2

9（8）
11（10）
15（14）
18（16）
26（24）
15（14）
18（16）

妻垂木 タッピン3種トラス
4×12×8

小ねじトラス
5×12×10

RB0776
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

妻垂木取付金具

7（6）

7（6）

7（6）

7（6）

7（6）

7（6）

7（6）

■妻垂木セット

梱包記号

梱
包
内
容
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■屋根側面補助セット
同梱部品同梱部材

NQYSHA-30R（L）

NQYSHA-40R（L）

NQYSHA-50R（L）

NQYSHA-60R（L）

NQYSHB-30R（L）

NQYSHB-40R（L）

NQYSHB-50R（L）

NQYSHB-60R（L）

NQYSHB-90R（L）

NQYSHA-30R（L）

NQYSHA-40R（L）

NQYSHA-50R（L）

NQYSHA-60R（L）

NQYSHB-30R（L）

NQYSHB-40R（L）

NQYSHB-50R（L）

NQYSHB-60R（L）

NQYSHB-90R（L）

NQYSHA-30R（L）

NQYSHA-40R（L）

NQYSHA-50R（L）

NQYSHA-60R（L）

NQYSHB-30R（L）

NQYSHB-40R（L）

NQYSHB-50R（L）

NQYSHB-60R（L）

NQYSHB-90R（L）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1
̶
̶
̶
̶
̶

̶
̶
̶
̶
1
1
1
1
1

腕木 屋根側面たて枠 屋根側面中骨

1
1
1
1
1
1
1
1
2

屋根側面押縁

1
1
1
1
1
1
1
1
1

躯体方立 腕木取付金具 躯体方立連結金具A

RB2008

躯体方立連結金具B

RB2007

RB1993

RB2006

タッピン3種トラス
5×12×10

屋根側面コーナー（F）

18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

同梱部品

2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

7（6）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

3（2）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

タッピン3種皿
4×12×7

中骨取付金具（上） 中骨取付金具（下）タッピン3種トラス
4×12×8

タッピン3種トラス
4×8×8

RB2004 RB2005

止水ブロック

RB2013

梱包記号

梱包記号

同梱部品

1
1
1
1
1
1
1
1
1

コーチねじ（セムス）
6×70

GB1511

後付けビード ドリリングねじなべ
4×13×8

2（1）
3（2）
3（2）
3（2）
2（1）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）

 1.9ｍ
 2.6ｍ
 3.2ｍ
 3.8ｍ
 1.9ｍ
 2.6ｍ
 3.2ｍ
 3.8ｍ
 6.0ｍ

梱包記号

梱
包
内
容
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■躯体方立セット
同梱部材 同梱部品

NQKHI□□-1R（L） 1 1

躯体方立 躯体方立補助

梱包記号

コーチねじ（セムス）
6×70

41 2（1） 7（6）

位置出し金具

■躯体方立セット（戸袋納まり用）
同梱部材 同梱部品

NQKHI□□□-R（L）

NQKHI□□□-R（L）

NQKHI□□□-R（L）

1 2 1

躯体方立 躯体方立補助 戸袋方立

1

戸袋下枠

4

戸袋枠

RB2012

RB2002

1

戸袋方立取付金具（上）

RB2002

位置出し金具

梱包記号

同梱部品

GA5926

同梱部品

2 1 8ｍ5（4） 6530

タッピン3種トラス
5×12×10

タッピン3種トラス
4×30×8

タッピン3種トラス
5×15×10

クッション材 ドリリングねじなべ
4×16×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

RB2009
3（2）5（4）

5 6

タッピン3種トラス
4×30×8

ターンナット
M4

戸袋方立取付金具（下）

梱包記号

梱包記号

ドリリングねじなべ
4×13×8

1

木ねじ丸
M5.1×45

コーチねじ（セムス）
6×70

■間口床セット
同梱部材 同梱部品

NQMY-60N

NQMY-90N

NQMY-12N

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

前桁 根太掛け デッキカバー

1

1

1

デッキ材補助 前桁取付金具 六角ボルト
M8×16

RB2000

平座金
呼び8

5

7

9

8

8

8

8

8

8

梱包記号

同梱部品

NQMY-60N

NQMY-90N

NQMY-12N

7（6）

9（8）

11（10）

6（5）

8（7）

9（8）

ドリリングねじなべ
4×13×8

ドリリングねじ皿
4×13×8

梱包記号

13（12）

18（16）

22（20）

13（12）

18（16）

22（20）

六角ナット
M5

平座金
呼び5

コーチねじ（セムス）
6×70

■屋根側面補助セット
同梱部品同梱部材

NQYSHA-30R（L）

NQYSHA-40R（L）

NQYSHA-50R（L）

NQYSHA-60R（L）

NQYSHB-30R（L）

NQYSHB-40R（L）

NQYSHB-50R（L）

NQYSHB-60R（L）

NQYSHB-90R（L）

NQYSHA-30R（L）

NQYSHA-40R（L）

NQYSHA-50R（L）

NQYSHA-60R（L）

NQYSHB-30R（L）

NQYSHB-40R（L）

NQYSHB-50R（L）

NQYSHB-60R（L）

NQYSHB-90R（L）

NQYSHA-30R（L）

NQYSHA-40R（L）

NQYSHA-50R（L）

NQYSHA-60R（L）

NQYSHB-30R（L）

NQYSHB-40R（L）

NQYSHB-50R（L）

NQYSHB-60R（L）

NQYSHB-90R（L）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1
̶
̶
̶
̶
̶

̶
̶
̶
̶
1
1
1
1
1

腕木 屋根側面たて枠 屋根側面中骨

1
1
1
1
1
1
1
1
2

屋根側面押縁

1
1
1
1
1
1
1
1
1

躯体方立 腕木取付金具 躯体方立連結金具A

RB2008

躯体方立連結金具B

RB2007

RB1993

RB2006

タッピン3種トラス
5×12×10

屋根側面コーナー（F）

18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）
18（16）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

同梱部品

2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）
2（1）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

7（6）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

3（2）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

タッピン3種皿
4×12×7

中骨取付金具（上） 中骨取付金具（下）タッピン3種トラス
4×12×8

タッピン3種トラス
4×8×8

RB2004 RB2005

止水ブロック

RB2013

梱包記号

梱包記号

同梱部品

1
1
1
1
1
1
1
1
1

コーチねじ（セムス）
6×70

GB1511

後付けビード ドリリングねじなべ
4×13×8

2（1）
3（2）
3（2）
3（2）
2（1）
3（2）
3（2）
3（2）
3（2）

 1.9ｍ
 2.6ｍ
 3.2ｍ
 3.8ｍ
 1.9ｍ
 2.6ｍ
 3.2ｍ
 3.8ｍ
 6.0ｍ

梱包記号

梱
包
内
容
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7（6）

9（8）

9（8）

11（10）

15（14）

7（6）

9（8）

9（8）

11（10）

15（14）

7（6）

9（8）

11（10）

13（12）

20（18）

7（6）

9（8）

11（10）

13（12）

20（18）

ドリリングねじ皿
4×13×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

■根太セット
同梱部材

NQNE-30-2N

NQNE-30-3N

NQNE-40-2N

NQNE-40-3N

NQNE-50-2N

NQNE-50-3N

NQNE-60-2N

NQNE-60-3N

NQNE-90-2N

NQNE-90-3N

2

3

2

3

－

－

－

－

－

－

根太

梱包記号

平座金
呼び8

16

16

16

16

16

14

14

14

14

14

■側面床セット
同梱部材 同梱部品

NQSY-30

NQSY-40

NQSY-50

NQSY-60

NQSY-90

NQSYT-30

NQSYT-40

NQSYT-50

NQSYT-60

NQSYT-90

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

－

－

－

－

－

2

2

2

2

2

妻桁

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

デッキカバー 妻桁取付金具 六角ボルト
M8×16

RB2276

－

－

－

－

2

3

－

－

2

3

根太

－

－

－

－

－

－

2

3

－

－

根太

裏板

GA0638
16

16

16

16

16

14

14

14

14

14

梱包記号

■端部用根太セット
同梱部材

NQNE-50T-2N

NQNE-60T-2N

NQNE-90T-2N

2

2

2

根太

梱包記号

コーチねじ（セムス）
6×70

ドリリングねじ皿
4×13×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

タッピン 3 種トラス
5×12×10

■連結根太セット
同梱部材 同梱部品

NQNE-30W

NQNE-40W

NQNE-50W

NQNE-60W

NQNE-90W

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

連結根太 連結用根太掛け 六角ボルト
M8×16

RB1999
2

2

2

2

2

デッキカバー 連結根太取付金具

RB2003

平座金
呼び8

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

梱包記号

同梱部品

NQNE-30W

NQNE-40W

NQNE-50W

NQNE-60W

NQNE-90W

－

－

－

－

1

－

－

－

－

5（4）

7（6）

9（8）

9（8）

11（10）

15（14）

7（6）

9（8）

11（10）

13（12）

20（18）

連結根太スぺーサー

RB1998

梱包記号

コーチねじ（セムス）
6×70

梱
包
内
容
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■FIX枠セット
梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQWF-10

NQWF-20

NQWF-30

NQWF-24-10

NQWF-24-20

NQWF-24-30

NQWFN-22-10

NQWFN-24-10

NQWFN-22-20

NQWFN-24-20

NQWFN-22-30

NQWFN-24-30

NQWFN-22-40

NQWFN-24-40

NQWFN-22-50

NQWFN-24-50

NQWFN-22-60

NQWFN-24-60

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)

13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

2
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
4
4
4
8
8
8
8

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

上枠 下枠 無目 たて枠 押縁 たて骨 後付けビード タッピン2種なべ
4×25×7G5

3K2392

タッピン 3 種トラス
5×12×10

ドリリングねじなべ
4×13×8

■連結根太固定部品セット
同梱部品

TRMD-KA 1 5（4） 3（2）

連結根太スぺーサー

梱包記号

RB1998

タッピン 3 種トラス
5×12×10

ドリリングねじなべ
4×13×8

■大引セット
同梱部材 同梱部品

NQOBM-60

NQOBM-90

NQOBM-12

1

1

1

2

2

2

9（8）

9（8）

9（8）

7（6）

9（8）

11（10）

大引 大引取付金具

RB0777

梱包記号

ドリリングねじなべ
4×19×7

■床板固定金具セット
同梱部品

NQYK-20N

NQYK-30N

NQYK-45N

20

30

45

22（20）

32（30）

47（45）

固定金具

GB7940

梱包記号

■床板すき間隠し
同梱部品

NQDSK 1（20m）

目地材

GS1248

梱包記号

■人工木デッキ材
同梱部品

NQDS□□-1N

NQDS□□-2N

1

2

人工木デッキ材

GB8011

梱包記号

7（6）

9（8）

9（8）

11（10）

15（14）

7（6）

9（8）

9（8）

11（10）

15（14）

7（6）

9（8）

11（10）

13（12）

20（18）

7（6）

9（8）

11（10）

13（12）

20（18）

ドリリングねじ皿
4×13×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

■根太セット
同梱部材

NQNE-30-2N

NQNE-30-3N

NQNE-40-2N

NQNE-40-3N

NQNE-50-2N

NQNE-50-3N

NQNE-60-2N

NQNE-60-3N

NQNE-90-2N

NQNE-90-3N

2

3

2

3

－

－

－

－

－

－

根太

梱包記号

平座金
呼び8

16

16

16

16

16

14

14

14

14

14

■側面床セット
同梱部材 同梱部品

NQSY-30

NQSY-40

NQSY-50

NQSY-60

NQSY-90

NQSYT-30

NQSYT-40

NQSYT-50

NQSYT-60

NQSYT-90

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

－

－

－

－

－

2

2

2

2

2

妻桁

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

デッキカバー 妻桁取付金具 六角ボルト
M8×16

RB2276

－

－

－

－

2

3

－

－

2

3

根太

－

－

－

－

－

－

2

3

－

－

根太

裏板

GA0638
16

16

16

16

16

14

14

14

14

14

梱包記号

■端部用根太セット
同梱部材

NQNE-50T-2N

NQNE-60T-2N

NQNE-90T-2N

2

2

2

根太

梱包記号

コーチねじ（セムス）
6×70

ドリリングねじ皿
4×13×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

タッピン 3 種トラス
5×12×10

■連結根太セット
同梱部材 同梱部品

NQNE-30W

NQNE-40W

NQNE-50W

NQNE-60W

NQNE-90W

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

連結根太 連結用根太掛け 六角ボルト
M8×16

RB1999
2

2

2

2

2

デッキカバー 連結根太取付金具

RB2003

平座金
呼び8

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

梱包記号

同梱部品

NQNE-30W

NQNE-40W

NQNE-50W

NQNE-60W

NQNE-90W

－

－

－

－

1

－

－

－

－

5（4）

7（6）

9（8）

9（8）

11（10）

15（14）

7（6）

9（8）

11（10）

13（12）

20（18）

連結根太スぺーサー

RB1998

梱包記号

コーチねじ（セムス）
6×70

梱
包
内
容
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同梱部品梱包記号

20 (18)
22 (20)
24 (22)
24 (22)
26 (24)
29 (26)
24 (22)
29 (26)
26 (24)
31 (28)
29 (26)
33 (30)
31 (28)
35 (32)
33 (30)
37 (34)
35 (32)
40 (36)

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
3
3
3
3

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
1
1
1
1

2 (1)
3 (2)
4 (3)
2 (1)
3 (2)
4 (3)
2 (1)
2 (1)
3 (2)
3 (2)
4 (3)
4 (3)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
6 (5)
6 (5)

ドリリングねじ皿
4×16×7

ドリリングねじなべ
4×13×8

たて骨取付金具 タッピン3種トラス
4×12×8

たて骨取付金具（下枠用）

GA7286 GA7458

■FIX枠セット

NQWF-10

NQWF-20

NQWF-30

NQWF-24-10

NQWF-24-20

NQWF-24-30

NQWFN-22-10

NQWFN-24-10

NQWFN-22-20

NQWFN-24-20

NQWFN-22-30

NQWFN-24-30

NQWFN-22-40

NQWFN-24-40

NQWFN-22-50

NQWFN-24-50

NQWFN-22-60

NQWFN-24-60

■FIX枠セット（腰下アルミパネル） 
梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQWFAPK-22-10

NQWFAPK-22-20

NQWFAPK-24-10

NQWFAPK-24-20

1
1
1
1

1
1
1
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

2
2
2
2

2
2
2
2

1
1
1
1

上枠 下枠 無目 たて枠 パネル受け 押縁

梱包記号 同梱部品

NQWFAPK-22-10

NQWFAPK-22-20

NQWFAPK-24-10

NQWFAPK-24-20

1
1
1
1

1
1
1
1

2 (1)
2 (1)
3 (2)
3 (2)

5 (4)
5 (4)
5 (4)
5 (4)

13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)

15 (14)
18 (16)
20 (18)
22 (20)

18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)

1
1
1
1

先付けビード 後付けビード

後付けビード タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじ皿
4×16×7

小ねじトラス
4×7×8

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

GB7171 WB4863

3K2392

梱包記号 同梱部品

NQAPK-F□□ 1

腰下アルミパネル

■FIX用腰下アルミパネル

梱
包
内
容
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同梱部材

NQSHG-□□-□□S

NQSHG-□□-□□U

NQSHG-□□-□□LS

NQSHG-□□-□□RS

NQSHG-□□-□□LU

NQSHG-□□-□□RU

̶
1
̶
̶

1（外観左）
1（外観右）

1
̶

1（外観左）
1（外観右）

̶
̶

内障子 外障子

同梱部材

NQAH-□□-50,60

NQAH-□□-90,12

1
2

網戸

■引違い窓（テラス）障子セット（ガラス組み込み） ■引違い窓（テラス）網戸セット
梱包記号 梱包記号

■引違い窓（テラス）中桟セット
同梱部材 同梱部品

NQNH-50,60

NQNH-90,12

2
4

4
8

4
8

̶
2

中桟 ホールプレート ホールプレート

3B0283RH0006

梱包記号
タッピン2種丸
4×50×8G10

■外錠仕様  引違い窓（テラス）中桟セット
同梱部材 同梱部品

NQNSH-50,60

NQNSH-90,12

1
3

4
8

4
8

1
1

̶
2

中桟 外錠付中桟 ホールプレート ホールプレート

3B0283RH0006
1
1

2
2

受け

PH4398

梱包記号
タッピン3種トラス

4×12×8
タッピン2種丸
4×50×8G10

梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQWH-22-50

NQWH-24-50

NQWH-22-60

NQWH-24-60

NQWH-22-90

NQWH-24-90

NQWH-22-12

NQWH-24-12

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1
̶
̶
̶
̶

9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)

23 (22)
23 (22)
26 (24)
26 (24)
30 (28)
30 (28)
34 (32)
34 (32)

5 (4)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
7 (6)
7 (6)
9 (8)
9 (8)

1
1
1
1
1
1
1
1

サッシ上枠 サッシ下枠 サッシ左たて枠 サッシ右たて枠 タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじ皿
4×16×7

ドリリングねじなべ
4×13×8

■引違い窓（テラス）枠セット

4
8

ホールプレート

RH0006

梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQSH-□□-□□

NQSH-□□-90,12

2
4

RL各1
RL各1

1
RL各1

̶
1

8
16

2
4

上框 下框 戸当り框 召合せ框（内）

1
RL各1

召合せ框（外） 突合せ框（左）

̶
1

突合せ框（右）タッピン2種丸
4×45×8G5

■引違い窓（テラス）障子セット

梱包記号 梱包記号

GB7287 GB7287

同梱部品

NQGFN-□□-10～40

NQGFN-□□-50,60

NQGFNK-□□-30,40

NQGFNK-□□-50,60

1
2

1
2

ガラス（上用） ガラス（下用）

GB7287 GB7287

同梱部品

1
2

̶
1

GB7287
1
1

ガラス（上用） ガラス（下用）ガラス（換気枠側用）

■FIX枠用ガラスセット ■FIX枠用ガラスセット（換気枠用）

梱包記号

NQGFP-□□-□□
GB7287

同梱部品

1

ガラス

■FIX枠用ガラスセット
 （腰下アルミパネル用）同梱部品梱包記号

20 (18)
22 (20)
24 (22)
24 (22)
26 (24)
29 (26)
24 (22)
29 (26)
26 (24)
31 (28)
29 (26)
33 (30)
31 (28)
35 (32)
33 (30)
37 (34)
35 (32)
40 (36)

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
3
3
3
3

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
1
1
1
1

2 (1)
3 (2)
4 (3)
2 (1)
3 (2)
4 (3)
2 (1)
2 (1)
3 (2)
3 (2)
4 (3)
4 (3)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
6 (5)
6 (5)

ドリリングねじ皿
4×16×7

ドリリングねじなべ
4×13×8

たて骨取付金具 タッピン3種トラス
4×12×8

たて骨取付金具（下枠用）

GA7286 GA7458

■FIX枠セット

NQWF-10

NQWF-20

NQWF-30

NQWF-24-10

NQWF-24-20

NQWF-24-30

NQWFN-22-10

NQWFN-24-10

NQWFN-22-20

NQWFN-24-20

NQWFN-22-30

NQWFN-24-30

NQWFN-22-40

NQWFN-24-40

NQWFN-22-50

NQWFN-24-50

NQWFN-22-60

NQWFN-24-60

■FIX枠セット（腰下アルミパネル） 
梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQWFAPK-22-10

NQWFAPK-22-20

NQWFAPK-24-10

NQWFAPK-24-20

1
1
1
1

1
1
1
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

2
2
2
2

2
2
2
2

1
1
1
1

上枠 下枠 無目 たて枠 パネル受け 押縁

梱包記号 同梱部品

NQWFAPK-22-10

NQWFAPK-22-20

NQWFAPK-24-10

NQWFAPK-24-20

1
1
1
1

1
1
1
1

2 (1)
2 (1)
3 (2)
3 (2)

5 (4)
5 (4)
5 (4)
5 (4)

13 (12)
13 (12)
13 (12)
13 (12)

15 (14)
18 (16)
20 (18)
22 (20)

18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)

1
1
1
1

先付けビード 後付けビード

後付けビード タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじ皿
4×16×7

小ねじトラス
4×7×8

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

GB7171 WB4863

3K2392

梱包記号 同梱部品

NQAPK-F□□ 1

腰下アルミパネル

■FIX用腰下アルミパネル

梱
包
内
容
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同梱部材梱包記号 梱包記号

1 1

2 ̶
̶ 2

内障子 外障子

■引違い窓（高窓）障子セット（ガラス組み込み） ■引違い窓（高窓）網戸セット
同梱部品

NQAKH-□□-□□ 1

NQAKH-□□-90,12 2
NQSKHG-□□-□□

NQSKHG-□□-□□U

NQSKHG-□□-□□S

上框 下框 戸当り框   召合せ框（内）  召合せ框（外）  突合せ框（内）  突合せ框（外） タッピン2種丸
4×30×8

ホールプレート

3LK94K

同梱部材梱包記号

̶ 1

2 ̶
2 1

ガラス（両端側）ガラス（中間側）

■引違い窓（高窓）FIX枠用ガラスセット

NQGTF-30,40

NQGTF-50,60

NQGTF-90

GB7287 GB7287

■引違い窓（高窓）障子セット
同梱部材 同梱部品

NQSKH-□□-□□

NQSKH-□□-90,12

2
4

2
4

RL各1
RL各1

8
16

1
RL各1

1
RL各1

̶
1

̶
1

2
4

梱包記号

クレセントストッパー タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじ皿
4×16×7

皿小ねじ
4×8×7

小ねじトラス
4×7×8

後付けビード たて骨取付金具 タッピン3種トラス
4×12×8

WB2544 GA74583K2392

ドリリングねじなべ
4×13×8

■引違い窓（高窓）枠セット
同梱部材

NQWT-22-30N

NQWT-24-30N

NQWT-22-40N

NQWT-24-40N

NQWT-22-50N

NQWT-24-50N

NQWT-22-60N

NQWT-24-60N

NQWT-22-90N

NQWT-24-90N

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
2
2
4
4
4
4
6
6

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1
1
1
1
1

RL各1
RL各1

1
1
1
1
1
1
1
1
̶
̶

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

小窓上枠 小窓無目 FIX下枠 小窓FIXたて枠 小窓左たて枠 小窓右たて枠 FIXパネル受け 押縁

̶
̶
̶
̶
1
1
1
1
2
2

たて骨

梱包記号

同梱部材

NQWT-22-30N

NQWT-24-30N

NQWT-22-40N

NQWT-24-40N

NQWT-22-50N

NQWT-24-50N

NQWT-22-60N

NQWT-24-60N

NQWT-22-90N

NQWT-24-90N

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2

18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)

26 (24)
31 (28)
29 (26)
33 (30)
29 (26)
33 (30)
31 (28)
35 (32)
35 (32)
40 (36)

̶
̶
̶
̶
2
2
2
2
4
4

18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)

7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)

4 (3)
4 (3)
4 (3)
4 (3)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
7 (6)
7 (6)

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

̶
̶
̶
̶

7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)

13 (12)
13 (12)

梱包記号

梱
包
内
容
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■方立セット

RB0774

同梱部材 同梱部品

NQHDI-□□ 1 2

方立 方立取付金具

9（8）

小ねじなべ
5×6×9

梱包記号同梱部品

NQTP 1

パネル

■戸袋パネルセット

GB1680

梱包部材

■換気枠セット
梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQKWF-□□ 1 1 7（6）RL各1 2 9（8）1

換気枠 換気枠補助材（上）換気枠補助材（下）換気枠補助材（たて）換気枠補助材カバー タッピン2種なべ
4×30×7-G5

ドリリングねじなべ
4×10×8

GB6730 GB6731

■FIX用　ポリカ
梱包記号 同梱部品

NQPPF-□□ 1

パネル
（ポリカーボネート）

■FIX用　ポリカかすみ
梱包記号 同梱部品

NQPMF-□□ 1
NQPPF-24-□□ 1 NQPMF-24-□□ 1

パネル
（ポリカーボネートかすみ調）

■FIX用　ビード材（ポリカ用）
梱包記号 同梱部品

NQPB-7

GB3912GB2645
1

後付けビード

1

先付けビード

梱包記号

梱包記号

■ガラスルーバー窓セット
同梱部材 同梱部品

NQWGR-□□-20

NQWGR-□□-20

1 1 1 1RL各1 2 2 1

上枠 無目 下枠 たて枠 パネル受け 押縁 操作ハンドル ハンドルカバー

WB3953 WB3955

同梱部品

15（14） 1 22（20） 4（3） 7（6）

タッピン2種なべ
4×25×7G5

後付けビード ドリリングねじ皿
4×24×7

ドリリングねじなべ
4×13×8

小ねじトラス
4×7×8

3K2392

梱包記号 梱包記号 梱包記号

■ガラスルーバー窓用ガラスセット ■ガラスルーバー窓網戸セット ■ガラスルーバー窓FIX枠用ガラスセット
同梱部品

NQGR-7 7
NQGR-10 10

ガラス

GB5588

同梱部材

NQAGR-22-20 1 ̶
NQAGR-24-20 1 2

網戸

同梱部品

NQGGR-20 1

ガラス

GB72873K2457

■ガラスビード
同梱部品 備考

TEBD-A

TEBD-B

TEBD-Ｃ

150ｍ

150ｍ

150ｍ

引違い窓（テラス）障子、引違い窓（高窓）障子

引違い窓（テラス）障子、引違い窓（高窓）障子

引違い窓（テラス）障子、引違い窓（高窓）障子

３ｍｍ

５ｍｍ

6.8ｍｍ

ＷＢ2553

ＷＢ2555

ＷＢ2557

ガラスビード ガラスビード記号 ガラス厚 使用対象商品

梱包部材

同梱部材梱包記号 梱包記号

1 1

2 ̶
̶ 2

内障子 外障子

■引違い窓（高窓）障子セット（ガラス組み込み） ■引違い窓（高窓）網戸セット
同梱部品

NQAKH-□□-□□ 1

NQAKH-□□-90,12 2
NQSKHG-□□-□□

NQSKHG-□□-□□U

NQSKHG-□□-□□S

上框 下框 戸当り框   召合せ框（内）  召合せ框（外）  突合せ框（内）  突合せ框（外） タッピン2種丸
4×30×8

ホールプレート

3LK94K

同梱部材梱包記号

̶ 1

2 ̶
2 1

ガラス（両端側）ガラス（中間側）

■引違い窓（高窓）FIX枠用ガラスセット

NQGTF-30,40

NQGTF-50,60

NQGTF-90

GB7287 GB7287

■引違い窓（高窓）障子セット
同梱部材 同梱部品

NQSKH-□□-□□

NQSKH-□□-90,12

2
4

2
4

RL各1
RL各1

8
16

1
RL各1

1
RL各1

̶
1

̶
1

2
4

梱包記号

クレセントストッパー タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじ皿
4×16×7

皿小ねじ
4×8×7

小ねじトラス
4×7×8

後付けビード たて骨取付金具 タッピン3種トラス
4×12×8

WB2544 GA74583K2392

ドリリングねじなべ
4×13×8

■引違い窓（高窓）枠セット
同梱部材

NQWT-22-30N

NQWT-24-30N

NQWT-22-40N

NQWT-24-40N

NQWT-22-50N

NQWT-24-50N

NQWT-22-60N

NQWT-24-60N

NQWT-22-90N

NQWT-24-90N

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
2
2
4
4
4
4
6
6

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1
1
1
1
1

RL各1
RL各1

1
1
1
1
1
1
1
1
̶
̶

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

小窓上枠 小窓無目 FIX下枠 小窓FIXたて枠 小窓左たて枠 小窓右たて枠 FIXパネル受け 押縁

̶
̶
̶
̶
1
1
1
1
2
2

たて骨

梱包記号

同梱部材

NQWT-22-30N

NQWT-24-30N

NQWT-22-40N

NQWT-24-40N

NQWT-22-50N

NQWT-24-50N

NQWT-22-60N

NQWT-24-60N

NQWT-22-90N

NQWT-24-90N

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2

18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)

26 (24)
31 (28)
29 (26)
33 (30)
29 (26)
33 (30)
31 (28)
35 (32)
35 (32)
40 (36)

̶
̶
̶
̶
2
2
2
2
4
4

18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)

7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)

4 (3)
4 (3)
4 (3)
4 (3)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
5 (4)
7 (6)
7 (6)

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

̶
̶
̶
̶

7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)

13 (12)
13 (12)

梱包記号

梱
包
内
容
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梱包記号

■折りたたみ戸枠セット
同梱部材

NQWO-□□-□□ 1 1 左右各1 2 1

上枠 下枠 たて枠 上枠補助（短） 上枠補助（長）

梱包記号 同梱部品

NQWO-□□-30

NQWO-□□-60

NQWO-□□-90

NQWO-□□-12

4

8

10

13

10

10

10

10

23

27

33

37

20

20

20

20

2

4

4

4

1

1

1

1

タッピン3種バインド
4×10

タッピン2種バインド
4×12,7角

タッピン2種なべ
4×30　G5

ドリリングねじなべ
4×19×8

吊元固定 ホールシールド（丸）

1

1

1

1

ホールシールド（角）

梱包記号 同梱部材

NQSO（N）（S）-□□-30L

NQSO（N）（S）-□□-30R

NQSO（N）（S）-□□-60L

NQSO（N）（S）-□□-60R

NQSO（N）（S）-□□-60S

NQSO（N）（S）-□□-90L

NQSO（N）（S）-□□-90R

NQSO（N）（S）-□□-90S

NQSO（N）（S）-□□-12L

NQSO（N）（S）-□□-12R

NQSO（N）（S）-□□-12C

－

1

－

1

－

－

1

－

－

－

1

1

－

1

－

－

1

－

－

1

－

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

1

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

1

－

■折りたたみ戸障子セット

単板障子R 連結金具セット 後付けビード

中桟ありの
場合必要
長さ同梱

中桟なしの
場合必要
長さ同梱

後付けビード単板障子L 単板障子S、C

梱包記号 同梱部材

NQSO（N）（S）G-□□-30L

NQSO（N）（S）G-□□-30R

NQSO（N）（S）G-□□-60L

NQSO（N）（S）G-□□-60R

NQSO（N）（S）G-□□-60S

NQSO（N）（S）G-□□-90L

NQSO（N）（S）G-□□-90R

NQSO（N）（S）G-□□-90S

NQSO（N）（S）G-□□-12L

NQSO（N）（S）G-□□-12R

NQSO（N）（S）G-□□-12C

－

1

－

1

－

－

1

－

－

－

1

1

－

1

－

－

1

－

－

1

－

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

1

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

1

－

■折りたたみ戸障子セット（ガラス組み込み）
梱包記号

NQSO-□□-○○☆
NQSON-□□-○○☆
NQSOS-□□-○○☆
NQSONS-□□-○○☆

中桟なし
中桟あり
中桟なし、外錠付
中桟あり、外錠付

■折りたたみ戸障子セット

単板障子R 連結金具セット単板障子L 単板障子S、C

WB4863WB4862

□：呼称H （22、24） 
○：呼称W （30、60、90、12） 
☆：左右勝手 （L、R、S、C） 

梱包記号

NQSOG-□□-○○☆
NQSONG-□□-○○☆
NQSOSG-□□-○○☆
NQSONSG-□□-○○☆
NQSONK-□□-○○☆
NQSONSK-□□-○○☆

中桟なし
中桟あり
中桟なし、外錠付
中桟あり、外錠付
中桟上のみガラス
中桟上のみガラス、外錠付

■折りたたみ戸障子セット（ガラス組み込み）

□：呼称H （22、24） 
○：呼称W （30、60、90、12） 
☆：左右勝手 （L、R、S、C） 

梱
包
内
容
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■妻飾り格子セット
梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQTKK-30-R（L）
NQTKK-40-R（L）
NQTKK-50-R（L）
NQTKK-60-R（L）
NQTKK-90-R（L）

1
1
1
1
1

2
3
3
3
3

5
7
7
7
7

2
3
3
3
3

2
3
3
3
3

3
4
4
4
4

1
1
1
1
1

妻飾り格子 下枠カバー 下枠取付金具 小ねじトラス
4×20×8

ターンナット
M4

ドリリングねじなべ
4×10×8

クッション材

KG0090ABGB6586

柱カバーキャップ

GB6583

■木調桁カバー
梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQMKK-60

NQMKK-90

NQMKK-12

1
1
1

4
5
6

木調桁カバー タッピン3種トラス
4×10×8

■木調柱カバーセット（単体）
梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQMHKIA-S

NQMHKIB-S

RL各1
RL各1

20（18）
20（18）

木調柱カバー

8
8

木調柱カバー
取付材

RL各1
RL各1

RL各1
RL各1

ドリリングねじなべ
4×13×8

桁カバー
連結カバー

GB6584

■木調柱カバーセット（連結）
梱包記号 同梱部材 同梱部品

NQMHKIA-W

NQMHKIB-W

1
1

9（8）
9（8）

連結木調柱カバー

4
4

木調柱カバー
取付材

1
1

ドリリングねじなべ
4×13×8

3（2）
3（2）

タッピン3種トラス
4×10×8

■木調妻垂木カバーセット
梱包記号 同梱部材

NQMTT-30

NQMTT-40

NQMTT-50

NQMTT-60

NQMTT-90

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

妻垂木カバー垂木掛けキャップ

GB6582

ドリリングねじなべ
4×13×8

RB2278

■柱小口キャップ
梱包記号

NQMHKC-S

NQMHKC-W

小口キャップ小口キャップ

1 3（2）
̶

GB6585
RL各1
̶

5（4）

腰下アルミパネル 先付けビード 後付けビード

■折りたたみ戸用腰下アルミパネルセット
同梱部品

NQAPK-O（S）□□ 1 1 1

梱包記号

GB7171 WB4863

梱包記号

■折りたたみ戸枠セット
同梱部材

NQWO-□□-□□ 1 1 左右各1 2 1

上枠 下枠 たて枠 上枠補助（短） 上枠補助（長）

梱包記号 同梱部品

NQWO-□□-30

NQWO-□□-60

NQWO-□□-90

NQWO-□□-12

4

8

10

13

10

10

10

10

23

27

33

37

20

20

20

20

2

4

4

4

1

1

1

1

タッピン3種バインド
4×10

タッピン2種バインド
4×12,7角

タッピン2種なべ
4×30　G5

ドリリングねじなべ
4×19×8

吊元固定 ホールシールド（丸）

1

1

1

1

ホールシールド（角）

梱包記号 同梱部材

NQSO（N）（S）-□□-30L

NQSO（N）（S）-□□-30R

NQSO（N）（S）-□□-60L

NQSO（N）（S）-□□-60R

NQSO（N）（S）-□□-60S

NQSO（N）（S）-□□-90L

NQSO（N）（S）-□□-90R

NQSO（N）（S）-□□-90S

NQSO（N）（S）-□□-12L

NQSO（N）（S）-□□-12R

NQSO（N）（S）-□□-12C

－

1

－

1

－

－

1

－

－

－

1

1

－

1

－

－

1

－

－

1

－

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

1

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

1

－

■折りたたみ戸障子セット

単板障子R 連結金具セット 後付けビード

中桟ありの
場合必要
長さ同梱

中桟なしの
場合必要
長さ同梱

後付けビード単板障子L 単板障子S、C

梱包記号 同梱部材

NQSO（N）（S）G-□□-30L

NQSO（N）（S）G-□□-30R

NQSO（N）（S）G-□□-60L

NQSO（N）（S）G-□□-60R

NQSO（N）（S）G-□□-60S

NQSO（N）（S）G-□□-90L

NQSO（N）（S）G-□□-90R

NQSO（N）（S）G-□□-90S

NQSO（N）（S）G-□□-12L

NQSO（N）（S）G-□□-12R

NQSO（N）（S）G-□□-12C

－

1

－

1

－

－

1

－

－

－

1

1

－

1

－

－

1

－

－

1

－

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

1

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

1

－

■折りたたみ戸障子セット（ガラス組み込み）
梱包記号

NQSO-□□-○○☆
NQSON-□□-○○☆
NQSOS-□□-○○☆
NQSONS-□□-○○☆

中桟なし
中桟あり
中桟なし、外錠付
中桟あり、外錠付

■折りたたみ戸障子セット

単板障子R 連結金具セット単板障子L 単板障子S、C

WB4863WB4862

□：呼称H （22、24） 
○：呼称W （30、60、90、12） 
☆：左右勝手 （L、R、S、C） 

梱包記号

NQSOG-□□-○○☆
NQSONG-□□-○○☆
NQSOSG-□□-○○☆
NQSONSG-□□-○○☆
NQSONK-□□-○○☆
NQSONSK-□□-○○☆

中桟なし
中桟あり
中桟なし、外錠付
中桟あり、外錠付
中桟上のみガラス
中桟上のみガラス、外錠付

■折りたたみ戸障子セット（ガラス組み込み）

□：呼称H （22、24） 
○：呼称W （30、60、90、12） 
☆：左右勝手 （L、R、S、C） 

梱
包
内
容
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DE7566 DE7567

GB6606 GB2533WD5859

DE7568 DE7573 DE7811 DE7812B DE7813 GB6589GB6588

上枠 上枠目板 下枠 横胴縁 腰パネルたて枠A 腰パネルたて枠B 腰パネルたて枠D 上枠シーラー 下枠シーラー

■腰パネル枠セット　サイディングパネル用
同梱部材 同梱部品

NQWKSP-30

NQWKSP-60

NQWKSP-90

NQWKSP-12

1
2
3
4

2
4
6
8

1
2
3
4

RL各1
RL各2
RL各3
RL各4

3
6
9
12

̶
RL各1
RL各2
RL各3

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

RL各1
RL各2
RL各3
RL各4

梱包記号

目板受け ドリリングねじなべ
4×10×8

バックアップ材
（2mm）

クッション材
（10mm）

タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじなべ
4×19×8

小ねじトラス
4×10×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

同梱部品

NQWKSP-30

NQWKSP-60

NQWKSP-90

NQWKSP-12

4
8

12
16

9 (8)
18 (16)
26 (24)
35 (32)

3
6
9
12

4 (3)
7 (6)
10 (9)
13 (12)

4
8
12
16

15 (14)
31 (28)
46 (42)
62 (56)

11 (10)
24 (22)
37 (34)
51 (46)

7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)

梱包記号

DE7566 DE7567

GB6606 GB2533 WD5859

DE7568 DE7811 DE7812B DE7813 GB6589GB6588

上枠 上枠目板 下枠 腰パネルたて枠A 腰パネルたて枠B 腰パネルたて枠D 上枠シーラー 下枠シーラー

■腰パネル枠セット　アルミパネル用
同梱部材 同梱部品

NQWKAP-30

NQWKAP-60

NQWKAP-90

NQWKAP-12

1
2
3
4

2
4
6
8

1
2
3
4

RL各1
RL各2
RL各3
RL各4

̶
RL各1
RL各2
RL各3

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

RL各1
RL各2
RL各3
RL各4

梱包記号

目板受け ドリリングねじなべ
4×10×8

バックアップ材
（2mm）

クッション材
（10mm）

タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじなべ
4×19×8

小ねじトラス
4×10×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

同梱部品

NQWKAP-30

NQWKAP-60

NQWKAP-90

NQWKAP-12

4
8

12
16

9 (8)
18 (16)
26 (24)
35 (32)

2
4
6
8

4 (3)
7 (6)
10 (9)
13 (12)

3
6
9
12

9 (8)
18 (16)
26 (24)
35 (32)

9 (8)
18 (16)
26 (24)
35 (32)

7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)

梱包記号

DE7566 DE7567

GB6606 WD5347WD5859

DE7568 DE7573 DE7814 DE7815 DE7571 GB6589GB6588

上枠 上枠目板 下枠 横胴縁 腰パネルたて枠E 腰パネルたて枠F 腰パネルたて枠C 上枠シーラー 下枠シーラー

■腰パネル枠セット　下地ボード用
同梱部材 同梱部品

NQWKSB-30

NQWKSB-60

NQWKSB-90

NQWKSB-12

1
2
3
4

2
4
6
8

1
2
3
4

RL各1
RL各2
RL各3
RL各4

3
6
9
12

̶
RL各1
RL各2
RL各3

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

2
2
2
2

RL各1
RL各2
RL各3
RL各4

梱包記号

目板受け ドリリングねじなべ
4×10×8

バックアップ材
（2mm）

バックアップ材
（φ6）

タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじなべ
4×19×8

小ねじトラス
4×10×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

同梱部品

NQWKSB-30

NQWKSB-60

NQWKSB-90

NQWKSB-12

4
8

12
16

9 (8)
18 (16)
26 (24)
35 (32)

3
6
9
12

4 (3)
7 (6)
10 (9)
13 (12)

1
1
1
1

15 (14)
31 (28)
46 (42)
62 (56)

11 (10)
24 (22)
37 (34)
51 (46)

7 (6)
7 (6)
7 (6)
7 (6)

梱包記号

梱
包
内
容
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DE7888 DE7889 GA5487 GS1169

アルミパネルA アルミパネルB タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじなべ
4×10×8

タイト材 クッション材

■アルミ形材腰パネルセット
同梱部材 同梱部品

NQAP-K 4 4 18（16） 313（12） 4

梱包記号

DE7566 DE7567

GB6606 GB2533WD5859

DE7568 DE7573 DE7811 GB6589GB6588

上枠 上枠目板 下枠 横胴縁 腰パネルたて枠A 上枠シーラー 下枠シーラー

■袖パネル枠セット　サイディングパネル用
同梱部材 同梱部品

NQWSSP-□□-30 1 2 1 RL各16 RL各1 RL各1

梱包記号

目板受け バックアップ材
（2mm）

クッション材
（10mm）

タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

同梱部品

NQWSSP-□□-30 4 39 (8) 4 (3)9 22 (20) 26 (24)

梱包記号

ドリリングねじなべ
4×10×8

DE7566 DE7567

GB6606 WD5859

DE7568 DE7573 DE7814 GB6589GB6588

上枠 上枠目板 下枠 横胴縁 腰パネルたて枠E 上枠シーラー 下枠シーラー

■袖パネル枠セット　下地ボード用
同梱部材 同梱部品

NQWSSB-□□-30 1 2 1 RL各16 RL各1 RL各1

梱包記号

目板受け バックアップ材
（2mm）

クッション材
（φ6）

タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

同梱部品

NQWSSB-□□-30 4 39 (8) 4 (3)1 22 (20) 26 (24)

梱包記号

ドリリングねじなべ
4×10×8

WD5347

DE2099 DE7802 DE4459 DE2093 YW0882 ZM0460 DE7630 GB67323K2392

上枠 無目 たて枠 パネル受け 押縁 たて骨 方立 後付けビード 方立取付金具

■FIX枠セット　腰パネル用
同梱部材 同梱部品

NQWKF-22-30N

NQWKF-24-30N

NQWKF-22-60N

NQWKF-24-60N

1
1
1
1

1
1
1
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1

2
2
2
2

2
2
4
4

̶
̶
1
1

̶
̶
1
1

̶
̶
1
1

梱包記号

DE2093 YW0882 GA7458 GA7286

タッピン3種トラス
5×12×10

小ねじなべ
5×6×9

タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじなべ
4×16×7

小ねじトラス
4×7×8

たて骨取付金具（無目用） たて骨取付金具 タッピン3種トラス
4×12×8

同梱部品

NQWKF-22-30N

NQWKF-24-30N

NQWKF-22-60N

NQWKF-24-60N

̶
̶

7 (6)
7 (6)

̶
̶
2
2

9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)

̶
̶

7 (6)
7 (6)

26 (24)
31 (28)
35 (32)
40 (36)

9 (8)
9 (8)
9 (8)
9 (8)

̶
̶
1
1

̶
̶
1
1

梱包記号

1
1

ガラス

GB7287

■FIX枠用　ガラスセット　腰パネル
梱包記号 同梱部品

NQGKF-□□-30

NQGKF-□□-60

梱
包
内
容
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ドリリングねじなべ
4×13×8

L＝5500

■フラットバー
梱包記号 同梱部材

KZF-046-2 2

■ドリリングねじなべ
梱包記号 同梱部品

KB-N-6 50

GB6598-3

■下地ボード　腰パネル用
梱包記号 同梱部品

NQSB-08-1N 1
NQSB-08-2N 2

ボード受け台座

■下地ボード取付部品
梱包記号 同梱部品

NQTB-SB-08

NQTB-SB-S

3
3

スペーサー

GB6593 GB6599
9
18

ドリリングねじなべ
4×10×8

3
3

ドリリングねじ皿
4×30×7

10 (9)
20 (18)

GB6598-4 GB6598-5

■下地ボード　袖パネル用
梱包記号 同梱部品

NQSB-22-1N

NQSB-24-1N

1
̶

̶
1

ZM0412 DE7565 DE7896 DE4459 ZM0456 ZM0457 DE7630 GB6732WB2544

上枠 無目 無目補強 たて枠 左たて枠（引違い）右たて枠（引違い） 方立 クレセントストッパー 方立取付金具

■引違い窓枠セット　腰パネル用
同梱部材 同梱部品

NQWKH-22-30N

NQWKH-24-30N

NQWKH-22-60N

NQWKH-24-60N

NQWKH-22-90N

NQWKH-24-90N

NQWKH-22-12N

NQWKH-24-12N

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
1
1

1
1
1
1
2
2
2
2

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1
̶
̶
̶
̶

̶
̶
1
1
2
2
3
3

̶
̶
2
2
4
4
6
6

梱包記号

タッピン3種トラス
5×12×10

小ねじなべ
5×6×9

タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじ皿
4×16×7

小ねじ皿
4×8×7

タッピン3種トラス
4×12×8

同梱部品

NQWKH-22-30N

NQWKH-24-30N

NQWKH-22-60N

NQWKH-24-60N

NQWKH-22-90N

NQWKH-24-90N

NQWKH-22-12N

NQWKH-24-12N

̶
̶

7 (6)
7 (6)

13 (12)
13 (12)
20 (18)
20 (18)

̶
̶
2
2
4
4
6
6

11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)

26 (24)
31 (28)
31 (28)
35 (32)
35 (32)
40 (36)
40 (36)
44 (40)

18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)

̶
̶
̶
̶
̶
̶

3 (2)
3 (2)

梱包記号

GB6595

GB6596

GB6594 GB6599
GB6597 GB7075

留付金具

■サイディングパネル
梱包記号 同梱部品

NQSP-1N 1
NQSP-2N 2

■サイディングパネル　腰パネル用
梱包記号 同梱部品

NQSP-K-1N 1
NQSP-K-2N 2

■サイディング取付部品
梱包記号 同梱部品

NQTB-SP-08

NQTB-SP-22

NQTB-SP-24

6
15
18

ドリリングねじなべ
4×10×8

7 (6)
17 (15)
20 (18)

■サイディングパネル　袖パネル用
梱包記号 同梱部品

NQSP-S22-1

NQSP-S22-2

NQSP-S24-1

NQSP-S24-2

1
2
̶
̶

̶
̶
1
2

スペーサー

3
3
3

4 (3)
4 (3)
4 (3)

ドリリングねじ皿
4×30×7

梱
包
内
容
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十字穴付六角ボルト
（セムス）
M4×12

オールアンカー
M6×60
ES0325

HEXねじ
6×70
ES0326

平座金
（大型丸）
呼び6

六角ボルト
（セムス）
M5×12

スペーサー
（L=300）
GS1040

コーチねじ
6×100

平座金
（大型丸）
呼び6

同梱部品
■非木造納まり用部品箱（RC構造用）

BTB－B11 10
梱包記号

形状・名称

同梱部品
■サイディング納まり用部品箱（通気工法納まり用）

BTB－B13 3
梱包記号

形状・名称

同梱部品
■ボルトセット

BTB－V14 50
梱包記号

形状・名称 同梱部品
■六角ボルトセット

BTB－V15 50
梱包記号

形状・名称

同梱部品
■非木造納まり用部品箱（軽量鉄骨構造用）

BTB－B12 10 10
梱包記号

形状・名称

同梱部品
■コーチねじセット

BTB－B14 10 10
梱包記号

形状・名称

ドリリングねじなべ
4×13×8

L＝5500

■フラットバー
梱包記号 同梱部材

KZF-046-2 2

■ドリリングねじなべ
梱包記号 同梱部品

KB-N-6 50

GB6598-3

■下地ボード　腰パネル用
梱包記号 同梱部品

NQSB-08-1N 1
NQSB-08-2N 2

ボード受け台座

■下地ボード取付部品
梱包記号 同梱部品

NQTB-SB-08

NQTB-SB-S

3
3

スペーサー

GB6593 GB6599
9

18

ドリリングねじなべ
4×10×8

3
3

ドリリングねじ皿
4×30×7

10 (9)
20 (18)

GB6598-4 GB6598-5

■下地ボード　袖パネル用
梱包記号 同梱部品

NQSB-22-1N

NQSB-24-1N

1
̶

̶
1

ZM0412 DE7565 DE7896 DE4459 ZM0456 ZM0457 DE7630 GB6732WB2544

上枠 無目 無目補強 たて枠 左たて枠（引違い）右たて枠（引違い） 方立 クレセントストッパー 方立取付金具

■引違い窓枠セット　腰パネル用
同梱部材 同梱部品

NQWKH-22-30N

NQWKH-24-30N

NQWKH-22-60N

NQWKH-24-60N

NQWKH-22-90N

NQWKH-24-90N

NQWKH-22-12N

NQWKH-24-12N

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

̶
̶
̶
̶
̶
̶
1
1

1
1
1
1
2
2
2
2

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1

RL各1
RL各1
RL各1
RL各1

1
1
1
1
̶
̶
̶
̶

̶
̶
1
1
2
2
3
3

̶
̶
2
2
4
4
6
6

梱包記号

タッピン3種トラス
5×12×10

小ねじなべ
5×6×9

タッピン2種なべ
4×25×7G5

ドリリングねじ皿
4×16×7

小ねじ皿
4×8×7

タッピン3種トラス
4×12×8

同梱部品

NQWKH-22-30N

NQWKH-24-30N

NQWKH-22-60N

NQWKH-24-60N

NQWKH-22-90N

NQWKH-24-90N

NQWKH-22-12N

NQWKH-24-12N

̶
̶

7 (6)
7 (6)

13 (12)
13 (12)
20 (18)
20 (18)

̶
̶
2
2
4
4
6
6

11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)
11 (10)

26 (24)
31 (28)
31 (28)
35 (32)
35 (32)
40 (36)
40 (36)
44 (40)

18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)
18 (16)

̶
̶
̶
̶
̶
̶

3 (2)
3 (2)

梱包記号

GB6595

GB6596

GB6594 GB6599
GB6597 GB7075

留付金具

■サイディングパネル
梱包記号 同梱部品

NQSP-1N 1
NQSP-2N 2

■サイディングパネル　腰パネル用
梱包記号 同梱部品

NQSP-K-1N 1
NQSP-K-2N 2

■サイディング取付部品
梱包記号 同梱部品

NQTB-SP-08

NQTB-SP-22

NQTB-SP-24

6
15
18

ドリリングねじなべ
4×10×8

7 (6)
17 (15)
20 (18)

■サイディングパネル　袖パネル用
梱包記号 同梱部品

NQSP-S22-1

NQSP-S22-2

NQSP-S24-1

NQSP-S24-2

1
2
̶
̶

̶
̶
1
2

スペーサー

3
3
3

4 (3)
4 (3)
4 (3)

ドリリングねじ皿
4×30×7

梱
包
内
容
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柱の位置出し・基礎穴を掘る

間口・出幅方向の基礎穴位置

間口60の場合

①柱・束の基礎穴位置は下記のとおりです。
②連結の場合は下記の基礎穴位置を組み合わせて位置出ししてください。

躯体側

躯体側

躯体側

間口90の場合

間口12の場合

柱用基礎穴位置を表しています。

束柱用基礎穴位置を表しています。

60

50

30

40

D出幅

連結の場合は連結柱用の
基礎穴となります。

束柱用基礎穴

柱用基礎穴

1843

1543

 943

1243

274390

基礎穴となります。
連結の場合は連結柱用の

基礎穴となります。
連結の場合は連結柱用の

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

Ｄ＝90の
場合のみ必要です。

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

Ｄ＝90の
場合のみ必要です。

Ｄ＝90の
場合のみ必要です。

Ｄ＝90の
場合のみ必要です。

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

D
D

D

□550

70×70

40×40

□300

30
0

15
0

13
57

.5

13
57

.5

13
57

.5

13
57

.5

13
57

.5

13
57

.5
13

57
.5

13
57

.5

1000

L=1818〈60〉

13
57

.5

1000

909
1000

909
1000

L=2727〈90〉

1363.51363.5

1818 1818

L=3636〈12〉

■基礎穴寸法参考図

柱
の
位
置
出
し
・
基
礎
穴
を
掘
る
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屋根側面たて枠

腕木

躯体方立補助

躯体方立

戸袋枠

戸袋方立

妻垂木

戸袋

戸袋枠

戸袋枠

妻垂木

戸袋下枠

■A矢視図

■A矢視図

お

う

い

え

躯体方立補助

腕木

躯体方立補助 戸袋方立

D（連結部）

J

J

桁

妻垂木

C（連結部）

B・E

垂木掛け

A

M

L
K

躯体方立

腕木

A

F

A・G

あ

D（連結部）

妻垂木

C（連結部）

垂木掛け

A・G

あ

桁

H

I

シーリングについて
雨もり防止のため、必ず下記部分にはシーリングによる防水処理を行ってください。

標準

戸袋付

木調柱カバー 柱

妻桁

妻桁

前桁

前桁

柱

B・E

木調柱カバー

柱の位置出し・基礎穴を掘る

間口・出幅方向の基礎穴位置

間口60の場合

①柱・束の基礎穴位置は下記のとおりです。
②連結の場合は下記の基礎穴位置を組み合わせて位置出ししてください。

躯体側

躯体側

躯体側

間口90の場合

間口12の場合

柱用基礎穴位置を表しています。

束柱用基礎穴位置を表しています。

60

50

30

40

D出幅

連結の場合は連結柱用の
基礎穴となります。

束柱用基礎穴

柱用基礎穴

1843

1543

 943

1243

274390

基礎穴となります。
連結の場合は連結柱用の

基礎穴となります。
連結の場合は連結柱用の

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

Ｄ＝90の
場合のみ必要です。

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

Ｄ＝90の
場合のみ必要です。

Ｄ＝90の
場合のみ必要です。

Ｄ＝90の
場合のみ必要です。

場合のみ必要です。
Ｄ＝90の

D
D

D

□550

70×70

40×40

□300

30
0

15
0

13
57

.5

13
57

.5

13
57

.5

13
57

.5

13
57

.5

13
57

.5
13

57
.5

13
57

.5

1000

L=1818〈60〉

13
57

.5

1000

909
1000

909
1000

L=2727〈90〉

1363.51363.5

1818 1818

L=3636〈12〉

■基礎穴寸法参考図

シ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
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桁

腕木

妻垂木

パッキン
桁

妻垂木

パッキン

桁（単体用）

パネル押え

桁（連結用）

垂木掛け（単体用）

垂木掛け（連結用）

■下記に指示する箇所　　　をシーリングしてください。 

パネル押え

桁

A部 垂木掛けキャップ取付け部、木調妻垂木カバーと垂木掛けキャップのすき間

桁

柱

腕木

雨もり防止のため、必ず下記部分にはシーリングによる防水処理を行ってください。

B部 パッキンの上面

C部 桁連結部

垂木掛け連結部D部 桁と腕木の当接面E部

この部分に排水用の穴加工が施されています。

シーリングで塞がないでください。

垂木掛け

垂木掛けキャップ

妻垂木

木調妻垂木カバー

垂木掛けキャップ
垂木掛け

木調妻垂木カバー

腕木

躯体方立補助

躯体方立

躯体方立と腕木の当接面F部

シ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
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押縁

屋根側面たて枠

躯体方立

垂木掛け

戸袋枠戸袋パネル戸袋枠
押縁

戸袋方立

屋根側面たて枠

柱カバーキャップ

木調柱カバー

躯体方立補助

躯体方立

妻垂木

屋根側面たて枠 躯体方立

垂木掛け

戸袋方立

腕木

屋根側面たて枠

妻垂木（戸袋側）

戸袋方立

戸袋枠

■下記に指示する箇所　　　をシーリングしてください。 

雨もり防止のため、必ず下記部分にはシーリングによる防水処理を行ってください。

戸袋方立と屋根側面たて枠上部
（戸袋付のみ）

I 部屋根側面躯体側上部G部

垂木掛けの取付け部あ部 躯体方立の取付け部う部

木調柱カバー上の柱カバー
キャップ部シーリング

J部戸袋方立と屋根側面たて枠の取付け部・躯体方立と戸袋枠の取付け部・
戸袋枠と戸袋パネルのすき間・戸袋枠の取付け部（戸袋付のみ）

え・お部

躯体方立の取付け部・躯体方立と
屋根側面たて枠の取付け部

い部

戸袋方立と腕木の当接面（戸袋付のみ）H部

外　部

外

　部

外

　部

柱

躯体方立と妻桁の当接面K部 妻桁と戸袋方立の当接面
（戸袋付のみ）

L部 柱と妻桁の当接面Ｍ部

妻桁

躯体方立

妻桁

戸袋方立

妻桁

柱

桁

腕木

妻垂木

パッキン
桁

妻垂木

パッキン

桁（単体用）

パネル押え

桁（連結用）

垂木掛け（単体用）

垂木掛け（連結用）

■下記に指示する箇所　　　をシーリングしてください。 

パネル押え

桁

A部 垂木掛けキャップ取付け部、木調妻垂木カバーと垂木掛けキャップのすき間

桁

柱

腕木

雨もり防止のため、必ず下記部分にはシーリングによる防水処理を行ってください。

B部 パッキンの上面

C部 桁連結部

垂木掛け連結部D部 桁と腕木の当接面E部

この部分に排水用の穴加工が施されています。

シーリングで塞がないでください。

垂木掛け

垂木掛けキャップ

妻垂木

木調妻垂木カバー

垂木掛けキャップ
垂木掛け

木調妻垂木カバー

腕木

躯体方立補助

躯体方立

躯体方立と腕木の当接面F部

シ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
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桁・腕木・無目 柱・方立

上枠

たて枠

桁

柱

方立 方立

柱

腕木

柱
たて骨

Ｆ ＦＦ

正面・側面ユニット部
上枠全長+たて枠の上端から100mmの部分

Ｆ

前桁

前桁

妻桁

妻桁

束柱

（
10
0m
m
）

（
10
0m
m
）

束柱

開口ユニット部

■下記に指示する箇所　　　をシーリングしてください。 

雨もり防止のため、必ず下記部分にはシーリングによる防水処理を行ってください。

外　部

外

　部

正面姿図 側面姿図

桁

柱 柱

腕木

Ｆ

FIX窓or引違い窓

■腰パネル納まり、袖パネル納まり

方立 方立

無目

腰パネル腰パネル

柱

方立

袖パネル腰パネル

袖パネル

方立（腰用）

袖パネル

※腰パネル納まり、袖パネル納まりの　　　　部は、パネルの種類により、シーリング方法が異なりますので、
　詳細なシーリングは、  （P116～）、 （P136～）を参照してください。腰パネルの取り付け8 袖パネルの取り付け9

A部（方立上部）詳細

方立

たて枠

たて枠

桁・腕木・無目

上枠

上枠

方立の小口部分

たて枠上部のすき間を
シーリングで埋めてください。

AA

AA AA

AA

AA

AA

シ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
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桁・腕木・無目 柱・方立

上枠

たて枠

桁

柱

方立 方立

柱

腕木

柱
たて骨

Ｆ ＦＦ

正面・側面ユニット部
上枠全長+たて枠の上端から100mmの部分

Ｆ

前桁

前桁

妻桁

妻桁

束柱

（
10
0m
m
）

（
10
0m
m
）

束柱

開口ユニット部

■下記に指示する箇所　　　をシーリングしてください。 

雨もり防止のため、必ず下記部分にはシーリングによる防水処理を行ってください。

外　部

外

　部

正面姿図 側面姿図

桁

柱 柱

腕木

Ｆ

FIX窓or引違い窓

■腰パネル納まり、袖パネル納まり

方立 方立

無目

腰パネル腰パネル

柱

方立

袖パネル腰パネル

袖パネル

方立（腰用）

袖パネル

※腰パネル納まり、袖パネル納まりの　　　　部は、パネルの種類により、シーリング方法が異なりますので、
　詳細なシーリングは、  （P116～）、 （P136～）を参照してください。腰パネルの取り付け8 袖パネルの取り付け9

A部（方立上部）詳細

方立

たて枠

たて枠

桁・腕木・無目

上枠

上枠

方立の小口部分

たて枠上部のすき間を
シーリングで埋めてください。

AA

AA AA

AA

AA

AA

①取り付け面に対し、枠の角部から後付けビードを押し込んでください。

②後付けビードの中心部（たるませた箇所）を数箇所押し込んでください。

③残りの箇所を広げるように押し込んでください。

　枠に後付けビードを押し込み取り付けてください。

後付けビード

後付けビードの取り付けについて

後付けビードの中心部をたるませてください

パネル（ガラス）

枠

枠

※枠の角部への後付けビードの取り付けは、後付け
ビードにカッターなどで切り込みをいれ、折り曲げ
るときれいに取り付けできます。

後付けビード

後付けビード

後
付
け
ビ
ー
ド
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
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根太掛けの取り付け1

1.本体の組み立て

施工手順

●柱および土台などの躯体構造体の位置に合わせて、根太掛けにφ7の穴をあけてください。
●外壁に根太掛け取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけてください。
  穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入してください。
●根太掛けをコーチねじで止めてください。

単体の場合

●柱および土台などの躯体構造体の位置に合わせ
  て、根太掛けにφ7の穴をあけてください。
●外壁に根太掛け取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけ
  てください。穴あけ後、雨水がしみ込まないよ
  うにシーリング材を注入してください。
●根太掛けをコーチねじで止めてください。
●連結根太取付金具を連結用根太掛けと共に、
  コーチねじで止めてください。

連結の場合

根太掛け

A
＝
55
3

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
85
3）

54
8

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
84
8）

44
.5

50
32
.5

15

A
＝
55
3

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
85
3）

Ａ矢視図 A
＝
55
3

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
85
3）コーチねじ（セムス）6×70

コーチねじ（セムス）6×70

根太掛け

70

穴あけ後、シーリング材注入
φ4.5～φ5

水平器で根太掛けの水平を確認してください。

根太掛け

連結用根太掛け

連結根太取付金具を共締めしてください。

φ７現地穴あけ
両端部以外は、根太掛けに穴をあけてください。

連結根太取付金具

500以下

17

32
.5

65

5

ＦＬ面

根太掛け端部 根太掛け端部70

根太掛け
連結用根太掛け

根太掛け

連結根太取付金具

A

A
＝
55
3

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
85
3）

コーチねじ（セムス）6×70

水平器で根太掛けの水平を確認してください。

穴あけ後、シーリング材注入
φ4.5～φ5

根太掛け

両端部以外は、根太掛けに穴をあけてください。

φ7現地穴あけ

500以下

8

※通気工法・RC構造・軽量鉄骨構造の場合の根太掛けの固定方法はP.46を参照してください。

施
工
手
順
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躯体方立の取り付け2

躯体方立（外観右用）

躯体方立（外観左用）

根太掛け

ＧＬ

垂木掛け

〔躯体取り付け部材正面図〕
  ※h、h2、A、B 寸法は、「P2～3」を参照してください。

戸袋部材の取り付け28戸袋方立を取り付ける場合は、　　　　　　　  を参照してください。

Ｗ（躯体方立取り付け位置）35.5 35.5

h

58
10

5

BA

70.570.5 4.54.5

97
.5

65
.5

40 40

3636

1818

2727

＜単体の場合＞

呼称間口

12

90

60

＜連結の場合＞

Ｗ

90＋90

60＋90

呼称間口

5454

4545

Ｗ

12＋12 7272

545460＋12

腕木取付金具

※腕木取付金具には、左右の
　区別があります。

形　材 部　品

妻桁取付金具

穴が 3 つあいています

前桁取付金具

穴が 2 つあいています

妻

桁

前

桁

※妻桁取付金具と前桁取付金具
　には区別があります。

※通気工法・RC構造・軽量鉄骨構造の場合の躯体方立の固定方法は、P46を参照してください。

h2

h2

妻桁取付金具

躯体方立

Ａ矢視図

位置出し金具

根太掛け

躯体方立連結金具

（外観左用）
躯体方立（上）

躯体方立（下）
（外観左用）

タッピンねじ 3 種トラス
5×12×10

位置出し金具

5×12×10
タッピンねじ 3 種トラス

躯体方立（外観左用）

腕木取付金具

4×12×8
タッピンねじ 3 種トラス

妻桁取付金具

六角ボルトＭ8×16
平座金　呼び 8

裏板

A

内外

W

GL

根太掛け上面

h
B

A
10

5
58

躯体方立
コーチねじ（セムス）6×70

垂直を確認してください。

妻桁取付金具

根太掛け

水平器で躯体方立の

躯体方立の外周
シ－リング

躯体方立（外観右用） 穴あけ後、
シーリング材注入

φ4.5～φ5（外観左用）

・躯体方立連結金具を躯体方立（下）に
　差込み、ねじ止めしてください。
・躯体方立（上）を躯体方立連結金具に
　差し込んでください。
・躯体方立に腕木取付金具、位置出し
　金具、妻桁取付金具を 取り付けてく
　ださい。

●外壁に躯体方立取り付け穴（φ4.5～φ5）を
  あけてください。
  穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシー
  リング材を注入してください。
●躯体方立をコーチねじで柱・間柱に止めて
  ください（位置出し金具を、根太掛けにの
  せて位置決めしてください）

単体の場合 連結の場合

外

　部

内

　部

根太掛けの取り付け1

1.本体の組み立て

施工手順

●柱および土台などの躯体構造体の位置に合わせて、根太掛けにφ7の穴をあけてください。
●外壁に根太掛け取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけてください。
  穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入してください。
●根太掛けをコーチねじで止めてください。

単体の場合

●柱および土台などの躯体構造体の位置に合わせ
  て、根太掛けにφ7の穴をあけてください。
●外壁に根太掛け取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけ
  てください。穴あけ後、雨水がしみ込まないよ
  うにシーリング材を注入してください。
●根太掛けをコーチねじで止めてください。
●連結根太取付金具を連結用根太掛けと共に、
  コーチねじで止めてください。

連結の場合

根太掛け

A
＝
55
3

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
85
3）

54
8

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
84
8）

44
.5

50
32
.5

15

A
＝
55
3

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
85
3）

Ａ矢視図 A
＝
55
3

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
85
3）コーチねじ（セムス）6×70

コーチねじ（セムス）6×70

根太掛け

70

穴あけ後、シーリング材注入
φ4.5～φ5

水平器で根太掛けの水平を確認してください。

根太掛け

連結用根太掛け

連結根太取付金具を共締めしてください。

φ７現地穴あけ
両端部以外は、根太掛けに穴をあけてください。

連結根太取付金具

500以下

17

32
.5

65

5

ＦＬ面

根太掛け端部 根太掛け端部70

根太掛け
連結用根太掛け

根太掛け

連結根太取付金具

A

A
＝
55
3

（
ロ
ン
グ
の
場
合
は
85
3）

コーチねじ（セムス）6×70

水平器で根太掛けの水平を確認してください。

穴あけ後、シーリング材注入
φ4.5～φ5

根太掛け

両端部以外は、根太掛けに穴をあけてください。

φ7現地穴あけ

500以下

8

※通気工法・RC構造・軽量鉄骨構造の場合の根太掛けの固定方法はP.46を参照してください。

施
工
手
順
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垂木掛けの取り付け3

コーチねじは必要以上に強く締めすぎない
でください。
部材変形の原因となります。

●柱・間柱の位置に合わせて、垂木掛けにφ7 の穴をあけてください。
●外壁に垂木掛け取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけてください。
  垂木掛けの取り付け位置を下表で確認し、穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入してください。
●垂木掛けをコーチねじで柱・間柱に止めてください。

●垂木掛けの取り
付け位置は右図

  を参照してくだ
  さい。

単体の場合

水平器で垂木掛けの水平を確認してください。

両端部以外は、垂木掛けに穴をあけてください。
間柱の位置を確認し、取り付けてください。

垂木掛け

全長シ－リング

穴あけ後、シーリング材注入

φ4.5～φ5

φ７現地穴あけ

コーチねじ（セムス）6×70

間柱間隔：450～500

※水切り（オプション）を使用する場合は、水切りセット
  （TEMZ-＊＊）に同梱の施工要領書（OD-A64）を参照し
　てください。

3000 タイプ
呼称出幅

30 2205
2405
2205
2405
2205
2405
2205
2405
2205
2405

60

50

40

90

D

943

1843

1543

1243

2743

2393.2
2593.2
2430
2630
2467
2667
2503.7
2703.7
2659.2
2859.2

2335.2 
2535.2 
2372 
2572 
2409
2609
2445.7 
2645.7 
2601.2 
2801.2 

2438.2
2638.2
2475
2675
2512
2712
2548.7
2748.7
 ー
 ー

2380.2 
2580.2 
2417 
2617 
2454
2654
2490.7 
2690.7 
 ー
 ー 

600 タイプ

ｈ ｈ2 ｈ ｈ2

1500 タイプ

2438.2
2638.2
2475
2675
2512
2712
2548.7
2748.7
2659.2
2859.2

2380.2 
2580.2 
2417 
2617 
2454
2654
2490.7 
2690.7 
2601.2 
2801.2 

ｈ ｈ2

40

4.570.5

垂木掛け

躯体方立

外

H

A（
G

L～
根

太
掛

け
上

面
）

h2
（

根
太

掛
け

上
面

～
垂

木
掛

け
下

面
）

58

B（
G

L～
前

桁
、妻

桁
上

面
）

h（
前

桁
、妻

桁
上

面
～

垂
木

掛
け

下
面

）

10
5

GL

前桁、妻桁ライン

根太掛け

躯体方立

（通気工法・RC構造・軽量鉄骨構造の場合は、P.46を参照）

28
.5

（
64

.3
）

施
工
手
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垂木掛け（単体用）にφ5の穴をあけてください。

柱・間柱の位置に合わせて、垂木掛けにφ7の穴をあけてください。
垂木掛けの取り付け位置を確認し（前頁参照）外壁に垂木掛け取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけてください。
穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入してください。
垂木掛けをコーチねじで柱・間柱に止めてください。
垂木掛け（単体用・連結用）の突合せ部上面にシーリングしてください。

垂木掛け
（単体用）

φ5現地穴あけ

φ5現地穴あけ

（単体用）
垂木掛け

■現地穴加工寸法図

20 7.5

7.
5

20

連結の場合

垂木掛けの突合せ部にすき間
がないように施工してください。
雨水浸入の原因となります。

垂木掛けの突合せ上面

シーリング

全長シーリング

φ4.5～φ5
穴あけ後、シーリング材注入

連結用の垂木掛けにφ7現地穴あけ

水平器等で垂木掛けの水平を確認してください。

間柱の位置を確認し、取り付けてください。
突合せ部の端部側は突合せ部
近辺に穴あけしてください。

コーチねじ（セムス）6×70

単体用の垂木掛けにφ７現地穴あけ

間柱の位置を確認し、取り付けてください。
両端部以外は、垂木掛けに穴をあけてください。

突合せ部

間柱間隔：450～500

垂木掛け

（単体用）

垂木掛け
（連結用）

（ （

垂木掛けの取り付け3

コーチねじは必要以上に強く締めすぎない
でください。
部材変形の原因となります。

●柱・間柱の位置に合わせて、垂木掛けにφ7 の穴をあけてください。
●外壁に垂木掛け取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけてください。
  垂木掛けの取り付け位置を下表で確認し、穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入してください。
●垂木掛けをコーチねじで柱・間柱に止めてください。

●垂木掛けの取り
付け位置は右図

  を参照してくだ
  さい。

単体の場合

水平器で垂木掛けの水平を確認してください。

両端部以外は、垂木掛けに穴をあけてください。
間柱の位置を確認し、取り付けてください。

垂木掛け

全長シ－リング

穴あけ後、シーリング材注入

φ4.5～φ5

φ７現地穴あけ

コーチねじ（セムス）6×70

間柱間隔：450～500

※水切り（オプション）を使用する場合は、水切りセット
  （TEMZ-＊＊）に同梱の施工要領書（OD-A64）を参照し
　てください。

3000 タイプ
呼称出幅

30 2205
2405
2205
2405
2205
2405
2205
2405
2205
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60

50

40
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D
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1500 タイプ
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垂木掛け

躯体方立
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GL

前桁、妻桁ライン

根太掛け

躯体方立

（通気工法・RC構造・軽量鉄骨構造の場合は、P.46を参照）
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垂木掛けの取り付け（通気工法・RC構造・軽量鉄骨構造の場合）3

　施工前に外壁厚（通気層含む）を確認してください。
※対応外壁厚（通気層）は25～50mmです。
　柱・間柱の位置に合わせて、垂木掛けにφ7の穴をあけてください。
　サイディング・下地に垂木掛け取り付け穴の下穴（φ4.5～φ5）をあけた後、サイディングのみφ25の穴を
　あけてください。
　サイディングにあけた穴にスペーサーを差し込んでください（スペーサーは外壁厚にあわせて切断し、
　使用してください）。
　雨水がしみ込まないようにスペーサー周辺や下穴部をシーリングしてください。
　垂木掛けをコーチねじで柱・間柱に止めてください。
　垂木掛け上部をシーリングしてください。

※垂木掛けを例に説明してあります。躯体方立、根太掛けの固定方法も同様です。

間柱の位置を確認し、取り付けてください。
両端部以外は、垂木掛けに穴をあけてください。

φ7現地穴あけ

φ4.5～φ5

穴あけ後、シーリング材注入

水平器で垂木掛けの水平を確認してください。

全長シーリング

垂木掛け

コーチねじ　6×100

平座金（大型丸）
呼び 6

通気工法の場合

ＲＣ構造の場合

軽量鉄骨構造の場合

間柱
間隔
：4
50～
500

スペーサー

シーリング材

　前項φ7間隔に合わせて、垂木掛けにφ7の穴をあけてください。
　外壁に垂木掛け取り付け穴φ6.4を46mm程度あけてください。
　（アンカー埋め込み深さ＋アンカー外径分）
　下穴が浅すぎると芯棒の折れ、曲がりの原因になります。
　穴内の切粉を除去してください。
　垂木掛けをオールアンカーで固定してください。
　垂木掛け上部をシーリングしてください。

　施工前に鉄骨の板厚が2.3mm以上あることを確認してください。
　下地材の位置に合わせて、垂木掛けにφ7の穴をあけてください。
　躯体に垂木掛け取り付け穴（φ5.5程度）をあけてください。
　穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入してください。
　垂木掛けをＨＥＸねじで固定してください。
　垂木掛け上部をシーリングしてください。

（
64

.3
）

28
.5

全長シーリング

垂木掛け ｈ

板厚ｔ＝2.3mm以上

HEXねじ 6×70

外壁

平座金（大型丸）
呼び6

スペーサー

（
64

.3
）

28
.5

ｈ

全長シーリング

垂木掛け

サイディング （通気層）
（対応外壁厚
　　25～50mm）

シーリング

スペーサー

コーチねじ
6×100

下 

地

平座金（大型丸）
呼び6

（
64

.3
）

28
.5

ｈ

全長シーリング

垂木掛け

オールアンカー
SC－0660

施
工
手
順



47

桁部品の取り付け4

φ5現地穴あけ（2箇所）

（垂木取り付け穴）

（桁連結金具取り付け穴）

φ5現地穴あけ（4箇所）

腕木取付金具用穴は使用しません。
ホールシールドでふさいでください。（3箇所）

■現地穴加工寸法図

腕木取付金具

水抜き穴（連結側）

ホールプレートでふさぎ、ホールプレートの
まわりをシーリングしてください。

桁

29
.5

10

7.5

※腕木取付金具には、左右の区別があります。

●方立取付金具を桁下面にねじ止めしてください。

120

30 20

●腕木取付金具を桁側面にねじ止めしてください。

●柱取付金具を桁下面にボルトで固定してください。

単体の場合

●桁（単体側）には、下図の通り現地穴加工をしてください。

連結の場合

六角ボルト

Ｍ8×20

柱取付金具

平座金　呼び8

腕木取付金具

タッピンねじ3種トラス

5×12×10

柱取付裏板

桁

ばね座金　呼び8

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

方立取付金具

15
00

タ
イ

プ
：

80
30

00
タ

イ
プ

：
80

 6
00

タ
イ

プ
：

35

外

　部

内

　部

垂木掛けの取り付け（通気工法・RC構造・軽量鉄骨構造の場合）3

　施工前に外壁厚（通気層含む）を確認してください。
※対応外壁厚（通気層）は25～50mmです。
　柱・間柱の位置に合わせて、垂木掛けにφ7の穴をあけてください。
　サイディング・下地に垂木掛け取り付け穴の下穴（φ4.5～φ5）をあけた後、サイディングのみφ25の穴を
　あけてください。
　サイディングにあけた穴にスペーサーを差し込んでください（スペーサーは外壁厚にあわせて切断し、
　使用してください）。
　雨水がしみ込まないようにスペーサー周辺や下穴部をシーリングしてください。
　垂木掛けをコーチねじで柱・間柱に止めてください。
　垂木掛け上部をシーリングしてください。

※垂木掛けを例に説明してあります。躯体方立、根太掛けの固定方法も同様です。

間柱の位置を確認し、取り付けてください。
両端部以外は、垂木掛けに穴をあけてください。

φ7現地穴あけ

φ4.5～φ5

穴あけ後、シーリング材注入

水平器で垂木掛けの水平を確認してください。

全長シーリング

垂木掛け

コーチねじ　6×100

平座金（大型丸）
呼び 6

通気工法の場合

ＲＣ構造の場合

軽量鉄骨構造の場合

間柱
間隔
：4
50～
500

スペーサー

シーリング材

　前項φ7間隔に合わせて、垂木掛けにφ7の穴をあけてください。
　外壁に垂木掛け取り付け穴φ6.4を46mm程度あけてください。
　（アンカー埋め込み深さ＋アンカー外径分）
　下穴が浅すぎると芯棒の折れ、曲がりの原因になります。
　穴内の切粉を除去してください。
　垂木掛けをオールアンカーで固定してください。
　垂木掛け上部をシーリングしてください。

　施工前に鉄骨の板厚が2.3mm以上あることを確認してください。
　下地材の位置に合わせて、垂木掛けにφ7の穴をあけてください。
　躯体に垂木掛け取り付け穴（φ5.5程度）をあけてください。
　穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入してください。
　垂木掛けをＨＥＸねじで固定してください。
　垂木掛け上部をシーリングしてください。
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全長シーリング

垂木掛け ｈ

板厚ｔ＝2.3mm以上

HEXねじ 6×70

外壁

平座金（大型丸）
呼び6

スペーサー
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全長シーリング

垂木掛け

サイディング （通気層）
（対応外壁厚
　　25～50mm）

シーリング

スペーサー

コーチねじ
6×100
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地

平座金（大型丸）
呼び6
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※連結部のみ取り付け要領が異なります。

※腕木取付金具には、左右

　の区別があります。

柱取付裏板

スペーサー

腕木取付金具

〈桁（単体側）〉

ばね座金　呼び8

六角ボルト
Ｍ8×20

柱取付金具

平座金　呼び8

平座金  呼び8

呼び8
ばね座金

柱取付金具

六角ボルト
Ｍ8×20

Ｍ8×20
六角ボルト

平座金　呼び８

ばね座金　呼び８

柱取付金具

〈桁（連結側）〉

桁連結金具

柱取付裏板

柱取付裏板

腕木取付金具

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

桁
（単体用）

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

腕木取付金具

桁連結金具

柱取付裏板

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

方立取付金具

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

方立取付金具

桁
（単体用）

桁
（連結用）

柱取付裏板の裏面端部に、スペーサーを貼り付けてください。
柱取付金具を桁下面にボルトで固定してください。

腕木取付金具を桁側面にねじ止めしてください。
方立取付金具を桁下面にねじ止めしてください。

桁（単体用）に桁連結金具をねじ止めしてください。
桁連結金具の切欠部から、柱取付裏板を挿入して
ください。

内

　部

外

　部
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柱部品の取り付け5

柱と前桁の取り付け6

●柱に前桁取付金具、妻桁取付金具をボルト
  で固定してください。

●柱に前桁取付金具、連結根太取付金具をボルトで固定してください。

単体の場合 連結の場合

※両端の単体用の柱にも前桁取付金具、妻桁取付金具を取り
　付けますので左図を参照して取り付けてください。

前桁取付金具

妻桁取付金具

六角ボルト
Ｍ8×16

平座金　呼び8

六角ボルト
Ｍ8×16

平座金　呼び8

外観左側
柱（単体用）

〈柱（単体用）〉 〈柱（連結用）〉

平座金　呼び8

Ｍ8×16
六角ボルト

前桁取付金具

柱（連結用）

Ｍ8×16
六角ボルト

平座金　呼び8

連結根太取付金具

形　材 部　品

妻

桁

前

桁

※妻桁取付金具と前桁取付金具には区別があります。

妻桁取付金具

穴が3つあいています

前桁取付金具

穴が2つあいています

●前桁を前桁取付金具にボルトで固定してください。

●束柱を前桁下面にねじ止めしてください。

単体の場合

間口90・12の場合

連結の場合

平座金　呼び８

前桁取付金具

前桁

タッピンねじ3種トラス

間口60タイプは不要です。

六角ボルト
Ｍ8×16

束柱

柱（外観左側）

5×14×10
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柱と桁の取り付け7

門型に組んだ桁・前桁と柱の仮固定8

●柱を柱取付金具にねじ止めしてください。

●門型に組んだ桁と柱を下図のように仮固定してください。

単体の場合 連結の場合

柱（連結用）

小ねじ皿
5×10×10

柱取付金具

小ねじ皿
5×10×10

タッピンねじ3種トラス

5×12×10

柱（連結用）柱（端部用）

W1 W2

 ※折りたたみ戸を取り付ける場合 部にねじを止めないでください。間口側の開口が取り付けられなくなります。

連結用

端部用

※間口開口に折りたたみ戸を取
り付ける場合は、内観側の躯
体側（○印）のねじを止めない
でください。間口側の開口が
取り付けられなくなります。

添え木などで支えてください

柱

アンカー

桁

5×12×10
タッピンねじ3種トラス

前桁

柱（外観左側）

柱取付金具
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●連結根太を連結根太取付金具にボルトで固定してください。
●束柱を連結根太スペーサーにねじ止めしてください（出幅90の場合のみ）。
●連結根太スペーサーを連結根太にねじ止めしてください（出幅90の場合のみ）。

●妻桁を妻桁取付金具にボルトで固定してください。

●束柱を妻桁下面にねじ止めしてください
（出幅90の場合のみ）。

単体の場合

連結の場合

柱（外観左側）

前桁

平座金
呼び8

六角ボルト
Ｍ8×16

妻桁取付金具

妻桁（外観左側）

5×14×10
タッピンねじ3種トラス

束柱
出幅90の場合のみです。

躯体方立
（外観左側）

根太掛け

妻桁取付金具

根太掛け

Ｍ8×16
六角ボルト

平座金　呼び8

連結根太

柱（連結用）

連結根太スペーサー 

5×12×10
タッピンねじ3種トラス

前桁

連結用根太掛け

連結根太取付金具

出幅90の場合のみです。

出幅90の場合のみです。
束柱

タッピンねじ3種トラス
5×14×10

外　部

内　部

妻桁の取り付け9

『連結の場合』連結根太の取り付け10

柱と桁の取り付け7

門型に組んだ桁・前桁と柱の仮固定8

●柱を柱取付金具にねじ止めしてください。

●門型に組んだ桁と柱を下図のように仮固定してください。

単体の場合 連結の場合

柱（連結用）

小ねじ皿
5×10×10

柱取付金具

小ねじ皿
5×10×10

タッピンねじ3種トラス

5×12×10

柱（連結用）柱（端部用）

W1 W2

 ※折りたたみ戸を取り付ける場合 部にねじを止めないでください。間口側の開口が取り付けられなくなります。

連結用

端部用

※間口開口に折りたたみ戸を取
り付ける場合は、内観側の躯
体側（○印）のねじを止めない
でください。間口側の開口が
取り付けられなくなります。

添え木などで支えてください

柱

アンカー

桁

5×12×10
タッピンねじ3種トラス

前桁

柱（外観左側）

柱取付金具
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腕木の取り付け11

躯体方立（外観左側）

柱（外観左側）

腕木（外観左側） 桁

妻桁

腕木（外観左側）

止水ブロック腕木取付金具

5×12×10
タッピンねじ3種トラス

躯体方立（外観左側）

止水ブロック

シーリング

腕木

4×12×7
タッピンねじ3種皿

屋根側面コーナー

腕木

桁

桁

柱（外観左側）

腕木取付金具

躯体方立

腕木

シーリング

腕木

止水ブロック

〈桁 側〉

〈躯体方立側〉

  ねじ止めしてください。
桁側に屋根側面コーナーをはめ込み、

  シーリングしてください。
●

腕木と桁、躯体方立の突合せ部を

  腕木を腕木取付金具にねじ止めしてください。
●

腕木取り付け用の穴（外側）にシーリング材を注入後、

  してください。
●

止水ブロックを躯体方立側にはめ込み、シーリング●

単体の場合

●単体側の腕木のみ取り付けてください。

連結の場合
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妻垂木の取り付け12

『連結の場合』垂木（連結部）の取り付け13

妻垂木（左右）を桁、垂木掛け 
にねじ止めしてください。

垂木を桁、垂木掛けにそれぞれねじ止めしてください。

妻垂木（左）を桁、垂木掛け
にねじ止めしてください。

＜外観右側の妻垂木＞＜外観左側の妻垂木＞

単体の場合 連結の場合

※垂木には躯体側、桁側の区別があります。
　中桟取付金具の向きに注意してください。
　誤りますと、中桟が正しく取り付きません。

垂木

（単体用）

桁

桁連結金具

タッピンねじ3種トラス

4×12×8
タッピンねじ3種トラス

4×12×8

垂木

中桟取付金具

U溝上に
φ5の穴加工をしてください。

垂木掛け

柱

〈垂木掛け側〉〈桁　側〉

30 20
単体側

連結側

※妻垂木の先付けビードが形材より長い場合、
　形材に合わせてカットしてください。

※妻垂木には躯体側、桁側の区別が
　あります。
　中桟取付金具の向きに注意してください。
　誤りますと、中桟が正しく取り付きません。

※出幅90の場合、P63の屋根側面中骨取付金具を
　妻垂木取付前に先付けしておくと、中骨の取付が
　容易になります。

妻垂木（外観左側）

妻垂木取付金具（単体用）
桁

垂木掛け

中桟取付金具

腕木（外観左側）

中桟取付金具

〈外観左側の妻垂木〉

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

桁　側

垂木掛け側

妻垂木下面を桁のフィンに押し当てた状態で
妻垂木取付金具を固定してください。
妻垂木下面と桁のフィンにすき間があいている
と漏水の原因になります。

※

腕木の取り付け11

躯体方立（外観左側）

柱（外観左側）

腕木（外観左側） 桁

妻桁

腕木（外観左側）

止水ブロック腕木取付金具

5×12×10
タッピンねじ3種トラス

躯体方立（外観左側）

止水ブロック

シーリング

腕木

4×12×7
タッピンねじ3種皿

屋根側面コーナー

腕木

桁

桁

柱（外観左側）

腕木取付金具

躯体方立

腕木

シーリング

腕木

止水ブロック

〈桁 側〉

〈躯体方立側〉

  ねじ止めしてください。
桁側に屋根側面コーナーをはめ込み、

  シーリングしてください。
●

腕木と桁、躯体方立の突合せ部を

  腕木を腕木取付金具にねじ止めしてください。
●

腕木取り付け用の穴（外側）にシーリング材を注入後、

  してください。
●

止水ブロックを躯体方立側にはめ込み、シーリング●

単体の場合

●単体側の腕木のみ取り付けてください。

連結の場合
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タッピンねじ3種トラス
4×12×8

（連結用）
桁

（単体用）
桁

垂木

タッピンねじ3種トラス

5×12×10

パネル押え（連結）

桁（単体用）

桁（連結用）

連結部

φ4.5の穴加工をしてください。
U溝上に

桁連結金具

シーリング

パネル押え

U溝

15

手順 1211 を参照してください。

手順 9 を参照してください。

『連結の場合』桁と柱（連結側）の取り付け14

桁（連結用）を桁連結金具に挿入し、ねじ止め
してください。

●

桁（単体用）にパネル押え（連結）固定用の穴
加工（φ4.5）をしてください。

●

桁連結部をシーリングしてください。●

パネル押え（連結）をねじ止めしてください。●

16『連結の場合』腕木（連結側）／妻垂木（連結側）の取り付け

15『連結の場合』妻桁の取り付け
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垂木を桁、垂木掛けにそれぞれねじ止めしてください。

補助垂木と垂木を下図のように交互に取り付けます。
 1500 タイプ出幅 90 の場合、補助垂木は取り付けません。

中桟を下図の 1 、 2 の手順で中桟取付金具に当て、カチッと掛かるまで入れてください。
垂木掛け側からねじ止めしてください。

1

桁

垂木掛け

垂木

中桟取付金具

4×12×8
タッピンねじ3種トラス

4×12×8
タッピンねじ3種トラス

（1500タイプ出幅90の場合は垂木）
垂木 補助垂木

妻垂木〈外観右〉
補助垂木

（1500タイプ出幅90の場合は垂木）

中桟取付金具

小ねじトラス
5×12×10

小ねじトラス
5×12×10

中桟

中桟

垂木

中桟取付金具

P（909）
※1500タイプ出幅90の場合、P／2

※垂木には躯体側、桁側の区別があります。

　中桟取付金具の向きに注意してください。

　誤りますと、中桟が正しく取り付きません。

※垂木に取り付いている先付けビードが形材より長い場合、形材に合わせてカットしてください。

P/2 P/2

PP

単体の場合

1500・3000タイプの場合

連結の場合

単体の場合 連結の場合

2

17 垂木の取り付け

18 中桟の取り付け

桁　側

垂木掛け側

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

（連結用）
桁

（単体用）
桁

垂木

タッピンねじ3種トラス

5×12×10

パネル押え（連結）

桁（単体用）

桁（連結用）

連結部

φ4.5の穴加工をしてください。
U溝上に

桁連結金具

シーリング

パネル押え

U溝

15

手順 1211 を参照してください。

手順 9 を参照してください。

『連結の場合』桁と柱（連結側）の取り付け14

桁（連結用）を桁連結金具に挿入し、ねじ止め
してください。

●

桁（単体用）にパネル押え（連結）固定用の穴
加工（φ4.5）をしてください。

●

桁連結部をシーリングしてください。●

パネル押え（連結）をねじ止めしてください。●

16『連結の場合』腕木（連結側）／妻垂木（連結側）の取り付け

15『連結の場合』妻桁の取り付け
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屋根パネルを下図の  1 、 2 の手順で垂木にのせてください。屋根パネルの掛かり代が左右均等になるように
調整しながらのせてください。

※ポリカーボネート（かすみ調）および熱線遮断FRP（かすみ調）の場合は、凸凹面を屋根下面にしてください。

●

パネル押えを垂木掛けのタイト材に押し当てるようにして垂木掛け側
からねじ止めし、屋根パネルを固定してください。

●

19 屋根パネルの取り付け

15mm

小ねじトラス
5×12×10

パネル押え

中間垂木用

パネル押え

屋根パネル

パネル押え

屋根パネル

垂木掛け

屋根パネル

垂木掛け

屋根パネル

桁

屋根パネル

垂木掛け

桁

垂木掛け

小ねじトラス
5×12×10

※ねじはパネル押えに対して垂直に止めて
　ください。
　斜めに止めるとすき間から雨水が入り、
　漏水の原因にもなります。

※パネル押えの先付けビードが形材より長い場合、形材に合わせて
　カットしてください。

単体の場合

連結の場合

2

2 11

パネル押えの切り縮め加工をした場合は以下理由により、別途シーリング
を追加してください。

※パネル押えに通し込まれている先付けビードは動かない
ように端部が固定されています。

   パネル押えの端部を切断した場合は固定部がなくなりま
すので、先付けビードが収縮しやすくなります。その場合
はパネル押えとパネルの間にすき間が生じやすくなり、漏
水等の原因になります。

　また、パネル押えの切断によるバリが出やすいため、垂木
掛けのタイト材への押し当てが不十分となり、漏水等の
原因になります。

※パネル押えと垂木掛けのタイト材に
すき間が空かないよう押し当ててから
ねじ止めしてください。

　押し当てが不十分な場合、漏水の原
因にもなります。
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屋根パネルを下図の  1 、 2 の手順で垂木にのせてください。屋根パネルの掛かり代が左右均等になるように
調整しながらのせてください。

※ポリカーボネート（かすみ調）および熱線遮断FRP（かすみ調）の場合は、凸凹面を屋根下面にしてください。

●

パネル押えを垂木掛けのタイト材に押し当てるようにして垂木掛け側
からねじ止めし、屋根パネルを固定してください。

●

19 屋根パネルの取り付け

15mm

小ねじトラス
5×12×10

パネル押え

中間垂木用

パネル押え

屋根パネル

パネル押え

屋根パネル

垂木掛け

屋根パネル

垂木掛け

屋根パネル

桁

屋根パネル

垂木掛け

桁

垂木掛け

小ねじトラス
5×12×10

※ねじはパネル押えに対して垂直に止めて
　ください。
　斜めに止めるとすき間から雨水が入り、
　漏水の原因にもなります。

※パネル押えの先付けビードが形材より長い場合、形材に合わせて
　カットしてください。

単体の場合

連結の場合

2

2 11

パネル押えの切り縮め加工をした場合は以下理由により、別途シーリング
処理を追加してください。

※パネル押えに通し込まれている先付けビードは動かない
ように端部が固定されています。

   パネル押えの端部を切断した場合は固定部がなくなりま
すので、先付けビードが収縮しやすくなります。その場合
はパネル押えとパネルの間にすき間が生じやすくなり、漏
水等の原因になります。

　また、パネル押えの切断によるバリが出やすいため、垂木
掛けのタイト材への押し当てが不十分となり、漏水等の
原因になります。

※パネル押えと垂木掛けのタイト材に
すき間が空かないよう押し当ててから
ねじ止めしてください。

　押し当てが不十分な場合、漏水の原
因にもなります。

※ドライバーが使いにくい場所では、
  『セムスボルト』をお使いください。
　スパナ、レンチでパネル押えを止め
　ることができます。

妻垂木〈外観左〉 中間垂木

セムスボルト
Ｍ5×12

（オプション）

妻垂木〈外観右〉

※1500タイプ出幅90の場合、P／2
P（関東間：909）

P

■シーリング箇所（正面図）

シーリング
（網掛け部）

■シーリング箇所（側面図）

パネル押え

すき間

 

先付けビード　 パネル

すき間

シーリング
（網掛け部）シーリング

（網掛け部）

■シーリング箇所（側面図）
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※かすみ調パネルの場合、凸凹
　面を内部側にしてください。

凸凹面

屋根側面たて枠（外観左側）

躯体方立（外観左側）

腕木（外観左側）

垂木掛け

妻垂木（外観左側）

ドリリングねじなべ
4×13×8

押縁

躯体方立

（外観左側）

屋根側面たて枠

（外観左側）

（はめ込む）

後付けビード

側面パネル

側面パネル

（はめ込む）腕木（外観左側）

妻垂木（外観左側）

垂木掛け

中骨取付金具（上）

4×12×8

側面パネル

中骨取付金具

屋根側面中骨

シーリング

タッピンねじ3種トラス
4×8×8

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

押縁

中骨取付金具（下）

屋根側面中骨（外観左側）

腕木（外観左側）

屋根側面たて枠（外観左側）

躯体方立（外観左側）

妻垂木（外観左側）

タッピンねじ3種トラス

※

※

出幅90の場合

腕木

妻垂木

側面パネル取り付け要領図

側面パネル

躯体方立

屋根側面たて枠

押縁

全長シーリング
側面パネル

ドリリングねじなべ
4×13×8

コーチねじ（セムス）
 6×70 後付けビード

屋根側面たて枠を躯体方立にねじ止めし、シーリングしてください。●

側面パネルを内側からはめ込んでください。●

押縁を内側からはめ込んでください。●

屋根側面中骨に、中骨取付金具を取り付けてください。●

躯体側からスライドしながら腕木、妻垂木の加工穴に
中骨取付金具を取り付けてください。

●

後付けビードをパネルの全周にはめ込み、しっかりと固定してください。●

20 屋根側面パネルの取り付け 

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

内　部

外　部

外　部 内　部

内　部

外　部
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桁の張り出し部（10mm）にパッキンを貼り付け、上側をシーリングしてください。●

21 パッキンの貼り付け、桁キャップの取り付け

桁キャップを桁にねじ止めしてください。●

保護シートを剥し桁に貼り付けてください。

腕木

妻垂木

桁

パッキン上面を全周シーリングしてください。

パッキン
桁

妻垂木
パッキン

シーリングで塞がないで
ください。

施されています。
この部分に排水用の穴加工が

妻垂木

腕木

桁キャップ

桁

タッピンねじ2種皿

4×25×8

※かすみ調パネルの場合、凸凹
　面を内部側にしてください。

凸凹面

屋根側面たて枠（外観左側）

躯体方立（外観左側）

腕木（外観左側）

垂木掛け

妻垂木（外観左側）

ドリリングねじなべ
4×13×8

押縁

躯体方立

（外観左側）

屋根側面たて枠

（外観左側）

（はめ込む）

後付けビード

側面パネル

側面パネル

（はめ込む）腕木（外観左側）

妻垂木（外観左側）

垂木掛け

中骨取付金具（上）

4×12×8

側面パネル

中骨取付金具

屋根側面中骨

シーリング

タッピンねじ3種トラス
4×8×8

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

押縁

中骨取付金具（下）

屋根側面中骨（外観左側）

腕木（外観左側）

屋根側面たて枠（外観左側）

躯体方立（外観左側）

妻垂木（外観左側）

タッピンねじ3種トラス

※

※

出幅90の場合

腕木

妻垂木

側面パネル取り付け要領図

側面パネル

躯体方立

屋根側面たて枠

押縁

全長シーリング
側面パネル

ドリリングねじなべ
4×13×8

コーチねじ（セムス）
 6×70 後付けビード

屋根側面たて枠を躯体方立にねじ止めし、シーリングしてください。●

側面パネルを内側からはめ込んでください。●

押縁を内側からはめ込んでください。●

屋根側面中骨に、中骨取付金具を取り付けてください。●

躯体側からスライドしながら腕木、妻垂木の加工穴に
中骨取付金具を取り付けてください。

●

後付けビードをパネルの全周にはめ込み、しっかりと固定してください。●

20 屋根側面パネルの取り付け 

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

内　部

外　部

外　部 内　部

内　部

外　部
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木調妻垂木カバーの取り付け22
妻垂木に木調妻垂木カバーをはめ込み、ねじ止めしてください。●

パネル押えを垂木掛けのタイト材に押し当てるようにして垂木掛け側からねじ止めし、屋根パネルを固定してください。●

妻垂木

小ねじトラス

5×12×10

屋根パネル

※木調妻垂木カバーには躯体側、桁側の区別がありますので注意してください。

※パネル押えの先付けビードが形材より長い場合、形材に合わせてカットしてください。

木調妻垂木カバー

木調妻垂木カバー

躯体側

桁　側

●パネル押えの切り縮め加工をした場合は以下理由により、別途シーリングを追加してください。

※パネル押えに通し込まれている先付けビードは動かないように端部が固定されています。
　パネル押えの端部を切断した場合は固定部がなくなりますので、先付けビードが収縮しやすくなります。
　その場合はパネル押えとパネルの間にすき間が生じやすくなり、漏水等の原因になります。
　また、パネル押えの切断によるバリが出やすいため、垂木掛けのタイト材への押し当てが不十分となり、
　漏水等の原因になります。

パネル押え

屋根パネル

小ねじトラス
5×12×10

※ねじはパネル押えに対して垂直に止めて
　ください。
　斜めに止めるとすき間から雨水が入り漏水
　の原因にもなります。

パネル押え

屋根パネル

垂木掛け

※パネル押えと垂木掛けのタイト材にすき間が空か
ないよう押し当ててからねじ止めしてください。
　押し当てが不十分な場合、漏水の原因にもなり
ます。

小ねじトラス
5×12×10

妻垂木

木調妻垂木カバー

施
工
手
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キャップの取り付け23
垂木掛けキャップを垂木掛けにはめ込んでください。

垂木掛け

妻垂木

躯体方立
垂木掛けキャップ

（はめ込み）

垂木掛け

垂木掛けキャップ

妻垂木

シーリング

※垂木掛けキャップと、妻垂木および
　垂木掛けのすき間をシーリングしてください。

木調妻垂木カバー

木調妻垂木カバー

後付けビードを内側から押し込み、屋根パネルを固定してください。

後付けビード

樹脂ハンマーなど

木片

桁

桁

パネル当り面

垂木掛け

挿入方向

パネル当り面

硬い

やわらかい
挿入方向

硬い

やわらかい

垂木掛け

※後付けビードが入りにくい場合は、木片を利用し、樹脂ハンマーなどで軽くたたきいれてください。

※後付けビードの向きに注意してください。

後付けビード

パネル押え

桁　側垂木掛け側

桁　側垂木掛け側

■シーリング箇所（側面図）

■シーリング箇所（正面図）

シーリング
（網掛け部）

シーリング
（網掛け部）

パネル押え

すき間

 

先付けビード　 
パネル

すき間

シーリング
（網掛け部）シーリング

（網掛け部）

木調妻垂木カバーの取り付け22
妻垂木に木調妻垂木カバーをはめ込み、ねじ止めしてください。●

パネル押えを垂木掛けのタイト材に押し当てるようにして垂木掛け側からねじ止めし、屋根パネルを固定してください。●

妻垂木

小ねじトラス

5×12×10

屋根パネル

※木調妻垂木カバーには躯体側、桁側の区別がありますので注意してください。

※パネル押えの先付けビードが形材より長い場合、形材に合わせてカットしてください。

木調妻垂木カバー

木調妻垂木カバー

躯体側

桁　側

●パネル押えの切り縮め加工をした場合は以下理由により、別途シーリングを追加してください。

※パネル押えに通し込まれている先付けビードは動かないように端部が固定されています。
　パネル押えの端部を切断した場合は固定部がなくなりますので、先付けビードが収縮しやすくなります。
　その場合はパネル押えとパネルの間にすき間が生じやすくなり、漏水等の原因になります。
　また、パネル押えの切断によるバリが出やすいため、垂木掛けのタイト材への押し当てが不十分となり、
　漏水等の原因になります。

パネル押え

屋根パネル

小ねじトラス
5×12×10

※ねじはパネル押えに対して垂直に止めて
　ください。
　斜めに止めるとすき間から雨水が入り漏水
　の原因にもなります。

パネル押え

屋根パネル

垂木掛け

※パネル押えと垂木掛けのタイト材にすき間が空か
ないよう押し当ててからねじ止めしてください。
　押し当てが不十分な場合、漏水の原因にもなり
ます。

小ねじトラス
5×12×10

妻垂木

木調妻垂木カバー

施
工
手
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躯体方立補助の取り付け24

単体の場合 連結の場合

●躯体方立補助を躯体方立に取り付けてください。

※ねじ止めは、開口ユニットを取り付け後、行ってください。

6350
6060

Ａ
69
66

呼称出幅
30
40

90 51

躯体方立補助

躯体方立

この部分に切欠してある
方が内部側になります。

35
35

25

A   腕木
（外観左側）

  躯体方立補助
（外観左側）

躯体方立（外観左側）

腕木（外観左側）

躯体方立補助（外観左側）

※ねじ止めは、開口ユニット
　を取り付け後、行ってくだ
　さい。

4×13×8
ドリリングねじなべ

約
35

0ピ
ッ

チ

2
2

1
4

H

A

25

躯体方立補助の取り付け位置は本体出幅サイズにより異なります。下表のＡ寸法を参照してください。
躯体方立補助の向き（左右勝手）に注意してください。誤りますと、躯体方立補助および間口ユニット
が正しく取り付き ません。

※外側の躯体方立補助下部と
　妻桁のすき間をシーリング
　してください。

内　部

内　部

内　部

外　部

外　部

躯体方立補助

妻桁 躯体方立

シーリング

施
工
手
順
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方立の取り付け25

本体の調整26
大引き・根太を取り付ける前に本体の調整を行います。水平器で桁の水平を、下げ振りで柱・躯体方立の垂直を確認してください。
前面、側面の開口および床の対角を測定し、全体のひずみを修正してください。
（下図：Ａ＝Ｂ，Ｃ＝Ｄ）となるように調整してください。

単体の場合

連結の場合

前面、側面開口にひずみがあると・・・・（下図のＡ：Ｂ）
テラス戸などの障子の建て付けが悪くなり、戸車調整だけでは修正できなくなります。
ユニットを取り付けた時、たて部材が本体と不ぞろいになるおそれがあります。

床にひずみがあると・・・・（下図のＣ：Ｄ）
床が平行四辺形状態では、大引き・根太が取り付けにくくなります。

●方立を下図のように取り付けてください。

①

②

小ねじなべ

前桁（間口側の場合）
妻桁（側面側の場合）

5×6×9

方立

5×6×9
小ねじなべ

方立取付金具

下にしてください。
切り欠けがある方を

小ねじなべ

5×6×9
小ねじなべ

桁（間口の場合）
腕木（側面の場合）

妻桁（側面側の場合）
前桁（間口側の場合）

方立取付金具

方立

5×6×9

※本図は間口側の方立の場合です。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

B

B

B

B

C
D

CD

B

躯体方立補助の取り付け24

単体の場合 連結の場合

●躯体方立補助を躯体方立に取り付けてください。

※ねじ止めは、開口ユニットを取り付け後、行ってください。

6350
6060

Ａ
69
66

呼称出幅
30
40

90 51

躯体方立補助

躯体方立

この部分に切欠してある
方が内部側になります。

35
35

25

A   腕木
（外観左側）

  躯体方立補助
（外観左側）

躯体方立（外観左側）

腕木（外観左側）

躯体方立補助（外観左側）

※ねじ止めは、開口ユニット
　を取り付け後、行ってくだ
　さい。

4×13×8
ドリリングねじなべ

約
35

0ピ
ッ

チ

2
2

1
4

H

A

25

躯体方立補助の取り付け位置は本体出幅サイズにより異なります。下表のＡ寸法を参照してください。
躯体方立補助の向き（左右勝手）に注意してください。誤りますと、躯体方立補助および間口ユニット
が正しく取り付き ません。

※外側の躯体方立補助下部と
　妻桁のすき間をシーリング
　してください。

内　部

内　部

内　部

外　部

外　部

躯体方立補助

妻桁 躯体方立

シーリング

施
工
手
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根太・大引き・束柱の取り付け27

根太の躯体側に床板固定金具を取り付けてください。

ドリリングねじなべ
4×19×7

床板固定金具

根太

※出幅サイズにより根太と端部用根太の種類が異なる場合があります。下表を参照し、取り付けください。

根太 端部用根太出幅

5尺、9尺

6尺

3尺、4尺

連結根太

妻桁

端部用根太

大引き
（出幅90のみ）

端部用根太 端部用根太端部用根太

根太 根太
前桁

8

35

20

50

35

70

55

35

20

躯体側

施
工
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大引きに束柱を固定し、大引きを妻桁に取り付けてください（出幅90の場合のみ、A，D，E部詳細図参照）。
根太を取り付けてください（C部詳細図参照）。
根太を大引きに取り付けてください（出幅90の場合のみ、B部詳細図参照）。

A部詳細図

C部詳細図B部詳細図

D部詳細図 E部詳細図

「大引きと妻桁の取り付け」（出幅90の場合のみ）

「根太と根太掛けの取り付け」

「大引の連結」（出幅90の場合のみ）

「大引きと根太の取り付け」

「束柱の取り付け」（出幅90の場合のみ）

※根太と前桁の取り付けも同様です。

※根太は正面から見て下図のように左側にフィンが
　くるようにすべて同じ向きで取り付けてください。

妻桁（外観左側）

前桁
束柱

根太掛け
根太

連結根太

大引き
出幅90の場合のみです。

C

D

B

E

A

妻桁（外観左側）

大引取付金具

大引き

躯体方立側

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

桁側

根太

根太掛け

平座金　呼び5

六角ナット　M5

根太

大引き

ドリリングねじなべ
4×13×8

タッピンねじ3種トラス
5×14×10

大引き

束柱

連結根太

大引き

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

束柱
大引取付金具

連結根太スペーサー

大引き

施
工
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28 戸袋部材の取り付け

屋根側面たて枠、押縁

妻垂木

腕木出幅（Ｄ）

90（2743）

60（1843）

50（1543）

40（1243）

30（943）

H24H22
600タイプ

318.5

430

393

319

356

118.5

193

156

119

230

（下表参照）

■現地切り縮め加工寸法図

B

H24
1500タイプ

H22

318.5

540

503

429

466

118.5

303

266

229

340

H24
3000タイプ

H22

ー

540

503

429

466

ー

303

266

229

340

■現地切り縮め加工および穴加工寸法図

上 下

■現地切り縮め加工寸法図

〈切り縮め寸法〉

φ4.5（出幅30のみ）

※戸袋方立の位置が基準寸法（313）と
　異なる（小さくする）場合、「差異寸法
　×0.12」分、ー（マイナス）してください。

65

7°

53

12
.5

62（切り欠け寸法）

（切り縮め寸法）
 303

3.
4

下上

20

A

313（基準寸法）

2-φ6通し

15

10

72or117

46

切り縮め寸法

（切り縮め寸法）
※37

●

※外観左側に戸袋がある場合で説明しています。

　上表の数値に 「差異寸法×0.12」分、－（マイナス）してください。
※戸袋方立の位置が基準寸法（313）と異なる（小さくする）場合、

戸袋方立

屋根側面パネル

屋根側面たて枠

 上

※切断は躯体側で行ってください。

　をあけてください。
　出幅30用の場合、取り付け用穴 （φ4.5）
※切断は下側から行ってください。

戸袋方立・および戸袋を取り付ける側の屋根側面パネル・屋根側面たて枠・押縁・腕木・妻垂木は、  
現地にて切り縮め加工および穴加工が必要です。

切断は上側から行ってください。

ＡとＢ寸法で短い方（Ａ＜Ｂ）が　　  

になります。誤りますと、戸袋方立が

正しく取り付けできません。

躯体側

躯体側

施
工
手
順



67

■現地切り縮め加工寸法図

■現地切り縮め加工および穴加工寸法図

〈600タイプ〉

〈1500・3000タイプ〉

■現地穴加工寸法図

2-φ8

中桟取付金具

※戸袋方立の位置が基準寸法（313）と
　異なる（小さくする）場合、「差異寸法×
　0.12」分、ー（マイナス）してください。

※戸袋方立の位置が基準寸法（313）と
　異なる（小さくする）場合、「差異寸法÷
　0.99」分、ー（マイナス）してください。

※穴加工は躯体側からの寸法です。
　下面に穴加工してある方が、躯体側に
　なります。

※切断は下側で行ってください。
　角度切りしてある方が上側になります。

　　   
※切断は躯体側で行ってください。
　　  部に切欠してある方が桁側になり
　ますので、切欠きがない方にて切り
　縮めしてください。　

下上

27

φ6（裏面）

20※262

20

2-φ6

26
.7

25
17

.5

40

74

（切り縮め寸法）
303

（切り縮め寸法）
 ※37

7°

押縁

腕木

妻垂木

72

φ6（裏面） 2-φ6（裏面）

25
62

.5

40

11
9

（切り縮め寸法）
303

この部分に切欠してある
方が桁側になります。

この部分に切欠してある
方が桁側になります。

躯体側

躯体側

躯体側

28 戸袋部材の取り付け

屋根側面たて枠、押縁

妻垂木

腕木出幅（Ｄ）

90（2743）

60（1843）

50（1543）

40（1243）

30（943）

H24H22
600タイプ

318.5

430

393

319

356

118.5

193

156

119

230

（下表参照）

■現地切り縮め加工寸法図

B

H24
1500タイプ

H22

318.5

540

503

429

466

118.5

303

266

229

340

H24
3000タイプ

H22

ー

540

503

429

466

ー

303

266

229

340

■現地切り縮め加工および穴加工寸法図

上 下

■現地切り縮め加工寸法図

〈切り縮め寸法〉

φ4.5（出幅30のみ）

※戸袋方立の位置が基準寸法（313）と
　異なる（小さくする）場合、「差異寸法
　×0.12」分、ー（マイナス）してください。

65

7°

53

12
.5

62（切り欠け寸法）

（切り縮め寸法）
 303

3.
4

下上

20

A

313（基準寸法）

2-φ6通し

15

10

72or117

46

切り縮め寸法

（切り縮め寸法）
※37

●

※外観左側に戸袋がある場合で説明しています。

　上表の数値に 「差異寸法×0.12」分、－（マイナス）してください。
※戸袋方立の位置が基準寸法（313）と異なる（小さくする）場合、

戸袋方立

屋根側面パネル

屋根側面たて枠

 上

※切断は躯体側で行ってください。

　をあけてください。
　出幅30用の場合、取り付け用穴 （φ4.5）
※切断は下側から行ってください。

戸袋方立・および戸袋を取り付ける側の屋根側面パネル・屋根側面たて枠・押縁・腕木・妻垂木は、  
現地にて切り縮め加工および穴加工が必要です。

切断は上側から行ってください。

ＡとＢ寸法で短い方（Ａ＜Ｂ）が　　  

になります。誤りますと、戸袋方立が

正しく取り付けできません。

躯体側

躯体側
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●戸袋がある側の妻桁に、戸袋方立取付金具（下）を取り付け
  てください。

妻桁

■現地切り縮め加工および穴加工寸法図

※外壁に妻桁取付金具取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけてください。
　穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入して
　ください。
　妻桁取付金具をコーチねじで止め、妻桁を取り付けてください。
　妻桁の取り付け要領はP51を参照してください。

※妻桁は同一長さの部材が２本梱包
　されています。
　その内の１本を現地にて切り縮め、
　戸袋がない側に取り付けます。

※切断は躯体側で行ってください。
　内観側に「躯体側」のシールが貼付
　されています。

※穴加工は躯体側からの寸法です。
　内観側に「躯体側」のシールが貼付
　されています。

30（切り縮め寸法）

302-φ9

313
（基準寸法）

2-φ4.5

躯体側

24
50

24
50

24
50

24
50

30 2-φ9

20
.5

35

20
.5

35

躯体側

〈戸袋がない側〉

〈戸袋がある側〉

妻桁
（戸袋がある側）

戸袋方立取付金具（下）

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

   妻桁
（戸袋がある側）

戸袋方立取付金具（下）

20.5 35

30

11.75 46.5 11.75

根太掛け

妻桁取付金具

コーチねじ（セムス）
6×70

35

50 33
.5

穴あけ後、
シーリング材注入

φ4.5～φ5

7.5

35

5433
.550

取付金具
妻桁

根太掛け

内外

Ａ

Ａ矢視図

躯体側

躯体側

内　部外　部
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5×12×10
タッピンねじ3種トラス

腕木取付金具

戸袋方立（外観左側）

腕木取付金具
タッピンねじ3種トラス
5×12×10

腕木（外観左側）

タッピンねじ3種トラス

戸袋方立

5×15×10

ターンナットM4

戸袋方立取付金具（上）

戸袋方立取付金具（上）

タッピンねじ3種トラス

妻垂木（戸袋側）

妻垂木（戸袋側）

戸袋方立取付金具（上）

戸袋方立

腕木取付金具

戸袋方立（外観左側）

妻垂木（戸袋側）

4×30×8

妻桁（戸袋用）

戸袋方立取付金具（下）

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

腕木

戸袋方立（外観左側）

シーリング

シーリング

止水ブロック

腕木

妻垂木は戸袋方立取付
金具（上）とすき間なく
取り付けてください。

止水ブロック
腕木

外
部

止水ブロック

戸袋方立に腕木取付金具を取り付け、腕木を取り付けてください。

腕木と戸袋方立の突合せ部
をシーリングしてください。

※腕木取付金具には、左右の区別があります。

内
部

戸袋方立をベース材にねじ止めしてください。
妻垂木（戸袋側）の下面にターンナットを挿入し、戸袋方立取付金具（上）を
取り付け、妻垂木を固定してください。

戸袋がある側のベース材に、戸袋方立取付金具（下）を取り付けてください。

外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部

妻桁（戸袋用）

小ねじなべ
5×6×9

戸袋方立取付金具（下）

φ4.5（U溝上）

312

●戸袋がある側の妻桁に、戸袋方立取付金具（下）を取り付け
  てください。

妻桁

■現地切り縮め加工および穴加工寸法図

※外壁に妻桁取付金具取り付け穴（φ4.5～φ5）をあけてください。
　穴あけ後、雨水がしみ込まないようにシーリング材を注入して
　ください。
　妻桁取付金具をコーチねじで止め、妻桁を取り付けてください。
　妻桁の取り付け要領はP51を参照してください。

※妻桁は同一長さの部材が２本梱包
　されています。
　その内の１本を現地にて切り縮め、
　戸袋がない側に取り付けます。

※切断は躯体側で行ってください。
　内観側に「躯体側」のシールが貼付
　されています。

※穴加工は躯体側からの寸法です。
　内観側に「躯体側」のシールが貼付
　されています。

30（切り縮め寸法）

302-φ9

313
（基準寸法）

2-φ4.5

躯体側

24
50

24
50

24
50

24
50

30 2-φ9

20
.5

35

20
.5

35

躯体側

〈戸袋がない側〉

〈戸袋がある側〉

妻桁
（戸袋がある側）

戸袋方立取付金具（下）

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

   妻桁
（戸袋がある側）

戸袋方立取付金具（下）

20.5 35

30

11.75 46.5 11.75

根太掛け

妻桁取付金具

コーチねじ（セムス）
6×70

35

50 33
.5

穴あけ後、
シーリング材注入

φ4.5～φ5

7.5

35

5433
.550

取付金具
妻桁

根太掛け

内外

Ａ

Ａ矢視図

躯体側

躯体側

内　部外　部
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※外側の躯体方立補助下部と
　妻桁のすき間をシーリング
　してください。

戸袋方立（外観左側）

屋根側面たて枠（外観左側）

腕木（外観左側）

ドリリングねじなべ
4×13×8

※ねじ止めは、開口ユニットを
　取り付け後、行ってください。

躯体方立補助（外観左側）

2
2

腕木（戸袋側）

躯体方立補助（戸袋側）

4
1

約
35
0ピ
ッ
チ H

35

A

この部分に切欠してある
方が内部側になります。

戸袋方立

躯体方立補助

戸袋方立（外観左側）

90

40
30

呼称出幅

60
50

61

76
79
Ａ

70
73

A

35

35
35

躯体方立補助を戸袋方立に取り付けてください。
※ねじ止めは、開口ユニットを取り付け後、行ってください。

躯体方立補助の取り付け位置は本体出幅サイズに
より異なります。下表のＡ寸法を参照してください。
躯体方立補助の向き（左右勝手）に注意してください。
誤りますと、躯体方立補助および間口ユニットが正しく
取り付きません。

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部

妻桁（戸袋用）

躯体方立補助

妻桁躯体方立

シーリング

施
工
手
順
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■戸袋枠切断寸法図

■戸袋パネル切断寸法図　

Ａ Ｃ Ｅ

Ｂ Ｆ Ｄ

切断前の戸袋パネル 切断後の戸袋パネル

ドリリングねじなべ
4×13×8

※①は下側（角度切りが施されていない側）から切り縮めてください。

A
B

C

D

妻桁（戸袋用）

垂木掛け

専用部材②

専用部材①

戸袋方立

戸袋下枠

45°

45°

A＋
B＋
C
-5
7

234

A＋
B＋
C
-8
6

D

C
-6
0

B＋
60 28
50

234

1000mm

3000mm前後

戸袋枠F

戸袋枠E

戸袋枠D

戸袋枠C

戸袋枠B

戸袋枠A

戸袋下枠

根太掛け

戸袋方立

躯体方立補助

外壁

戸袋下枠をねじ止めしてください。

戸袋の形状に合わせて、戸袋枠および戸袋パネルを切断してください。
戸袋枠は、専用部材①・②と、3000mm前後（出幅サイズにより異なります）の部材1本と、1000mmの部材が
同梱されています。
この2本の部材を切り縮めて、戸袋枠を製作してください。

妻桁（戸袋用）

外　部

内　部

※外側の躯体方立補助下部と
　妻桁のすき間をシーリング
　してください。

戸袋方立（外観左側）

屋根側面たて枠（外観左側）

腕木（外観左側）

ドリリングねじなべ
4×13×8

※ねじ止めは、開口ユニットを
　取り付け後、行ってください。

躯体方立補助（外観左側）

2
2

腕木（戸袋側）

躯体方立補助（戸袋側）

4
1

約
35
0ピ
ッ
チ H

35

A

この部分に切欠してある
方が内部側になります。

戸袋方立

躯体方立補助

戸袋方立（外観左側）

90

40
30

呼称出幅

60
50

61

76
79
Ａ

70
73

A

35

35
35

躯体方立補助を戸袋方立に取り付けてください。
※ねじ止めは、開口ユニットを取り付け後、行ってください。

躯体方立補助の取り付け位置は本体出幅サイズに
より異なります。下表のＡ寸法を参照してください。
躯体方立補助の向き（左右勝手）に注意してください。
誤りますと、躯体方立補助および間口ユニットが正しく
取り付きません。

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部

妻桁（戸袋用）

躯体方立補助

妻桁躯体方立

シーリング

施
工
手
順
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4×16×8

クッション材を枠に
入れてください

クッション材

戸袋枠

クッション材

ドリリングねじなべ

戸袋たて枠

戸袋上枠

戸袋パネル

この面に
φ4.5の穴加工

戸袋枠F

戸袋枠E

戸袋枠D

戸袋枠C

戸袋枠B

戸袋枠A

4×13×8

φ5.1×45
木ねじ　丸

ドリリングねじなべ

妻垂木（戸袋側）

（組み立て後）
戸袋枠

戸袋下枠

戸袋方立

本体

戸袋枠の外周
シーリング材

4×16×8
ドリリングねじなべ

戸袋方立

4×13×8

クッション材

戸袋パネル

ドリリングねじなべ

戸袋枠

外周シーリング

妻桁（戸袋用）

Ａ-Ａ断面図

戸袋方立

外周シーリング
妻垂木

戸袋

戸袋パネル

外周シーリング

ＡＡ

外周シーリング

戸袋上枠・戸袋たて枠および切断した戸袋枠に、戸袋
パネル固定用の穴加工（φ4.5、ピッチ450程度）後、　
戸袋パネルにねじ止めしてください。

組み立てた戸袋枠を本体にねじ止めしてください。
本体に止めるねじ穴は戸袋枠にはありませんので、
ピッチ450程度で止めてください。

内　部

内　部

外　部

施
工
手
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4×16×8

クッション材を枠に
入れてください

クッション材

戸袋枠

クッション材

ドリリングねじなべ

戸袋たて枠

戸袋上枠

戸袋パネル

この面に
φ4.5の穴加工

戸袋枠F

戸袋枠E

戸袋枠D

戸袋枠C

戸袋枠B

戸袋枠A

4×13×8

φ5.1×45
木ねじ　丸

ドリリングねじなべ

妻垂木（戸袋側）

（組み立て後）
戸袋枠

戸袋下枠

戸袋方立

本体

戸袋枠の外周
シーリング材

4×16×8
ドリリングねじなべ

戸袋方立

4×13×8

クッション材

戸袋パネル

ドリリングねじなべ

戸袋枠

外周シーリング

妻桁（戸袋用）

Ａ-Ａ断面図

戸袋方立

外周シーリング
妻垂木

戸袋

戸袋パネル

外周シーリング

ＡＡ

外周シーリング

戸袋上枠・戸袋たて枠および切断した戸袋枠に、戸袋
パネル固定用の穴加工（φ4.5、ピッチ450程度）後、　
戸袋パネルにねじ止めしてください。

組み立てた戸袋枠を本体にねじ止めしてください。
本体に止めるねじ穴は戸袋枠にはありませんので、
ピッチ450程度で止めてください。

内　部

内　部

外　部

29 持ち出し部材の取り付け

躯体側

躯体側

●妻桁に、大引固定用および、束柱取り付け用の穴加工が必要です。

●連結根太に、連結根太スペーサー固定用および、連結根太掛け取り付け用の穴加工が必要です。
●連結用根太掛けに、取り付け用の穴加工が必要です。

単体の場合

連結の場合

※根太掛けの取り付けができない場合の納まりです。
※外壁から200mm以下の位置に、大引きを入れてください。

■現地穴加工寸法図（本図は、外観右用です）

連結根太

※Ｂ＝外壁から大引きの芯－5

連結根太

連結用根太掛け ２－φ3.5

2－φ4.5通し

２－φ4.5

B≦195
80

10

20

30
15

15
25

30

70

20 20

10

■現地穴加工寸法図

２－φ４.５
30

A≦170

A≦170
※Ａ＝外壁から大引きの芯－３０

妻桁

妻桁 80

25

32

２－φ４.５

施
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●連結用根太の躯体側に、連結用根太掛けを取り付けてください。

●大引き・束柱を取り付けてください。
※取り付け要領は、　　　　　　　　　　　　    　を参照してください。根太・大引き・束柱の取り付け27

連結根太

4×13×8
ドリリングねじなべ

連結用根太掛け

連結用根太掛け

ドリリングねじなべ
4×13×8

連結根太

520

20

大引き

平座金　呼び８

連結用根太掛け

連結根太
（連結の場合）

六角ボルト
Ｍ8×16

必ず埋め込みしてください。
束柱

妻桁（外観右側）

躯体方立（外観右用）

妻桁取付金具

躯体側

躯体側

20
0以
下

D

根太

大引き

■平面納まり図

連結用根太掛け 躯体方立（外観右用）

（連結の場合）
連結根太 妻桁（外観右側）

施
工
手
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φ10

φ4.5

φ4.5
φ10

φ10

φ4.5
召合せ框（内）

召合せ框（外）戸先框

■現地穴加工位置■受け取り付け位置

2-φ3.4穴

ホールプレート

受け

中桟取り付け穴

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

上枠

たて枠（左）

たて框

下框

中桟
（オプション）

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

下枠

タッピンねじ2種丸
4×45×8-G5

ガラスビニール
（現地調達）

召合せ框（外）

召合せ框（内）
ホールプレート

ホールプレート
（円状）

たて枠（右）

上框

上框

中桟

下框

ジョイントピース

■中桟取り付け位置

A
50、60の場合 15mm

W呼称 A寸法

ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、P13を参照してください。

タッピンねじ2種皿
4×50×8-G550

81
6

（
た
て
框
下
端
～
中
桟
取
り
付
け
穴
）

15.5 12

43
.7
5 5.
5

5.
5

召合せ框（内）

引違い窓（テラス）の組み立て1

2.各ユニットの組み立て

枠を組み立ててください。
ガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。
中桟（オプション）の取り付けについては、下図を参照してください。
外鍵付きの中桟は、内観左側の外障子に取り付けてください。また、受けを外鍵に合わせ、召合せ框（内）に取り付けてください。

中桟は取り付ける前に、どちらか片側の部品を取りはずしてから「下記A寸法」切り縮め、取りはずした部品を再び同じ場所に
取り付けてください。
外鍵付きの中桟は、外鍵の付いている反対側を切り縮めしてください。

W=50、W=60の場合（2枚建）

●連結用根太の躯体側に、連結用根太掛けを取り付けてください。

●大引き・束柱を取り付けてください。
※取り付け要領は、　　　　　　　　　　　　    　を参照してください。根太・大引き・束柱の取り付け27

連結根太

4×13×8
ドリリングねじなべ

連結用根太掛け

連結用根太掛け

ドリリングねじなべ
4×13×8

連結根太

520

20

大引き

平座金　呼び８

連結用根太掛け

連結根太
（連結の場合）

六角ボルト
Ｍ8×16

必ず埋め込みしてください。
束柱

妻桁（外観右側）

躯体方立（外観右用）

妻桁取付金具

躯体側

躯体側

20
0以
下

D

根太

大引き

■平面納まり図

連結用根太掛け 躯体方立（外観右用）

（連結の場合）
連結根太 妻桁（外観右側）

施
工
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枠を組み立ててください。
ガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。
中桟（オプション）の取り付けについては、下図を参照してください。
外鍵付きの中桟は、内観左側の外障子に取り付けてください。また、受けを外鍵に合わせ、召合せ框（内）に取り付けてください。

中桟は取り付ける前に、どちらか片側の部品を取りはずしてから「下記A寸法」切り縮め、取りはずした部品を再び同じ場所に
取り付けてください。
外鍵付きの中桟は、外鍵の付いている反対側を切り縮めしてください。

φ10

φ4.5

φ4.5
φ10

φ10

φ4.5

φ10
φ10

φ4.5 φ4.5

召合せ框（内）

突合せ框（右）

突合せ框（左）

召合せ框（外）戸先框

■現地穴加工位置■受け取り付け位置

2-φ3.4穴

ホールプレート

受け

中桟取り付け穴

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

下框

中桟
（オプション）

タッピンねじ2種丸
4×45×8-G5

召合せ框（外）

召合せ框（内）

ホールプレート
（円状）

上框上框

中桟

下框

■中桟取り付け位置

15mm

W呼称 A寸法

ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、P13を参照してください。

90、12の場合

ホールプレート

タッピンねじ2種皿
4×50×8-G5

突合せ框（右）

突合せ框（左）

ガラスビニール
（現地調達）

たて框

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

上枠

たて枠（左）

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

下枠

たて枠（左）

ジョイントピース

A

50
81
6

（
た
て
框
下
端
～
中
桟
取
り
付
け
穴
）

15.5 12

43
.7
5

5.
5

5.
5

5.
5

5.
5

W=90、W=12の場合（4枚建）

召合せ框（内）
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引違い窓（高窓）の組み立て2

枠を組み立ててください。（Ｗ＝５０、６０の場合にはFIX部にたて骨を取り付けてください）
引違い窓（高窓）のガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。
FIX部のガラスを入れてください。
押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。

ガラス厚３mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

押縁

後付けビード

ガラ
ス

ガラ
ス

押縁

後付けビード

ガラ
ス

※引違い窓（高窓）枠セット内の、
　小窓用左右たて枠と、クレセント
　ストッパー（上）は、枠を本体へ
　取り付けた後、取り付けます。

ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、Ｐ13を参照してください。

クレセントストッパー（上）
（WB2544）

右たて枠 左たて枠
たて枠上枠

小ねじトラス
4×7×8

パネル受け

無目

召合せ框（外）

下枠
上框

タッピンねじ2種丸
4×30×8-G5

ガラスビニール
（現地手配）

ホールプレート

下框

たて框

ホールプレート（長丸形状）

召合せ框（内）

ガラ
ス

ガラ
ス

＜50、60の場合＞

■W=50、60の場合

たて骨を取り付けてください。

無目

たて骨取付金具

たて骨

たて骨取付金具

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

たて骨取付金具

外 内

ねじ止め位置

下枠

はめ込み、
ねじ止めする。

たて骨取付金具

※たて骨が付く場合、内観左側にパネル受け敷板つき
　のものを取り付けてください。
　 （たて骨の内観右側に敷板がついています）

たて骨

ガラス敷板

パネル受け
（内観右用）

パネル受け
（内観左用）

ガラス敷板

※たて骨取付金具は上下同一です。

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

W=30、W=40、W=50、W=60の場合

内　部

外　部

枠を組み立ててください。
ガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。
中桟（オプション）の取り付けについては、下図を参照してください。
外鍵付きの中桟は、内観左側の外障子に取り付けてください。また、受けを外鍵に合わせ、召合せ框（内）に取り付けてください。

中桟は取り付ける前に、どちらか片側の部品を取りはずしてから「下記A寸法」切り縮め、取りはずした部品を再び同じ場所に
取り付けてください。
外鍵付きの中桟は、外鍵の付いている反対側を切り縮めしてください。

φ10

φ4.5

φ4.5
φ10

φ10

φ4.5

φ10
φ10

φ4.5 φ4.5

召合せ框（内）

突合せ框（右）

突合せ框（左）

召合せ框（外）戸先框

■現地穴加工位置■受け取り付け位置

2-φ3.4穴

ホールプレート

受け

中桟取り付け穴

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

下框

中桟
（オプション）

タッピンねじ2種丸
4×45×8-G5

召合せ框（外）

召合せ框（内）

ホールプレート
（円状）

上框上框

中桟

下框

■中桟取り付け位置

15mm

W呼称 A寸法

ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、P13を参照してください。

90、12の場合

ホールプレート

タッピンねじ2種皿
4×50×8-G5

突合せ框（右）

突合せ框（左）

ガラスビニール
（現地調達）

たて框

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

上枠

たて枠（左）

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

下枠

たて枠（左）

ジョイントピース

A

50
81
6

（
た
て
框
下
端
～
中
桟
取
り
付
け
穴
）

15.5 12

43
.7
5

5.
5

5.
5

5.
5

5.
5

W=90、W=12の場合（4枚建）

召合せ框（内）
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枠を組み立ててください。（FIX部にたて骨を2本取り付けてください）
引違い窓（高窓）のガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。
FIX部のガラスを入れてください。
押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。

ガラス厚３mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

押縁

後付けビード

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

召合せ框（外）

上框

タッピンねじ2種丸
4×30×8-G5

ガラスビニール
（現地手配）

ホールプレート

下框

ホールプレート（長丸形状）

召合せ框（内）

ガラ
ス

ガラ
ス

突合せ框（右）

ガラ
ス

突合せ框（左）

たて框

ガラ
ス

※引違い窓（高窓）枠セット内の、
　小窓用左右たて枠と、クレセント
　ストッパー（上）は、枠を本体へ
　取り付けた後、取り付けます。

ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、Ｐ13を参照してください。

クレセントストッパー（上）
（WB2544）

（勝手違い）
左たて枠 左たて枠

たて枠上枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

小ねじトラス
4×7×8

パネル受け

無目

下枠

※たて骨取付金具は上下同一です。

無目

たて骨取付金具

たて骨

たて骨取付金具

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

たて骨取付金具

外 内

ねじ止め位置

下枠

はめ込み、
ねじ止めする。

たて骨取付金具

※たて骨が付く場合、内観左側にパネル受け敷板つき
　のものを取り付けてください。
　 （たて骨の内観右側に敷板がついています）

たて骨

ガラス敷板

パネル受け
（内観右用）

パネル受け
（内観左用）

ガラス敷板

たて骨を2本取り付けてください。

W=90の場合

外　部

内　部

施
工
手
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FIX窓の組み立て　中桟なし3
枠を組み立ててください。
ガラス（ポリカパネル）を入れてください。
押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。
（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

上枠

たて枠

下枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7ーG5

押縁

ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、P13を参照してください。
ガラス厚3mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

ガラ
ス

※ポ
リカ
パネ
ル

先付けビード

先付けビード

先付けビード

後付けビード　GB2645 先付けビード　GB3912

●ポリカパネル時ビード材断面図

後付けビード

本体付属のガラス用ビード材を使用すると、
ポリカパネルにクラックが発生するおそれがあります。

ポリカパネルの場合、必ずポリカパネル用のビード材を使用してください

※ポリカパネル時のビードの対応方法については、
　P13を参照してください。

枠を組み立ててください。（FIX部にたて骨を2本取り付けてください）
引違い窓（高窓）のガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。
FIX部のガラスを入れてください。
押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。

ガラス厚３mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

押縁

後付けビード

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

召合せ框（外）

上框

タッピンねじ2種丸
4×30×8-G5

ガラスビニール
（現地手配）

ホールプレート

下框

ホールプレート（長丸形状）

召合せ框（内）

ガラ
ス

ガラ
ス

突合せ框（右）

ガラ
ス

突合せ框（左）

たて框

ガラ
ス

※引違い窓（高窓）枠セット内の、
　小窓用左右たて枠と、クレセント
　ストッパー（上）は、枠を本体へ
　取り付けた後、取り付けます。

ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、Ｐ13を参照してください。

クレセントストッパー（上）
（WB2544）

（勝手違い）
左たて枠 左たて枠

たて枠上枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

小ねじトラス
4×7×8

パネル受け

無目

下枠

※たて骨取付金具は上下同一です。

無目

たて骨取付金具

たて骨

たて骨取付金具

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

たて骨取付金具

外 内

ねじ止め位置

下枠

はめ込み、
ねじ止めする。

たて骨取付金具

※たて骨が付く場合、内観左側にパネル受け敷板つき
　のものを取り付けてください。
　 （たて骨の内観右側に敷板がついています）

たて骨

ガラス敷板

パネル受け
（内観右用）

パネル受け
（内観左用）

ガラス敷板

たて骨を2本取り付けてください。

W=90の場合

外　部

内　部

施
工
手
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FIX窓の組み立て　中桟あり4-1
枠を組み立ててください。（Ｗ＝50，60の場合にはたて骨を取り付けてください）
ガラスを入れてください。
押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

上枠

たて枠

下枠

無目

タッピンねじ2種なべ
4×25×7ーG5

後付けビード

押縁

■Ｗ＝50，60の場合

無目

たて骨

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

下枠

はめ込み、
ねじ止めする。

※たて骨取付金具
（下枠用）

上枠

たて骨取付金具

たて骨取付金具

たて骨取付金具

たて骨取付金具
※上枠、無目に使用

上枠、無目用ねじ止め穴
（中央）

たて骨取付金具（下枠用）
※下枠のみ使用

下枠用ねじ止め穴
（端部）

ガラ
ス

ガラ
ス

外 内

換気枠を取り付ける場合は、P81を参照してください。
ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、P13を参照してください。
ガラス厚3mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

　下図を参照して取り付けてください。
　と形状が異なります。
※下枠用のたて骨取付金具は他の金具

下

上
無目上下

敷板

施
工
手
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※換気枠取り付け部のガラスは、FIX枠を本体に取り付ける際に、同時に取り付けてください。

換気枠補助材（上下）を換気枠に取り付けてください。
換気枠補助材（たて）を換気枠にねじ止めしてください。

FIX下枠に取り付けられている『ガラス敷板』を  
取りはずしてください。（50・60の場合は、換気枠
取り付け側のみ）

FIX枠を右図の状態まで、組み立ててください。
右図のように換気枠を挿入後、残りのFIXたて枠を取り付けてください。

換気枠

換気枠補助材（上）

『スライド』

換気枠補助材（下）

タッピンねじ2種なべ
4×30×7-G5

換気枠補助材（たて）

換気枠補助材（たて）

換気枠

FIXたて枠FIXたて枠

換気枠

たて骨

たて骨

FIX上枠

無目

換気枠

FIX下枠

無目

FIX上枠

FIX下枠

ガラス敷板
『取りはずす』

FIX下枠

『スライド』

閉

開

閉

開

換気枠を取り付ける場合

30・40の場合 50・60の場合
施
工
手
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FIX窓（腰下アルミパネル）の組み立て4-2
無目と下枠に先付けビードを通し込んでください。
枠を組み立ててください。
腰下パネル部の上下に、後付けビードを入れてください。
ガラスを入れ、押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。

たて枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

下枠

腰下アルミパネル

ガラ
ス

後付けビード

後付けビード　3K-2392

※ガラス厚とはく離
　方法はP13参照

※上部ガラス部と、下部腰下パネル部のビードは種類が異なりますので注意してください。

押縁

上枠

パネル受け

小ねじトラス
4×7×8

無目

小ねじトラス
4×7×8

先付けビード
※通し込んでください。

後付けビード　WB4863

※2枚はく離して
　挿入してください。

はく離

先付けビード　GB7171

3K1953 3K2392

WB4863GB7171

GB7171 WB4863

後付けビード

無目

後付けビード

後付けビード

下枠

先付けビード

（現地取り付け）

■納まり図

先付けビード

（取り付け済）

後付けビード

先付けビード

（現地取り付け）

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

外

　部

内

　部

内　部

外　部

施
工
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ガラスルーバー窓の組み立て5
枠を組み立ててください。
組み立てたたて枠を本体のたて枠にねじ止めしてください。
操作ハンドル、ハンドルカバーを取り付けてください。（図-1，2参照）
組み立て後、ガラスを室内側上部より挿入してください。
ガラスは端部にシールが施してあります。右図のように
シール面の向きに注意し、ガラスをはめ込んでください。
FIX部のガラスを入れてください。
押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。

使用される左右どちらかのたて枠加工穴内に操作ハンドルのアームを入れ、アームの穴と連動棒の穴を合わせ、
アーム取り付けねじにて連動棒側よりねじ止めしてください。（図-１）
操作ハンドル本体を、同梱の操作ハンドル取り付けねじを用いてたて枠にねじ止めしてください。
ねじキャップをはめ込んでください。
ハンドルを取り付けなかったたて枠加工穴に、ハンドルカバーを取り付けてください。（図-２）

連動棒とハンドルアームの連結（Ｂ部詳細図）は、確実に行ってください。
確実に行わないと、ガラスの可動に不具合が生じるおそれがあります。

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

押縁

小ねじトラス
4×7×8

下枠

無目

タッピンねじ2種なべ
4ｘ25ｘ7-G5

たて枠

上枠

後付けビード

FIXパネル受け

アーム取り付けねじ
小ねじトラス

ガラスホルダー
連動棒連動棒

操作ハンドル

小ねじなべ
5×18×9

たて枠

ルーバー枠

シール面

ねじキャップ

取りはずし用凹部

4×6×8

ハンドルカバー

連動棒

ねじ部

Ｂ部詳細図

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

ガラ
ス

Ｂ

（図-１） （図-2）

操作ハンドルアーム

ガラス厚別に使用するビードの対応方法については、P13を参照してください。
ガラス厚3mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

操作ハンドル取り付けねじ

たて枠

室外側 室内側

FIX窓（腰下アルミパネル）の組み立て4-2
無目と下枠に先付けビードを通し込んでください。
枠を組み立ててください。
腰下パネル部の上下に、後付けビードを入れてください。
ガラスを入れ、押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。

たて枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

下枠

腰下アルミパネル

ガラ
ス

後付けビード

後付けビード　3K-2392

※ガラス厚とはく離
　方法はP13参照

※上部ガラス部と、下部腰下パネル部のビードは種類が異なりますので注意してください。

押縁

上枠

パネル受け

小ねじトラス
4×7×8

無目

小ねじトラス
4×7×8

先付けビード
※通し込んでください。

後付けビード　WB4863

※2枚はく離して
　挿入してください。

はく離

先付けビード　GB7171

3K1953 3K2392

WB4863GB7171

GB7171 WB4863

後付けビード

無目

後付けビード

後付けビード

下枠

先付けビード

（現地取り付け）

■納まり図

先付けビード

（取り付け済）

後付けビード

先付けビード

（現地取り付け）

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

外

　部

内

　部

内　部

外　部
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折りたたみ戸の組み立て6
■枠取り付けについて

枠のたわみ、そりに注意して取り付けてください。
本製品は、ねじれ・たわみ・そり・倒れなどがある場合、障子の開閉に悪影響をおよぼします。
枠の取り付けの際に下記のことに注意し、取り付けてください。

片開き仕様の場合、吊元側になる方のみ吊元固定を取り付け、戸先側にはホールシールド（丸）を貼り付けてください。
戸先側に吊元固定があると、折りたたみ戸が閉まらなくなります。

枠の組み立て
枠を組み立てる際には、枠のねじれ・たわみ・傾きがないことを確認し、タッピンねじなべ4×30で枠をしっかり組み立ててください。
上枠の仮止めねじをはずし、上枠補助（長）×1本、上枠補助（短）×2本をそれぞれはずしてください。
たて枠の上下左右４箇所に、吊元固定をタッピン２種バインド４×１２，７角で、吊元調整板が障子側になるよう取り付けてください。

※上枠補助（長）（短）、ねじは再度取り付けますので、なくさないようにしてください。

たわ
み

そり

まっ
すぐ

たて枠

上枠

はずす

はずす

はずす

仮止めねじ

吊元固定

下枠

タッピンねじなべ
4×30　G=5　

上枠補助（短）

上枠補助（長）

上枠補助（短）

タッピン2種バインド（シルバー）
4×12　7角　吊元調整板

たて枠

ホールシールド

＜片開き仕様　戸先側の場合＞

外　部

内　部
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※たて骨が付く場合、内観左側にパネル受け敷板つき
　のものを取り付けてください。
　（たて骨の内観右側に敷板がついています）

たて枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

上枠

小ねじトラス
4×7×8

無目（FIX）

パネル受け

押縁

■W=60の場合

たて骨取付金具

たて骨取付金具

ねじ止め穴位置

たて骨取付金具

上枠

たて骨

たて骨取付金具

はめ込み、
ねじ止めする。

タッピンねじ3種トラス

無目（FIX）

4×12×8

上枠シーラー

無目シーラー

後付けビード

先付けビード

先付けビード

先付けビード

先付けビード

ガラス厚別に使用するビードの対応方法
については、P13を参照ください。

たて骨
ガラス敷板

パネル受け
（内観右用）

パネル受け
（内観左用）

ガラス敷板

ガラ
ス

上部FIX窓の場合

外　部

外　部

内　部

内　部

腰パネルの組み立て7

枠を組み立ててください。（W=60の場合は、FIX部にたて骨を取り付けてください）
FIX部のガラスを入れてください。
押縁を内部側よりはめ込み、後付けビードで止めてください。（後付けビードの取り付けについてはP40を参照してください）

ガラス厚3mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

折りたたみ戸の組み立て6
■枠取り付けについて

枠のたわみ、そりに注意して取り付けてください。
本製品は、ねじれ・たわみ・そり・倒れなどがある場合、障子の開閉に悪影響をおよぼします。
枠の取り付けの際に下記のことに注意し、取り付けてください。

片開き仕様の場合、吊元側になる方のみ吊元固定を取り付け、戸先側にはホールシールドを貼り付けてください。
戸先側に吊元固定があると、折りたたみ戸が閉まらなくなります。

枠の組み立て
枠を組み立てる際には、枠のねじれ・たわみ・傾きがないことを確認し、タッピンねじなべ4×30で枠をしっかり組み立ててください。
上枠の仮止めねじをはずし、上枠補助（長）×1本、上枠補助（短）×2本をそれぞれはずしてください。
たて枠の上下左右４箇所に、吊元固定をタッピン２種バインド４×１２，７角で、吊元調整板が障子側になるよう取り付けてください。

※上枠補助（長）（短）、ねじは再度取り付けますので、なくさないようにしてください。

たわ
み

そり

まっ
すぐ

たて枠

上枠

はずす

はずす

はずす

仮止めねじ

吊元固定

下枠

タッピンねじなべ
4×30　G=5　

上枠補助（短）

上枠補助（長）

上枠補助（短）

タッピン2種バインド
4×12　7角　吊元調整板

たて枠

ホールシールド

＜片開き仕様　戸先側の場合＞

外　部

内　部
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上部引違い窓の場合

　枠を組み立ててください。
　引違い窓のガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。

たて枠

上枠

無目（引違い）

※引違い窓枠セット内の、引違い
　窓用左右たて枠と、クレセント
　ストッパー（上）は、枠を本体へ
　取り付けたあと、取り付けます。

右たて枠

左たて枠

クレセントストッパー（上）

（WB2544）

タッピンねじ2種なべ

4×25×7-G5

上枠シーラー

無目シーラー

（W=30,60の場合）

下框

タッピンねじ2種丸

4×25×7-G5

召合せ框（内）

たて框

上框

召合せ框（外）

ホールプレート（長丸形状）

ホールプレート（長丸形状）

ガラスビニール

（現地手配）

　　　ガラス厚3mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

ガラ
ス

ガラ
ス

内　部

外　部

施
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　枠を組み立ててください。

　引違い窓のガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。

　　　ガラス厚3mm以外の場合は、
　　　ビードの剥離が必要となります。

たて枠

上枠

無目（引違い）

タッピンねじ2種なべ

4×25×7-G5

上枠シーラー

無目シーラー

※W=12の場合は、無目（引違い）に無目補強材を
　取り付けてから、枠を組み立ててください。（下図参照）

無目（引違い）

無目補強材

下面

タッピンねじ3種トラス

4×12×8

ドライバー
※位置決めのため
　φ8穴にドライバー
　を指してください　

■無目補強材の取り付け（W=12の場合のみ）

　無目（引違い）に無目補強材を挿入し、
　ねじ止めしてください。

※引違い窓枠セット内の、引違い
　窓用左右たて枠と、クレセント
　ストッパー（上）は、枠を本体へ
　取り付けたあと、取り付けます。

左たて枠

左たて枠

クレセントストッパー（上）
（WB2544）

（W=90,12の場合）

（勝手違い）

召合せ框（外）

上框

タッピンねじ2種丸

4×30×8-G5

ガラスビニール

（現地手配）

ホールプレート（長丸形状）

下框

ホールプレート（長丸形状）

召合せ框（内）

ガラ
ス

ガラ
ス

突合せ框（右）

ガラ
ス

突合せ框（左）

たて框

ガラ
ス

上部引違い窓の場合

内　部

外　部

上部引違い窓の場合

　枠を組み立ててください。
　引違い窓のガラスにガラスビニールを付け、框を組み立ててください。

たて枠

上枠

無目（引違い）

※引違い窓枠セット内の、引違い
　窓用左右たて枠と、クレセント
　ストッパー（上）は、枠を本体へ
　取り付けたあと、取り付けます。

右たて枠

左たて枠

クレセントストッパー（上）

（WB2544）

タッピンねじ2種なべ

4×25×7-G5

上枠シーラー

無目シーラー

（W=30,60の場合）

下框

タッピンねじ2種丸

4×25×7-G5

召合せ框（内）

たて框

上框

召合せ框（外）

ホールプレート（長丸形状）

ホールプレート（長丸形状）

ガラスビニール

（現地手配）

　　　ガラス厚3mm以外の場合は、ビードの剥離が必要となります。

ガラ
ス

ガラ
ス

内　部

外　部
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（W=30の場合）

枠を組み立てる前に、「腰パネルたて枠B」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
その際、下記の指示に従って、シーラーを切ってから、貼り付けてください。
また、下枠にバックアップ材（2mm）を貼り付けてください。
その際、サイディング下枠の凸部に沿って、貼り付けてください。（下図参照）
最上部の横胴縁にスペーサーを貼り付けてください。（下図参照）
（U溝の間を目安に貼り付けてください）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と外部面とで、
端部の貼り付け位置をずらしてください。
枠を組み立ててください。

腰パネルたて枠B

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

腰パネルたて枠B

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

■シーラーの切断・貼り付け位置

バックアップ材（2mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

下枠シーラー

下枠シーラー

上枠シーラー

上枠シーラー

φ4.5

■横胴縁納まり図

※18mmのサイディングパネルを取り付ける
　場合は、バックアップ材（2mm）は不要です。

■バックアップ材（2mm）の切断・貼り付け位置

横胴縁

横胴縁

スペーサー

　 

腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠B

横胴縁

φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

6.5mm切断

40.5

362.5

362.5

50.5

50.5

362.5

362.5

40.5

下部サイディングパネルの場合

内　部

外　部

内

　部

外

　部

内

　部

外

　部

バックアップ材（2mm）

サイディング下枠

凸部
79013 13

内

　部

外

　部
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（W=30の場合）

枠を組み立てる前に、「腰パネルたて枠B」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
その際、下記の指示に従って、シーラーを切ってから、貼り付けてください。
また、下枠にバックアップ材（2mm）を貼り付けてください。
その際、サイディング下枠の凸部に沿って、貼り付けてください。（下図参照）
最上部の横胴縁にスペーサーを貼り付けてください。（下図参照）
（U溝の間を目安に貼り付けてください）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と外部面とで、
端部の貼り付け位置をずらしてください。
枠を組み立ててください。

腰パネルたて枠B

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

腰パネルたて枠B

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

■シーラーの切断・貼り付け位置

バックアップ材（2mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

下枠シーラー

下枠シーラー

上枠シーラー

上枠シーラー

φ4.5

■横胴縁納まり図

※18mmのサイディングパネルを取り付ける
　場合は、バックアップ材（2mm）は不要です。

■バックアップ材（2mm）の切断・貼り付け位置

横胴縁

横胴縁

スペーサー

　 

腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠B

横胴縁

φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

6.5mm切断

40.5

362.5

362.5

50.5

50.5

362.5

362.5

40.5

下部サイディングパネルの場合

内　部

外　部

内

　部

外

　部

内

　部

外

　部

バックアップ材（2mm）

サイディング下枠

凸部
79013 13

内

　部

外

　部

 「腰パネルたて枠B」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
その際、下記の指示に従って、シーラーを切ってから、貼り付けてください。
また、下枠にバックアップ材（2mm）を貼り付けてください。その際、
サイディング下枠の凸部に沿って、貼り付けてください。（下図参照）
最上部の横胴縁にスペーサーを貼り付けてください。（下図参照）

（U溝の間を目安に貼り付けてください）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と
外部面とで、端部の貼り付け位置をずらしてください。
枠を組み立ててください。

※W=30用を2つ組み立てますが、その際、方立側のたて枠は、「腰パネルたて枠A」を取り付けてください。
　「腰パネルたてA」の上枠シーラーおよび下枠シーラーは、切断せずに貼り付けてください。

（W=60の場合）

パネル

方立

パネル

腰パネルたて枠A 腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠A

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

腰パネルたて枠B

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

バックアップ材（2mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

横胴縁

横胴縁

スペーサー

腰パネルたて枠B 腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠A 腰パネルたて枠A

■横胴縁納まり図

※18mmのサイディングパネルを取り付ける
　場合は、バックアップ材（2mm）は不要です。

■バックアップ材（2mm）の切断・貼り付け位置

腰パネルたて枠B

φ4.5
横胴縁

腰パネルたて枠A

φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

40.5

362
.5

362
.5

50.
5

50.5

362
.5

362
.5

40.
5

下部サイディングパネルの場合

内　部

外　部

外　部

内　部

外　部

内　部

内

　部

外

　部

外

　部

バックアップ材（2mm）

サイディング下枠

凸部
79013 13

内

　部

外

　部
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※W=60の場合と同様に、方立側のたて枠は、「腰パネルたて枠A」を取り付けてください。
　シーラーの貼り付け、枠の組み立て、スペーサーの貼り付けは、P89（W=60の場合）を参照してください。

方立

パネル

（W=90,12の場合）

＜W=90＞

腰パネルたて枠B 腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠Ａ

パネル パネル

パネル パネル パネル パネル

＜W=12＞

腰パネルたて枠Ａ

方立

腰パネルたて枠Ａ

方立

腰パネルたて枠B 腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠Ａ 腰パネルたて枠Ａ

方立

腰パネルたて枠Ａ 腰パネルたて枠Ａ

方立

下部サイディングパネルの場合
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最下部の横胴縁に、ボード受け台座を取り付けたあと、スペーサーをボード受け台座の上部に貼り付けてください。（下図参照）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と外部面とで、端部の貼り付け位置をずらしてください。

ボード受け台座

横胴縁

ドリリングねじなべ
4×10×8

スペーサー

■納まり図

横胴縁

スペーサー

ボード受け台座

ドリリングねじなべ
4×10×8

横胴縁スペーサーボード受け台座

34.
5

368
.5

368
.5

44.
5

34.
5

368
.5

368
.5

44.
5

44.
5

368
.5

368
.5

34.
5

44.
5

368
.5

368
.5

34.
5

34.5 368.5 368.5 44.5

44.5 368.5 368.5 34.5

816

下部下地ボードの場合

内　部

外　部

内　部

外　部

外　部

内　部

内　部 外　部

※W=60の場合と同様に、方立側のたて枠は、「腰パネルたて枠A」を取り付けてください。
　シーラーの貼り付け、枠の組み立て、スペーサーの貼り付けは、P89（W=60の場合）を参照してください。

方立

パネル

（W=90,12の場合）

＜W=90＞

腰パネルたて枠B 腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠Ａ

パネル パネル

パネル パネル パネル パネル

＜W=12＞

腰パネルたて枠Ａ

方立

腰パネルたて枠Ａ

方立

腰パネルたて枠B 腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠Ａ 腰パネルたて枠Ａ

方立

腰パネルたて枠Ａ 腰パネルたて枠Ａ

方立

下部サイディングパネルの場合
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（W=30の場合）
枠を組み立てる前に、「腰パネルたて枠F」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
その際、下記の指示に従って、シーラーを切ってから、貼り付けてください。
また、下枠にバックアップ材（2mm）を貼り付けてください。
その際、サイディング下枠の凸部に沿って、貼り付けてください。（下図参照）
横胴縁に最下部のスペーサー位置を目安にスペーサーを貼り付けてください。
（U溝の間を目安に貼り付けてください）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と外部面とで、端部の貼り付け位置をずらしてください。
枠を組み立ててください。

下部下地ボードの場合

腰パネルたて枠F

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

横胴縁

バックアップ材（2mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

横胴縁

スペーサー

■シーラーの切断・貼り付け位置

腰パネルたて枠F

下枠シーラー

下枠シーラー

上枠シーラー

上枠シーラー

φ4.5

■横胴縁納まり図■バックアップ材（2mm）の切断・貼り付け位置

腰パネルたて枠F

φ4.5

φ4.5

腰パネルたて枠F

横胴縁

横胴縁

横胴縁

6.5mm切断

34.5

368
.5

368
.5

44.
5

44.5

368
.5

368
.5

34.
5

内　部

外　部

内

　部

外

　部

内

　部

外

　部

バックアップ材（2mm）

サイディング下枠

バックアップ材（2mm）

凸部

1000mm

815mm
185mm
切断 2mm

6m
m

内

　部

外

　部

施
工
手
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「腰パネルたて枠F」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
その際、下記の指示に従って、シーラーを切ってから、貼り付けてください。
また、下枠にバックアップ材（2mm）を貼り付けてください。その際、
サイディング下枠の凸部に沿って、貼り付けてください。（下図参照）
横胴縁に最下部のスペーサー位置を目安にスペーサーを貼り付けてください。
（U溝の間を目安に貼り付けてください）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と
外部面とで、端部の貼り付け位置をずらしてください。
枠を組み立ててください。

※W=30用を2つ組み立てますが、その際、方立側のたて枠は、「腰パネルたて枠E」を取り付けてください。
　「腰パネルたて枠E」の上枠シーラーおよび下枠シーラーは、切断せずに貼り付けてください。

（W=60の場合）

パネル

方立

パネル

腰パネルたて枠E 腰パネルたて枠F

■横胴縁（下）納まり図■バックアップ材（2mm）の切断・貼り付け位置

腰パネルたて枠E

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

横胴縁

バックアップ材（2mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

横胴縁

スペーサー

腰パネルたて枠F

腰パネルたて枠F

腰パネルたて枠E 腰パネルたて枠E

腰パネルたて枠F

腰パネルたて枠F

腰パネルたて枠E

φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

34.5

368
.5

368
.5

44.
5

44.5

368
.5

368
.5

34.
5

下部下地ボードの場合

外　部

内　部

外　部

外　部

内　部

内　部

外

　部

外

　部

内

　部

バックアップ材（2mm）

サイディング下枠

バックアップ材（2mm）

凸部

1000mm

815mm
185mm
切断 2mm

6m
m

内

　部

外

　部

（W=30の場合）
枠を組み立てる前に、「腰パネルたて枠F」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
その際、下記の指示に従って、シーラーを切ってから、貼り付けてください。
また、下枠にバックアップ材（2mm）を貼り付けてください。
その際、サイディング下枠の凸部に沿って、貼り付けてください。（下図参照）
横胴縁に最下部のスペーサー位置を目安にスペーサーを貼り付けてください。
（U溝の間を目安に貼り付けてください）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と外部面とで、端部の貼り付け位置をずらしてください。
枠を組み立ててください。

下部下地ボードの場合

腰パネルたて枠F

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

横胴縁

バックアップ材（2mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

横胴縁

スペーサー

■シーラーの切断・貼り付け位置

腰パネルたて枠F

下枠シーラー

下枠シーラー

上枠シーラー

上枠シーラー

φ4.5

■横胴縁納まり図■バックアップ材（2mm）の切断・貼り付け位置

腰パネルたて枠F

φ4.5

φ4.5

腰パネルたて枠F

横胴縁

横胴縁

横胴縁

6.5mm切断

34.5

368
.5

368
.5

44.
5

44.5

368
.5

368
.5

34.
5

内　部

外　部

内

　部

外

　部

内

　部

外

　部

バックアップ材（2mm）

サイディング下枠

バックアップ材（2mm）

凸部

1000mm

815mm
185mm
切断 2mm

6m
m

内

　部

外

　部

施
工
手
順
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（W=90,12の場合）
※W=60の場合と同様に、方立側のたて枠は、「腰パネルたて枠E」を取り付けてください。
　シーラーの貼り付け、枠の組み立て、スペーサーの貼り付けは、P93（W=60の場合）を参照してください。

方立

パネル

＜W=90＞

腰パネルたて枠F 腰パネルたて枠F

腰パネルたて枠E

パネル パネル

パネル パネル パネル パネル

＜W=12＞

腰パネルたて枠E

方立

腰パネルたて枠E

方立

腰パネルたて枠F 腰パネルたて枠F

腰パネルたて枠E 腰パネルたて枠E

方立

腰パネルたて枠E 腰パネルたて枠E

方立

下部下地ボードの場合

施
工
手
順
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（W=30の場合）
枠を組み立てる前に、「腰アルミパネルたて枠B」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
その際、下記の指示に従って、シーラーを切ってから、貼り付けてください。
また、下枠にクッション材（10mm）を貼り付けてください。
その際、サイディング下枠の凸部に沿って、貼り付けてください。（下図参照）
枠を組み立ててください。

腰アルミパネルたて枠B

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

■シーラーの切断・貼り付け位置

クッション材（10mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

下枠シーラー

下枠シーラー

上枠シーラー

上枠シーラー

■アルミパネルＡ納まり図

■クッション材（10mm）の切断・貼り付け位置

腰アルミパネルたて枠B

腰アルミパネルたて枠B

φ4.5

アルミパネルＡ

クッション材（10mm）

サイディング下枠

凸部

接着面

φ4.5

φ4.5

アルミパネルＡ

アルミパネルＡ

φ4.5

腰アルミパネルたて枠B

腰アルミパネルA

クッション材（10mm） 接着面

6.5mm切断

1000mm

815mm185mm切断 10mm

12
m
m

下部アルミパネルの場合

外

　部

内

　部

外

　部

内

　部

外

　部

内

　部

外　部

内　部

（W=90,12の場合）
※W=60の場合と同様に、方立側のたて枠は、「腰パネルたて枠E」を取り付けてください。
　シーラーの貼り付け、枠の組み立て、スペーサーの貼り付けは、P93（W=60の場合）を参照してください。

方立

パネル

＜W=90＞

腰パネルたて枠F 腰パネルたて枠F

腰パネルたて枠E

パネル パネル

パネル パネル パネル パネル

＜W=12＞

腰パネルたて枠E

方立

腰パネルたて枠E

方立

腰パネルたて枠F 腰パネルたて枠F

腰パネルたて枠E 腰パネルたて枠E

方立

腰パネルたて枠E 腰パネルたて枠E

方立

下部下地ボードの場合

施
工
手
順
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（W=60の場合）
下部アルミパネルの場合

外

　部

外

　部

内

　部

外　部

内　部

内　部

外　部

内　部

外　部

※W=30用を2つ組み立てますが、その際、方立側のたて枠は、「腰アルミパネルたて枠A」を取り付けてください。

「腰アルミパネルたてA」の上枠シーラーおよび下枠シーラーは、切断せずに貼り付けてください。

　枠を組み立てる前に、「腰アルミパネルたて枠B」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
　その際、P95の指示に従って、シーラーを切ってから、貼り付けてください。
　また、下枠にクッション材（10mm）を貼り付けてください。
　 その際、サイディング下枠の凸部に沿って、貼り付けてください。（下図参照）

　枠を組み立ててください。

　 

方立

腰アルミパネルたて枠A 腰アルミパネルたて枠B

腰アルミパネルたて枠A 腰アルミパネルたて枠A

腰アルミパネルたて枠B

腰アルミパネルたて枠A

腰アルミパネルたて枠A

タッピンねじ2種なべ

4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

タッピンねじ2種なべ

4×25×7-G5

クッション材（10mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

■アルミパネルＡ納まり図

φ4.5

パネルＡ

腰アルミパネルたて枠B

腰アルミパネルA

腰アルミパネルたて枠B

アルミ

φ4.5

パネルＡ
アルミ

φ4.5

φ4.5

アルミ

パネル

アルミ

パネル

※切断･貼付位置は
　 P91参照

※切断･貼付位置は
　 P94参照

腰アルミパネルたて枠B

施
工
手
順
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（W=90,12の場合）
※W=60の場合と同様に、方立側のたて枠は、「腰アルミパネルたて枠A」を取り付けてください。
　シーラーの貼り付け、枠の組み立て、クッション材の貼り付けは、P96（W=60の場合）を参照してください。

方立

パネル

＜W=90＞

腰アルミパネルたて枠B 腰アルミパネルたて枠B

腰アルミパネルたて枠Ａ

パネル パネル

パネル パネル パネル パネル

＜W=12＞

腰アルミパネルたて枠Ａ

方立

腰アルミパネルたて枠Ａ

方立

腰アルミパネルたて枠B 腰アルミパネルたて枠B

腰アルミパネルたて枠Ａ 腰アルミパネルたて枠Ａ

方立

腰アルミパネルたて枠Ａ 腰アルミパネルたて枠Ａ

方立

アルミ アルミ アルミ

アルミ アルミ アルミ アルミ

下部アルミパネルの場合

施
工
手
順
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袖パネルの組み立て（W=30のみ）8

■スペーサーの貼り付け位置（最上部の横胴縁のみ）
＜H22の場合＞ 横胴縁

スペーサー

■納まり図

横胴縁

スペーサー

横胴縁スペーサー

＜H24の場合＞

＜H22の場合＞

横胴縁スペーサー

＜H24の場合＞

横胴縁

スペーサー

U溝

U溝

40.
5

362
.5

362
.5

50.
5

100

242

363

110

50.
5

362
.5

362
.5

40.
5

110

363

242
100

40.5 362.5 362.5 50.5

50.5 362.5 362.5 40.5

816

100 242 363 110

110 363 242 100

816

サイディングパネルの場合

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部 外　部

外　部

内　部

外　部

内　部

施
工
手
順
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枠を組み立てる前に、「袖パネルたて枠A」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
最上部の横胴縁にスペーサーを貼り付けてください。（P98参照）
（U溝の間を目安に貼り付けてください）
枠を組み立ててください。

袖パネルたて枠A

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

袖パネルたて枠A

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

横胴縁

バックアップ材（2mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

■シーラーの貼り付け位置

袖パネルたて枠A

下枠シーラー

下枠シーラー

上枠シーラー

上枠シーラー

■横胴縁納まり図

横胴縁

スペーサー

袖パネルたて枠A

※18mmのサイディングパネルを取り付ける
　場合は、バックアップ材（2mm）は不要です。

■バックアップ材（2mm）の切断・貼り付け位置 φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

サイディングパネルの場合

外　部

内　部

内

　部

外

　部

内

　部

外

　部

バックアップ材（2mm）

サイディング下枠

凸部
79013 13

内

　部

外

　部

袖パネルの組み立て（W=30のみ）8

■スペーサーの貼り付け位置（最上部の横胴縁のみ）
＜H22の場合＞ 横胴縁

スペーサー

■納まり図

横胴縁

スペーサー

横胴縁スペーサー

＜H24の場合＞

＜H22の場合＞

横胴縁スペーサー

＜H24の場合＞

横胴縁

スペーサー

U溝

U溝

40.
5

362
.5

362
.5

50.
5

100

242

363

110

50.
5

362
.5

362
.5

40.
5

110

363

242
100

40.5 362.5 362.5 50.5

50.5 362.5 362.5 40.5

816

100 242 363 110

110 363 242 100

816

サイディングパネルの場合

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部 外　部

外　部

内　部

外　部

内　部

施
工
手
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■納まり図

横胴縁

スペーサー

ボード受け台座

ドリリングねじなべ
4×10×8

ボード受け台座

横胴縁

ドリリングねじなべ
4×10×8

スペーサー

横胴縁スペーサーボード受け台座

34.
5

368
.5

368
.5

44.
5

34.
5

368
.5

368
.5

44.
5

44.
5

368
.5

368
.5

34.
5

44.
5

368
.5

368
.5

34.
5

34.5 368.5 368.5 44.5

44.5 368.5 368.5 34.5

816

内　部

内　部

内　部 外　部

外　部

外　部

内　部

外　部

最下部の横胴縁に、ボード受け台座を取り付けたあと、スペーサーをボード受け台座の上部に貼り付けてください。（下図参照）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と外部面とで、端部の貼り付け位置をずらしてください。

下部下地ボードの場合

施
工
手
順
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下部下地ボードの場合

内　部

外　部

外

　部

内

　部

内

　部

枠を組み立てる前に、「袖パネルたて枠E」に上枠シーラー、下枠シーラーを貼り付けてください。
横胴縁に最下部のスペーサー位置を目安にスペーサーを貼り付けてください。
（U溝の間を目安に貼り付けてください）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と外部面とで、端部の貼り付け位置をずらしてください。
枠を組み立ててください。

袖パネルたて枠E

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

サイディング上枠

サイディング下枠

タッピンねじ2種なべ
4×25×7-G5

バックアップ材（2mm）

上枠シーラー

下枠シーラー

横胴縁

スペーサー

■シーラーの貼り付け位置

下枠シーラー
上枠シーラー

■バックアップ材（2mm）の切断・貼り付け位置

下枠シーラー

上枠シーラー

袖パネルたて枠E

袖パネルたて枠E

袖パネルたて枠E

■横胴縁納まり図

φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

φ4.5
横胴縁

34.
5

368
.5

368
.5

44.
5

44.
5

368
.5

368
.5

34.
5

バックアップ材（2mm）

サイディング下枠

バックアップ材（2mm）

凸部

1000mm

815mm
185mm
切断 2mm

6m
m

内

　部

外

　部

■納まり図

横胴縁

スペーサー

ボード受け台座

ドリリングねじなべ
4×10×8

ボード受け台座

横胴縁

ドリリングねじなべ
4×10×8

スペーサー

横胴縁スペーサーボード受け台座

34.
5

368
.5

368
.5

44.
5

34.
5

368
.5

368
.5

44.
5

44.
5

368
.5

368
.5

34.
5

44.
5

368
.5

368
.5

34.
5

34.5 368.5 368.5 44.5

44.5 368.5 368.5 34.5

816

内　部

内　部

内　部 外　部

外　部

外　部

内　部

外　部

最下部の横胴縁に、ボード受け台座を取り付けたあと、スペーサーをボード受け台座の上部に貼り付けてください。（下図参照）
パネルを取り付ける際、スペーサーを貫通して、ねじを止めるので、内部面と外部面とで、端部の貼り付け位置をずらしてください。

下部下地ボードの場合

施
工
手
順
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※桁キャップにげ加工
　必要箇所（両側面）

側面ユニットの加工1

3.各ユニットの取り付け

側面ユニットは現地にて加工が必要です。
加工は下記を参照してください。

間口側の開口枠の挿入2
間口側の開口枠を挿入する際は、ねじが
たて枠のフィンに当たらないように枠を
挿入してください。

引違い窓（テラス）の取り付け3
引違い窓（テラス）枠取り付け後、障子を入れはずれ止め調整
をしてください。

【引違い窓（テラス）】

※本図は、引違い窓（高窓）枠の場合
　すべての開口ユニットに、 にげ加工が必要です。

※本図は外観左側の場合

※側面柱側に開口ユニットを
　取り付ける際には、桁キャ
　ップをにげる加工を現地で
　お願いいたします。

13m
m

3m
m

Ｆ

4×13×8
ドリリングねじなべ

すき間をそろえるすき間をそろえる

調
整
ね
じ

は
ず
れ
止
め

4×16×7
ドリリングねじ皿

4×16×7
ドリリングねじ皿

建付け調整後、ねじをゆるめ
障子開閉に支障のない高さま
でいっぱいに上げ、再びねじ
を締めつけてください。
障子落下防止のため、はずれ
止めを確実にかけてください。

※たて枠取り付け用ねじは必要以上に締めない
　でください。目地が不ぞろいになります。

■障子のはずれ止め取付けの注意

たて枠

枠を挿入してください。
ねじがたて枠のフィンに当たらないように

外　部 内　部

内　部

外　部
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引違い窓（高窓）／FIX窓の取り付け4
引違い窓（高窓）枠取り付け後、障子を入れはずれ止め調整を
してください。

ドリリングねじなべ
4×13×8

ドリリングねじ皿
4×16×7

【引違い窓（高窓）／FIX窓】

小ねじ皿
4×8×7

右たて枠 小ねじトラス
4×7×8

ドリリングねじ皿
4×16×7

すき間をそろえる すき間をそろえる

※たて枠取り付け用
　ねじは必要以上に
　締めないでください。
　目地が不ぞろいに
　なります。

（内観）

クレセント
ストッパー（上）

左たて枠

右たて枠

F

1
2

3

・枠を本体へ取り付け後、
　左右たて枠を、FIXたて枠
　にφ3.5の穴加工を行い
　小ねじ皿4×8×7で取り付
　けてください。
・左たて枠を取り付け後、
　クレセントストッパー（上）を
　上枠に取り付けてください。
（引違い窓（高窓）用のたて
　枠の左右は室内側から見
　た場合の左右です）

FIX右たて枠

FIX左たて枠

外　部

内　部

内　部外　部

※桁キャップにげ加工
　必要箇所（両側面）

側面ユニットの加工1

3.各ユニットの取り付け

側面ユニットは現地にて加工が必要です。
加工は下記を参照してください。

間口側の開口枠の挿入2
間口側の開口枠を挿入する際は、ねじが
たて枠のフィンに当たらないように枠を
挿入してください。

引違い窓（テラス）の取り付け3
引違い窓（テラス）枠取り付け後、障子を入れはずれ止め調整
をしてください。

【引違い窓（テラス）】

※本図は、引違い窓（高窓）枠の場合
　すべての開口ユニットに、 にげ加工が必要です。

※本図は外観左側の場合

※側面柱側に開口ユニットを
　取り付ける際には、桁キャ
　ップをにげる加工を現地で
　お願いいたします。

13m
m

3m
m

Ｆ

4×13×8
ドリリングねじなべ

すき間をそろえるすき間をそろえる

調
整
ね
じ

は
ず
れ
止
め

4×16×7
ドリリングねじ皿

4×16×7
ドリリングねじ皿

建付け調整後、ねじをゆるめ
障子開閉に支障のない高さま
でいっぱいに上げ、再びねじ
を締めつけてください。
障子落下防止のため、はずれ
止めを確実にかけてください。

※たて枠取り付け用ねじは必要以上に締めない
　でください。目地が不ぞろいになります。

■障子のはずれ止め取付けの注意

たて枠

枠を挿入してください。
ねじがたて枠のフィンに当たらないように

外　部 内　部

内　部

外　部
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※FIXたて枠最下部のねじが、止めにくい場合は、
　換気枠を一旦上方へスライドさせて、取り付けてください。

FIX窓の取り付け5

換気枠を取り付ける場合

室内側から補助材カバーを下図のように挿入してください。
室外側・室内側からねじ止めしてください。

FIX枠セットに同梱の押縁材を、下表の寸法に切断してください。
ガラスを入れ、押縁・後付けビードを取り付けてください。
（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

4×16×7

ドリリングねじ皿

ドリリングねじ皿

4×16×7

【FIX窓】

すき間をそろえる すき間をそろえる

■押縁切断寸法表

4×10×8
ドリリングねじなべ

4×10×8
ドリリングねじなべ

後付けビード

ガラス

換気枠補助材（上）

『はめ込み＋スライド』

換気枠

補助材カバー

（方立）
FIXたて枠

4×13×8
ドリリングねじなべ

※たて枠取り付け用ねじは必要以上に
　締めないでください。
　目地が不ぞろいになります。

935mm

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部

内　部

外　部 外　部
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※FIXたて枠最下部のねじが、止めにくい場合は、
　換気枠を一旦上方へスライドさせて、取り付けてください。

FIX窓の取り付け5

換気枠を取り付ける場合

室内側から補助材カバーを下図のように挿入してください。
室外側・室内側からねじ止めしてください。

FIX枠セットに同梱の押縁材を、下表の寸法に切断してください。
ガラスを入れ、押縁・後付けビードを取り付けてください。
（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

4×16×7

ドリリングねじ皿

ドリリングねじ皿

4×16×7

【FIX窓】

すき間をそろえる すき間をそろえる

■押縁切断寸法表

4×10×8
ドリリングねじなべ

4×10×8
ドリリングねじなべ

後付けビード

ガラス

換気枠補助材（上）

『はめ込み＋スライド』

換気枠

補助材カバー

（方立）
FIXたて枠

4×13×8
ドリリングねじなべ

※たて枠取り付け用ねじは必要以上に
　締めないでください。
　目地が不ぞろいになります。

935mm

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部

内　部

外　部 外　部

外　部 内　部

内　部

外　部

内　部

外　部

ドリリングねじ皿
4×24×7

【ガラスルーバー窓】

右たて枠

左たて枠

4×13×8
ドリリングねじなべ

すき間をそろえる すき間をそろえる

FIXパネル受け ドリリングねじ皿
4×24×7

小ねじトラス
4×7×8

押縁 ガラス

※たて枠取り付け用ねじは必要以上に締めないでください。
　目地が不ぞろいになります。

ガラスルーバー窓の取り付け6-1

ガラスルーバー窓網戸（オプション）の取り付け （ルーバー窓H（SH）＞1393の場合のみ）6-2
　左右たて枠にあらかじめ取り付けられている網戸固定金具取り付けねじを取りはずしてください。
　網戸に同梱されている網戸固定金具を、先程取りはずした網戸固定金具取り付けねじを用いて、
　たて枠に仮止めしてください。
　網戸のたて枠を左右いずれかの網戸固定金具にのみこませ、ケンドンにてたて枠に建て込んでください。（図1）
　網戸固定金具を内側に引き寄せ、網戸固定金具取り付けねじを締め込み、網戸を固定してください。（図2）

たて枠

網戸固定金具

網戸固定金具取り付けねじ

小ねじトラスφ4×7×8

網戸枠

たて枠

網戸枠

（図1） （図2）
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※たて枠取り付け用ねじは必要以上に
　締め付けないでください。
　目地が不ぞろいになります。

折りたたみ戸の取り付け7

枠の取り付け
組み立てた枠を下図のように本体に建て込み、各部の寸法を測定・調整しながら下図の順番通りに、
ドリリングねじでサッシ枠を固定してください。

上枠に上枠補助（長）をねじ止めしてください。

※P84 "枠取り付けについて" 参照してください。

300300

上枠補助（長）

折りたたみ戸枠

4×10×8.3
タッピン3種バインド

上枠補助（長）

4×10×8.3
タッピン3種バインド

上枠補助

4×19×8
ドリリングねじなべ

4×19×8
ドリリングねじなべ

4×19×8
ドリリングねじなべ

折りたたみ戸たて枠

折りたたみ戸上枠

上枠補助は（長）（短）の
２種類ありますが（長）のみ
両端300mm空けて中央に
取り付けてください。

セットされている
上枠補助が

セットされていない
上枠補助が

A部矢視図

A

外　部

内　部内　部外　部
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※片開き仕様，6枚パネルについては必ず片開き障子または中間障子と左右いずれかの障子と連結します。

障子の吊り込み
障子の構成
障子は、仕様により種類が異なります。
下図を参照し、各障子の配置を確認してから吊り込んでください。

4枚パネル引分け仕様

4枚パネル片開き仕様
（外観右障子が吊元の場合）

6枚パネル片開き仕様
（外観右障子が吊元の場合）

6枚パネル引分け仕様

中間障子

突合せ引手框

継材

継材

吊元固定用の穴加工あり 突合せ
引手框

突合せ
引手框

ゴムゴム

継材継材継材

グレモンハンドル グレモンハンドル グレモンハンドル

吊元引手框

中間障子外観右障子

吊元固定用の穴加工あり吊元固定用の穴加工あり 突合せ
引手框

突合せ
引手框

ゴムゴム

継材継材継材

グレモンハンドル グレモンハンドル

吊元引手框

グレモンハンドル

吊元引手框

片開き障子

吊元固定用の穴加工あり 突合せ
グレモンハンドル

突合せ引手框

継材

ゴム

グレモンハンドル

吊元引手框

引手框

外観右障子

中間障子 外観左障子外観右障子

外観左障子

吊元固定用の穴加工あり吊元固定用の穴加工あり 突合せ
グレモンハンドル

吊元引手框

継材

ゴム

グレモンハンドル

吊元引手框

引手框

外観右障子

内　側

内　側

内　側

内　側

外　側

外　側

外　側

外　側

※たて枠取り付け用ねじは必要以上に
　締め付けないでください。
　目地が不ぞろいになります。

折りたたみ戸の取り付け7

枠の取り付け
組み立てた枠を下図のように本体に建て込み、各部の寸法を測定・調整しながら下図の順番通りに、
ドリリングねじでサッシ枠を固定してください。

上枠に上枠補助（長）をねじ止めしてください。

※P84 "枠取り付けについて" 参照してください。

300300

上枠補助（長）

折りたたみ戸枠

4×10×8.3
タッピン3種バインド

上枠補助（長）

4×10×8.3
タッピン3種バインド

上枠補助

4×19×8
ドリリングねじなべ

4×19×8
ドリリングねじなべ

4×19×8
ドリリングねじなべ

折りたたみ戸たて枠

折りたたみ戸上枠

上枠補助は（長）（短）の
２種類ありますが（長）のみ
両端300mm空けて中央に
取り付けてください。

セットされている
上枠補助が

セットされていない
上枠補助が

A部矢視図

A

外　部

内　部内　部外　部
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※動かす時には、障子を軽く広げてから
　移動させてください。

※必ず右障子は外観右側から、左障子は外観左側から吊り込んでください

下戸車を下枠のレールに入れる

折り畳み側を外部に向けてください。
①折り畳んだ障子を外部側に傾けてください。
②下戸車やレールに傷がつかないように少し持ち上げながら、下戸車を下枠レールに入れます。
③上戸車のブラケット（障子を持ち上げ）を上枠に引っ掛けてください。

上枠補助（短）を上枠に止める
上枠へ上枠補助（短）をP106の図のようにしっかり止めてください。

3

2 1

※障子を下レールの上で引きずったり
　しないでください。
　レールや障子にキズが付きます。

吊り込み時に下戸車が
破損しないようにゆっくり
丁寧に下戸車をレールに
入れてください。

レール部

下枠

下戸車

上戸車
上枠

障子
折り畳み側

上枠

ブラケット

上戸車

下枠

下戸車

外　部

内　部

そのまま使用されても性能上問題はありませんが、左右の戸先の意匠をそろえたい場合は引手框のタイト材を取りはずしてください。

①引手框上部・下部のタッピン2種バインド（4×12）をはずしてください（取りはずしたねじは、不要です）。
②引手框上部のタッピン2種なべ（4×30）をはずして、上戸車をはずしてください（取りはずしたねじは、再度使用します）。
③引手框上部からタイト材をスライドさせて、取りはずしてください。
④タッピン2種なべ（4×30）で上戸車をねじ止めしてください。
⑤引手框上部・下部を折りたたみ戸枠セットに同梱されているタッピン2種バインド（4×12）でねじ止めしてください。
　（UC色以外は、色付きねじを使用してください）
⑥引手框上部・下部にある下穴にホールシールド（角）を貼り付けてください。

左右に取り付けた折りたたみ戸の戸先意匠をそろえたい場合
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吊元固定の調整

＜引分け仕様の場合＞

引分け仕様で障子を全開する際、障子の引き寄せが堅い場合や片開き仕様の場合は以下の吊元固定の調整を行ってください。

※吊元固定の調整は、ガラスを入れた後に行ってください。

①片側の吊元固定の吊元調整板（上下）を取りはずします。
②障子を吊元側に寄せ、もう一方の障子を閉じ、障子の引き寄せ確認を行います。
　引手框同士の突き合わせ部にすきまがないことを確認してください。
　（まだ障子の引き寄せが堅い場合は、もう一方の吊元固定の吊元調整板（上下）も取りはずし、②の確認を行ってください）
③吊元固定と吊元引手框をタッピン２種バインド４×１２，７角で、それぞれ固定してください。
　吊元調整板を取り付けていた箇所にも穴隠しのため、ねじを取り付けてください。

＜片開き仕様の場合＞
①吊元側の吊元固定の吊元調整板（上下）を取りはずします。
②障子を吊元側に寄せ、吊元側の障子を閉じ、障子の引き寄せ確認を行います。
　戸先側の引手框とたて枠が当たらないことを確認してください。
③吊元固定と吊元引手框をタッピン２種バインド４×１２，７角で、それぞれ固定してください。
　吊元調整板を取り付けていた箇所にも穴隠しのため、ねじを取り付けてください。

吊元調整板

たて枠

吊元引手框

吊元固定

③

②障子の引き寄せ確認(引分け仕様)
①

吊元固定吊元固定

②障子の引き寄せ確認(片開き仕様)

吊元固定

③

③

③

①

タッピン2種バインド（シルバー）
4×12,7角

※動かす時には、障子を軽く広げてから
　移動させてください。

※必ず右障子は外観右側から、左障子は外観左側から吊り込んでください

下戸車を下枠のレールに入れる

折り畳み側を外部に向けてください。
①折り畳んだ障子を外部側に傾けてください。
②下戸車やレールに傷がつかないように少し持ち上げながら、下戸車を下枠レールに入れます。
③上戸車のブラケット（障子を持ち上げ）を上枠に引っ掛けてください。

上枠補助（短）を上枠に止める
上枠へ上枠補助（短）をP106の図のようにしっかり止めてください。

3

2 1

※障子を下レールの上で引きずったり
　しないでください。
　レールや障子にキズが付きます。

吊り込み時に下戸車が
破損しないようにゆっくり
丁寧に下戸車をレールに
入れてください。

レール部

下枠

下戸車

上戸車
上枠

障子
折り畳み側

上枠

ブラケット

上戸車

下枠

下戸車

外　部

内　部

そのまま使用されても性能上問題はありませんが、左右の戸先の意匠をそろえたい場合は引手框のタイト材を取りはずしてください。

①引手框上部・下部のタッピン2種バインド（4×12）をはずしてください（取りはずしたねじは、不要です）。
②引手框上部のタッピン2種なべ（4×30）をはずして、上戸車をはずしてください（取りはずしたねじは、再度使用します）。
③引手框上部からタイト材をスライドさせて、取りはずしてください。
④タッピン2種なべ（4×30）で上戸車をねじ止めしてください。
⑤引手框上部・下部を折りたたみ戸枠セットに同梱されているタッピン2種バインド（4×12）でねじ止めしてください。
　（UC色以外は、色付きねじを使用してください）
⑥引手框上部・下部にある下穴にホールシールド（角）を貼り付けてください。

左右に取り付けた折りたたみ戸の戸先意匠をそろえたい場合
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６枚パネルのとき：左２枚+右４枚 または 左４枚+右２枚

連結金具セットは、中間障子または片開き
障子の引手框部にテープ止めされています。

障子の連結

■連結位置

■連結方法

パネル枚数が6枚のときは、必ず中間障子と左右いずれかの障子を連結してください。

６枚パネルまたは片開き仕様のとき、突合せ引手框に設けられた貫通穴を、連結金具で
固定することにより、お好みに合わせて開口パターンにすることができます。

連結は、連結する障子同士を半開き状態にして行います。

【例】

例

① 連結しようとする引手框の上・下にあるねじキャップおよびホールシールド（角）を取り除きます。
② 連結金具の両端に仮止めしてある小ねじ（4×8）を取りはずし、ホールシールド（角）を取り除いた穴に
　 連結金具を通します。
③ 連結金具の片側をねじ止めします。
④ 突合せ引手框（オス・メス）を合わせます。
⑤ ③と反対側の連結金具をねじ止めします。

ホールシールド（角）

連結金具・連結金具用ねじ入り小袋

突合せ引手框
中間障子または片開き障子

外観左障子中間障子

突合せ引手框
連結金具

突合せ引手框

外観右障子

半開き状態

　（メス）
4 突合せ用引手框

4 突合せ用引手框
　（オス）

5 小ねじなべ
4×8

継材

連結金具

継材 突合せ引手框

4×8

1 ねじキャップ
 （取り除く）

3 小ねじなべ

　（オス）
4 突合せ用引手框

（メス）
4 突合せ用引手框

5 小ねじなべ
4×8

1 ねじキャップ
（取り除く）

2 連結金具

1

（取り除く）
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　 ※ビードの剥離はガラスの厚みを実測した上で行ってください。

＜障子の分類＞

障子の框形状とガラス間口

＜障子の分類＞

ガラスのはめ込み前の確認（ガラスなしの場合）

障子のガラス間口は13mmで、ガラス厚4mm～5mmまで対応可能になっております。
下図・表を参考にしてください。

使用ガラス厚に応じたビードの剥離の有無は、下表を参照してください。

形  

状

先付けビードは工場出荷時に各框
に取り付けて固定します。
もしも誤って剥離を行った場合、
はずすことができませんので注意し
てください。

押縁 押縁 押縁押縁

たて框たて框 たて框 たて框

下框

押縁

上框

13

剥離部分

WB4862
後付けビード

WB4659
先付けビード

1枚剥離

剥離部分

WB4863
後付けビード

5mm

後付けビード先付けビードガラス厚（mm ）

WB4659
先付けビード

剥離なし

2枚剥離1枚剥離3mm

後付けビード先付けビードガラス厚（mm ）

2枚剥離2枚剥離4mm

６枚パネルのとき：左２枚+右４枚 または 左４枚+右２枚

連結金具セットは、中間障子または片開き
障子の引手框部にテープ止めされています。

障子の連結

■連結位置

■連結方法

パネル枚数が6枚のときは、必ず中間障子と左右いずれかの障子を連結してください。

６枚パネルまたは片開き仕様のとき、突合せ引手框に設けられた貫通穴を、連結金具で
固定することにより、お好みに合わせて開口パターンにすることができます。

連結は、連結する障子同士を半開き状態にして行います。

【例】

例

① 連結しようとする引手框の上・下にあるねじキャップおよびホールシールドを取り除きます。
② 連結金具の両端に仮止めしてある小ねじ（4×8）を取りはずし、ホールシールドを取り除いた穴に
　 連結金具を通します。
③ 連結金具の片側をねじ止めします。
④ 突合せ引手框（オス・メス）を合わせます。
⑤ ③と反対側の連結金具をねじ止めします。

ホールシールド

連結金具・連結金具用ねじ入り小袋

突合せ引手框
中間障子または片開き障子

外観左障子中間障子

突合せ引手框
連結金具

突合せ引手框

外観右障子

半開き状態

　（メス）
4 突合せ用引手框

4 突合せ用引手框
　（オス）

5 小ねじなべ
4×8

継材

連結金具

継材 突合せ引手框

4×8

1 ねじキャップ
 （取り除く）

3 小ねじなべ

　（オス）
4 突合せ用引手框

（メス）
4 突合せ用引手框

5 小ねじなべ
4×8

1 ねじキャップ
（取り除く）

2 連結金具

1

（取り除く）
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＜障子を吊り込み前にガラスをはめ込む場合＞

ガラスのはめ込み

下戸車（25mm）よりも大きく、4箇所とも
同じ高さの※かませ物を用意してください。
※かませ物は、中央付近に２箇所・戸車付近に
各１箇所置いてください。

＜ガラスのはめ込み＞
右図を参照にしてガラスをはめ込んでください。
① 内部側からガラスを下框セッティングブロック
　 に乗せます。　
② ①の状態で、ガラスを外部側に起こします。

※かませ物は、現場にて調達してください。

かませ物をせずにガラスをはめ込むと、
下戸車にキズが付き開閉の支障をきた
します。
必ず、下框にかませ物を入れてください。

1

2

引手框

下戸車

下框

かませ物
（現場調達）

たて框

ガラス

セッティングブロック

下框

上框

セッティングブロック

外　部

内　部
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＜押縁・ビードの取り付け＞
下図を参考して押縁（3方）と後付けビードを取り付けてください。
① 押縁を上框に取り付けてください。
② 押縁をたて框に取り付けてください。（左右とも）
③ 後付けビードを上部中央より全周にて取り付けてください。

④ ガラスビード一覧表（P111）を参照して後付けビードを取り付けてください。
　
　 押縁は下図のように、斜めに奥まで差込み、回転させて手前に引くと、固定されます。

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

たて框

押縁

ガラス

セッティングブロック
上框

押縁

セッティングブロック

下框

後付けビード

上框

押縁

たて枠

2

3

1

2　

外　部

内　部
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折りたたみ戸　腰下アルミパネルの取り付け

折りたたみ戸障子

中桟付GB7171WB4659

厚い 薄い
入替

※先付けビードが固定してあったカシメ部は、
　マイナスドライバーで広げてください。

先付けビード

（薄い）

先付けビード

中桟

（厚い）

カシメ部

マイナスドライバー

障子下部の先付けビードを取りはずして、薄い先付けビードに入れ替えてください。

外　部

内　部

※下記作業は、中桟上にガラスが組み込まれている障子に関しては不要です。
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押縁が入りづらい場合は、
図の向きに軽くたたいて取
り付けてください。

ガラスと同じ要領で障子に腰パネルをはめ込んだ後、押縁（3方）と後付けビードで固定してください。

ガラスの取り付けはP112、P113を参照してください。

■断面図

後付けビード

①

中桟

後付けビード

後付けビード

下框

先付けビード

（現地取付）

先付けビード

（現地取付）

押縁

折りたたみ戸障子

ガラ
ス

ガラ
ス

②

②

腰パネル

押縁

③

③

④

①

上部ガラス部

先付けビード 後付けビード

取付済

WB4659

障子セットに

WB4862

同梱

※ビードの組み合せ

※ガラス厚とはく離方法は
　P13参照。

※中桟上にガラスが組み
　込まれている障子には
　WB4659は付いていま
　せん。

下部腰パネル部

先付けビード 後付けビード

2枚はく離して

WB4863

挿入
※WB4659と

GB7171

入れ替え

腰下アルミパネル
セットに同梱

腰下アルミパネル
セットに同梱

④

（後付けビードの取り付けについてはP41を参照してください）

外　部

内　部

外

　部

内

　部

折りたたみ戸　腰下アルミパネルの取り付け

折りたたみ戸障子

中桟付GB7171WB4659

厚い 薄い
入替

※先付けビードが固定してあったカシメ部は、
　マイナスドライバーで広げてください。

先付けビード

（薄い）

先付けビード

中桟

（厚い）

カシメ部

マイナスドライバー

障子下部の先付けビードを取りはずして、薄い先付けビードに入れ替えてください。

外　部

内　部

※下記作業は、中桟上にガラスが組み込まれている障子に関しては不要です。
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【上部FIX窓】

腰パネルの取り付け8

枠を取り付けてください。

ドリリングねじ皿
4×16×7

ドリリングねじ皿
4×16×7

※W=60の場合
　方立を取り付けてください。

切り欠けがある方を
下にしてください。

小ねじなべ
5×6×9

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

方立取付金具

前桁

方立

無目（FIX）

方立取付金具

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

方立

前桁

2

1

無目（FIX）

前桁

方立

枠

桁

柱

外　部

内　部
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【上部引違い窓】
引違い枠取り付け後、障子を入れ、はずれ止め調整をしてください。

方立を取り付けてください。

※はずれ止め調整および、戸車調整については、取り扱い説明書（HZ1344）を参照してください。

ドリリングねじ皿
4×16×7

※たて枠取り付け用
　ねじは必要以上に
　締めないでください。
　目地が不ぞろいに
　なります。

・枠を本体へ取り付け後、
 左右たて枠を、FIXたて枠

・左たて枠を取り付け後、
 クレセントストッパー （上）
 を上枠に取り付けてくだ
 さい。
 （引違い窓用のたて枠
 の左右は室内側から
 見た場合の左右です）

（外観）

クレセント
ストッパー（上）

右たて枠

左たて枠

無目（引違い）

小ねじ皿
4×8×7

すき間をそろえる

右たて枠

ドリリングねじ皿
4×16×7

切り欠けがある方を
下にしてください。

方立取付金具

方立

方立取付金具

方立

すき間をそろえる

ドリリングねじ皿
4×16×7

2

1

1
23

小ねじなべ
5×6×9

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

無目（引違い）

前桁

方立

柱

桁

※W=90,12
　の場合は
　左たて枠
（勝手違い）

※W=60の場合、方立は1本
　W=90の場合、方立は2本
　W=12の場合、方立は3本

 にφ3.5の穴加工を行い
 小ねじ皿4×8×7で取り
 付けてください。

FIX左たて枠

FIX右たて枠

前桁

前桁

外　部

内　部

内　部

外　部

【上部FIX窓】

腰パネルの取り付け8

枠を取り付けてください。

ドリリングねじ皿
4×16×7

ドリリングねじ皿
4×16×7

※W=60の場合
　方立を取り付けてください。

切り欠けがある方を
下にしてください。

小ねじなべ
5×6×9

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

方立取付金具

前桁

方立

無目（FIX）

方立取付金具

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

タッピンねじ3種トラス
5×12×10

方立

前桁

2

1

無目（FIX）

前桁

方立

枠

桁

柱

外　部

内　部
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ドリリングねじなべ
4×19×8

腰パネルたて枠B

小ねじトラス

4×10×8

（W=30の場合）

ドリリングねじなべ

4×19×8

方立（下部用）

腰パネルたて枠A

　枠を取り付けてください。その際、サイディング上枠を止めるねじ（ドリリングねじなべ4×19×8）から、取り付けてください。
　内部から腰パネルたて枠D（腰パネルたて枠C）を取り付けてください。その際、腰パネルたて枠B（腰パネルたて枠F）の
　穴位置に合わせ、腰パネルたて枠D（腰パネルたて枠C）にφ3.5の穴加工を行い、小ねじトラス4×10×8で取り付けてください。

【下部サイディングパネル・下地ボードの枠の取り付け】

腰パネルたて枠D

（W=60の場合）

ドリリングねじなべ
4×19×8

FIXたて枠

ドリリングねじなべ

4×19×8

ドリリングねじなべ

4×13×8

腰パネルたて枠B

※上部引違い窓の場合も同様

腰パネルたて枠B

ドリリングねじ
なべ
4×13×8

■腰パネルたて枠Dの取り付け

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×19×8

上部引違い窓の場合、
引違い窓たて枠

サイディング上枠

サイディング上枠

FIXたて枠

（腰パネルたて枠C）

（腰パネルたて枠F）

（腰パネルたて枠F）

（腰パネルたて枠F）

腰パネルたて枠B

（腰パネルたて枠F）

（腰パネルたて枠E）

※W=90の場合は、
　サイディングパネル枠が３つ
　W=12の場合は、
　サイディングパネル枠が４つ
　になります。

※（　）のたて枠は、
　下地ボードの場合

（腰パネルたて枠C）

φ3.5

φ3.5

外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部
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ドリリングねじなべ

4×19×8

腰アルミパネルたて枠B

小ねじトラス

4×10×8

（W=30の場合）

ドリリングねじなべ
4×19×8

方立（下部用）

腰アルミパネルたて枠A

　枠を取り付けてください。その際、サイディング上枠を止めるねじ（ドリリングねじなべ4×19×8）から、取り付けてください。
【下部アルミパネルの枠の取り付け】

腰アルミパネルたて枠D

ドリリングねじなべ

4×19×8

FIXたて枠

ドリリングねじなべ

4×19×8

ドリリングねじなべ

4×13×8

腰アルミパネルたて枠B

※上部引違い窓の場合も同様

腰アルミパネルたて枠B

　（サイディング上枠に4箇所の穴がありますが、内部側の2箇所のみ、ねじ止めしてください）

■腰アルミパネルたて枠Dの取り付け

上部引違い窓の場合、引違い窓たて枠

サイディング上枠

サイディング上枠

FIXたて枠

腰アルミパネルたて枠B

　内部から腰アルミパネルたて枠Dを取り付けてください。その際、腰アルミパネルたて枠Bの穴位置に合わせ、

ドリリングねじなべ

4×19×8

　 腰アルミパネルたて枠Dにφ3.5の穴加工を行い、小ねじトラス4×10×8で取り付けてください。

φ3.5

φ3.5

ドリリングねじ
なべ
4×13×8

（W=60の場合）
※W=90の場合は、アルミパネル枠が３つ
　W=12の場合は、アルミパネル枠が４つ
　になります。

外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部

ドリリングねじなべ
4×19×8

腰パネルたて枠B

小ねじトラス

4×10×8

（W=30の場合）

ドリリングねじなべ

4×19×8

方立（下部用）

腰パネルたて枠A

　枠を取り付けてください。その際、サイディング上枠を止めるねじ（ドリリングねじなべ4×19×8）から、取り付けてください。
　内部から腰パネルたて枠D（腰パネルたて枠C）を取り付けてください。その際、腰パネルたて枠B（腰パネルたて枠F）の
　穴位置に合わせ、腰パネルたて枠D（腰パネルたて枠C）にφ3.5の穴加工を行い、小ねじトラス4×10×8で取り付けてください。

【下部サイディングパネル・下地ボードの枠の取り付け】

腰パネルたて枠D

（W=60の場合）

ドリリングねじなべ
4×19×8

FIXたて枠

ドリリングねじなべ

4×19×8

ドリリングねじなべ

4×13×8

腰パネルたて枠B

※上部引違い窓の場合も同様

腰パネルたて枠B

ドリリングねじ
なべ
4×13×8

■腰パネルたて枠Dの取り付け

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×19×8

上部引違い窓の場合、
引違い窓たて枠

サイディング上枠

サイディング上枠

FIXたて枠

（腰パネルたて枠C）

（腰パネルたて枠F）

（腰パネルたて枠F）

（腰パネルたて枠F）

腰パネルたて枠B

（腰パネルたて枠F）

（腰パネルたて枠E）

※W=90の場合は、
　サイディングパネル枠が３つ
　W=12の場合は、
　サイディングパネル枠が４つ
　になります。

※（　）のたて枠は、
　下地ボードの場合

（腰パネルたて枠C）

φ3.5

φ3.5

外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部
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サイディングパネルを取り付ける前に、腰パネルたて枠B,Dに、クッション材（10mm）を貼り付けてください。 
（下図参照）

最下部の横胴縁中央部のU溝に
留付金具をねじ止めしてください。

（下図参照）

＜留付金具の取り付け位置＞

■下部、中間部

留付金具

ドリリングねじなべ
4×10×8

ドリリングねじなべ
4×10×8

留付金具

※W=60,90,12の場合もW=30と同様の位置に、
　留付金具を取り付けてください。
※留付金具を取り付ける際に、内部面と外部面とで、
　ねじ止め位置をずらして、取り付けてください。
　同じ位置で取り付けてしまうと、ねじが干渉します
　ので、注意してください。（上部のねじ止めも同様）

■クッション材の貼り付け位置

クッション材（10mm）

※W=60,90,12の場合も、W=30と同様に腰パネルたて枠A,B,Dにクッション材（10mm）を貼り付けてください。

腰パネルたて枠B
貼付面

腰パネルたて枠D
FIXたて枠柱

貼付面 貼付面
腰パネルたて枠D
FIXたて枠 方立

貼付面
腰パネルたて枠B

 　（W=30の場合）

クッション材（10mm）

ドリリングねじなべ
4×10×8

留付金具

横胴縁

クッション材（10mm）
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サイディングパネルの取り付け

外　部

外　部

外　部
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内　部
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内　部
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サイディングパネルを取り付ける前に、腰パネルたて枠B,Dに、クッション材（10mm）を貼り付けてください。 
（下図参照）

最下部の横胴縁中央部のU溝に
留付金具をねじ止めしてください。

（下図参照）

＜留付金具の取り付け位置＞

■下部、中間部

留付金具

ドリリングねじなべ
4×10×8

ドリリングねじなべ
4×10×8

留付金具

※W=60,90,12の場合もW=30と同様の位置に、
　留付金具を取り付けてください。
※留付金具を取り付ける際に、内部面と外部面とで、
　ねじ止め位置をずらして、取り付けてください。
　同じ位置で取り付けてしまうと、ねじが干渉します
　ので、注意してください。（上部のねじ止めも同様）

■クッション材の貼り付け位置

クッション材（10mm）

※W=60,90,12の場合も、W=30と同様に腰パネルたて枠A,B,Dにクッション材（10mm）を貼り付けてください。

腰パネルたて枠B
貼付面

腰パネルたて枠D
FIXたて枠柱

貼付面 貼付面
腰パネルたて枠D
FIXたて枠 方立

貼付面
腰パネルたて枠B

 　（W=30の場合）

クッション材（10mm）

ドリリングねじなべ
4×10×8

留付金具

横胴縁

クッション材（10mm）

26

36

362.5 362.5 36

362.5362.5 26 15

10 10 10

15 15

15

12

10

35
ク

ッ
シ

ョ
ン

材
 L

=7
15

63 65
ク

ッ
シ

ョ
ン

材
 L

=7
00

49
10

サイディングパネルの取り付け

外　部

外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部

内　部

下部からサイディングパネルを取り付けます。その際、斜めからサイディングパネルを挿入し、たて枠に貼り付けたクッション材に
押し当てながら、たて枠間に入れてください。その後、下部の留付金具にはめ込んでください。（下図参照）

サイディングパネルの上側に留付金具をはめ込み、横胴縁中央部のU溝にねじ止めしてください。（下図参照）

＜留付金具とサイディングパネルの納まり＞

■下部
ドリリングねじなべ
4×10×8

サイディングパネル（下）

サイディング下枠

（最下部）

■中間

サイディングパネル　腰パネル用

ドリリングねじなべ
4×10×8

サイディングパネル（下）

■上部

ドリリングねじ皿
4×30×7

腰パネル用

サイディング上枠

横胴縁

横胴縁

留付金具

留付金具

横胴縁サイディングパネル

■サイディングパネルの挿入～取り付け

腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠D
クッション材

FIXたて枠柱
腰パネルたて枠B

方立

腰パネルたて枠D

1 斜めから挿入

2 たて枠間へ

腰パネルたて枠B

腰パネルたて枠D
クッション材

FIXたて枠柱
腰パネルたて枠B

方立

腰パネルたて枠D

3 取付完了

ドリリングねじなべ
4×10×8

横胴縁

留付金具 サイディングパネル

留付金具

外　部

内　部

外　部

外　部

外　部

内　部

外　部 内　部

外　部 内　部

内　部

内　部
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上部のサイディングパネル腰パネル用は、取り付ける前に下図を参照し、外部側にφ4.5穴φ7.5皿穴加工してください。

下部サイディングパネルと同様に、たて枠間に入れてください。
下部は留付金具にはめ込み、上部はねじ止め（ドリリングねじ皿4×30×7）をしてください。
 （P121の＜留付金具とサイディングパネルの納まり＞を参照）

サイディングパネル

サイディングパネル腰パネル用

ドリリングねじ皿
4×30×7

横胴縁

3-φ4.5穴φ7.5皿穴

ドリリングねじ皿
4×30×7

ドリリングねじ皿
4×30×7

■上部
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サイディング上枠に、目板受けを取り付けてください。同様に内部側にも目板受けを取り付けてください。

目板受け

＜納まり図＞

サイディング上枠目板

ドリリングねじなべ
4×10×8

サイディング上枠

ドリリングねじなべ
4×10×8

目板受け

目板受け40 40

60 696 60

816

1010

内　部

内　部

外　部

外　部

上部のサイディングパネル腰パネル用は、取り付ける前に下図を参照し、外部側にφ4.5穴φ7.5皿穴加工してください。

下部サイディングパネルと同様に、たて枠間に入れてください。
下部は留付金具にはめ込み、上部はねじ止め（ドリリングねじ皿4×30×7）をしてください。
 （P121の＜留付金具とサイディングパネルの納まり＞を参照）

サイディングパネル

サイディングパネル腰パネル用

ドリリングねじ皿
4×30×7

横胴縁

3-φ4.5穴φ7.5皿穴

ドリリングねじ皿
4×30×7

ドリリングねじ皿
4×30×7

■上部
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■バックアップ材（2mm）の切断・貼付位置

サイディング上枠
目板

バックアップ材（2mm）

サイディング上枠
目板

816mm

5

2 2

たて枠とサイディングパネルのすき間に、シーリングをしてください。
また、P88,P89で下枠に貼り付けたバックアップ材（2mm）の上にもシーリングをしてください。（内部）
※サイディング周りのシーリングは、変成シリコーンを使用してください。

シーリング

シーリング
腰パネルたて枠B

（W=30の場合）

腰パネルたて枠B

クッション材（10mm）

シーリング

シーリングサイディングパネル

（W=60,90,12の場合）
サイディング下枠

シーリング シーリング

サイディングパネル
シーリング シーリング

シーリング シーリング
腰パネルたて枠A

■下枠へのシーリングの詳細

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディング下枠

シーリング

腰パネルたて枠B
シーリング シーリング

腰パネルたて枠B

シーリングクッション材（10mm）

クッション材（10mm）

クッション材（10mm）クッション材（10mm）
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内　部
内　部外　部
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1000mm

188mm
切断

6

サイディング上枠目板にバックアップ材（2mm）を切断し貼り付け、サイディング上枠にはめ込んでください。（下図参照）
※18mmのサイディングパネルを取り付ける場合は、バックアップ材（2mm）は不要です。
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外　部
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パネル パネル パネル パネル シーリングシーリング

シーリングシーリング シーリング

サイディング上枠目板

シーリング

シーリング

サイディングパネル

■シーリング箇所

目板受け

サイディング上枠

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディングパネル

サイディング上枠目板

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディングパネル

5

下図の箇所をシーリングしてください。（下図参照）

内　部 外　部

内部のみシーリング

■バックアップ材（2mm）の切断・貼付位置

サイディング上枠
目板

バックアップ材（2mm）

サイディング上枠
目板

816mm

5

2 2

たて枠とサイディングパネルのすき間に、シーリングをしてください。
また、P88,P89で下枠に貼り付けたバックアップ材（2mm）の上にもシーリングをしてください。（内部）
※サイディング周りのシーリングは、変成シリコーンを使用してください。

シーリング

シーリング
腰パネルたて枠B

（W=30の場合）

腰パネルたて枠B

クッション材（10mm）

シーリング

シーリングサイディングパネル

（W=60,90,12の場合）
サイディング下枠

シーリング シーリング

サイディングパネル
シーリング シーリング

シーリング シーリング
腰パネルたて枠A

■下枠へのシーリングの詳細

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディング下枠

シーリング

腰パネルたて枠B
シーリング シーリング

腰パネルたて枠B

シーリングクッション材（10mm）

クッション材（10mm）

クッション材（10mm）クッション材（10mm）

ク
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外　部
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外　部

内　部

内　部
内　部外　部
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188mm
切断

6

サイディング上枠目板にバックアップ材（2mm）を切断し貼り付け、サイディング上枠にはめ込んでください。（下図参照）
※18mmのサイディングパネルを取り付ける場合は、バックアップ材（2mm）は不要です。
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外　部
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下地ボード腰パネル用を取り付けてください。

下地ボード腰パネル用は、取り付ける前に下図を参照し、外部側にφ4.5穴φ7.5皿穴加工してください。

※下地ボードは、白い面（塗装面）が外側になります。

下地ボード腰パネル用

＜納まり図＞

サイディング上枠

ドリリングねじ皿
4×30×7

サイディング下枠

ボード受け台座

横胴縁

下地ボード腰パネル用

ドリリングねじ皿
4×30×7

横胴縁

ドリリングねじ皿
4×30×7

ドリリングねじ皿
4×30×7

9-Ø4.5穴Ø7.5皿穴

横胴縁

白い面
（塗装面）

スペーサー

スペーサー

スペーサー
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下地ボードの取り付け
※下地ボード周りのシーリングは、変成シリコーンを使用してください。
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内　部外　部

内　部外　部

外　部
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バックアップ材（φ6）を切断し、腰パネルたて枠に
取り付けてください。（下図参照）

サイディング上枠に、目板受けを取り付けてください。同様に内部側にも目板受けを取り付けてください。

目板受け

＜納まり図＞

ドリリングねじなべ
4×10×8

サイディング上枠

ドリリングねじなべ
4×10×8

目板受け

目板受け40 40

60 696 60

816

1010

内　部

内　部

外　部

外　部

バックアップ材（φ6）

（W=30の場合）

（W=60,90,12の場合）

バックアップ材（φ6）

外部

内部

外部

内部

外部

内部

バックアップ材（φ6）

内　部

外　部

下地ボード腰パネル用を取り付けてください。

下地ボード腰パネル用は、取り付ける前に下図を参照し、外部側にφ4.5穴φ7.5皿穴加工してください。

※下地ボードは、白い面（塗装面）が外側になります。

下地ボード腰パネル用

＜納まり図＞

サイディング上枠

ドリリングねじ皿
4×30×7

サイディング下枠

ボード受け台座

横胴縁

下地ボード腰パネル用

ドリリングねじ皿
4×30×7

横胴縁

ドリリングねじ皿
4×30×7

ドリリングねじ皿
4×30×7

9-Ø4.5穴Ø7.5皿穴

横胴縁

白い面
（塗装面）

スペーサー

スペーサー

スペーサー
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下地ボードの取り付け
※下地ボード周りのシーリングは、変成シリコーンを使用してください。

内　部

内　部外　部

内　部外　部

外　部
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サイディング上枠目板にバックアップ材（2mm）を切断し貼り付け、サイディング上枠にはめ込んでください。（下図参照）

サイディング上枠目板

■バックアップ材（2mm）の切断・貼付位置

サイディング上枠目板

バックアップ材（2mm）

816mm

5

2 2

内　部

外　部

サイディング下枠

シーリング シーリング

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディング下枠

バックアップ材（φ6） バックアップ材（φ6）

シーリング

■下地ボードの下部小口面および
　下枠へのシーリングの詳細

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

材
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20 20
3939

内　部外　部

たて枠に貼り付けたバックアップ材（φ6）の上から、シーリングし、下地ボードの下部小口面にもシーリングしてください。
また、P92,P93で下枠に貼り付けたバックアップ材（2mm）の上にもシーリングをしてください。（内部）

※下地ボードの仕上げ塗装色を確認し、近似色のシーリング材を使用してください。また、シーリング部も塗装する場合、
　シーリング材は、変成シリコーンを使用してください。

2mm
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下図の箇所をシーリングしてください。（下図参照）

■シーリング箇所

目板受け

サイディング上枠

バックアップ材（2mm）

シーリング

下地ボード

サイディング上枠目板

塗装面

バックアップ材（2mm）

シーリング

塗装面

下地ボード

5 外　部内　部

シーリング

シーリング
腰パネルたて枠F

（W=30の場合）

腰パネルたて枠F

バックアップ材（φ6）

シーリング

シーリング下地ボード

（W=60,90,12の場合）

シーリング

腰パネルたて枠F
シーリング シーリング

腰パネルたて枠F

バックアップ材（φ6）

シーリングシーリング シーリング
バックアップ材（Ø6）

シーリング シーリング
腰パネルたて枠E

下地ボード

内　部

外　部

内　部
内　部

外　部
外　部

下地ボード 下地ボード 下地ボード 下地ボード

シーリング

シーリング
シーリング

（外部）下地ボードの下部小口面
（内部）下地ボードと下枠のすき間

サイディング上枠目板

シーリング

シーリング

下地ボード 施
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下地ボードに塗装してください。

下地ボード

内　部

外　部

■使用塗料

※下記にあげる塗料は、下地ボードには適していませんので、使用しないでください。

▼　 非水エマルジョン系 ▼　 オイルペイント ▼　 セメント系

▼　 フタル酸系 ▼　 塩化ビニール系

推奨塗料一覧
エナメル塗装 薄付け仕上げ塗材（リシン）塗装 複層仕上げ塗装

塗料名 塗料種別 塗料名 塗料種別 塗料名 塗料種別

日本ペイント株式会社 シリコンアクリル（二液溶剤）ファインシリコンフレッシュ

シリコンウレタン（二液溶剤）ファインウレタンU100

大日本塗料株式会社 一液反応硬化形水系ウレタン レジリシン アクリル系 DNTタイルベース エポキシ系DNTビューウレタン

一液水系アクリルウレタンDNTビューシリコン

アクリルウレタン（二液溶剤）Vトップ

アクリルウレタン（二液弱溶剤）DNTウレタンマイルドグリーン

一液反応硬化型ウレタン（一液弱溶剤）Vトップ一液マイルド

恒和化学工業株式会社 アクリルウレタン（二液溶剤） ダイヤEPリシン ダイヤEタイル アクリル系ダイヤ着色仕上材U

シリコンアクリル（二液弱溶剤） ダイヤスキンダイヤ2液ナチュラルシリコン

水性アクリルシリコンエマルジョンダイヤパーマルシリコン

水性アクリルシリコンエマルジョンダイヤセラナノン

エスケー化研株式会社 セラスカケン アクリル系 レナラック アクリル系クリーンマイルドシリコン

シポカケンDO アクリル系 シポロック アクリル系セラタイトSi

水性セラミックシリコン樹脂系水性セラミシリコン

水性アクリルシリコンエマルジョン水性セラタイトSi

スズカファイン株式会社 スズカリシン アクリル系 ラフトンジャンボ アクリル系ラフトンウレタンエナメル

ウレタン系（二液溶剤）ワイドウレタン

フッ素系（二液弱溶剤）ラフトンワイドフッソ

水性ウレタン系水性ウレタンユニ

水性アクリルシリコン系水性シリコンユニ

水性フッ素系エコフッソ

菊水化学工業 反応硬化形アクリルウレタン キクスイグラストSi シリコンアクリル系 キクスイタイルエマルナ アクリル系ビュートップウレタン

水系シリコンアクリルエマルジョン グラナダ アクリル系水系ファインコートシリコン

アイカ工業株式会社 ジョリパット アクリル系

アクリルウレタン（二液弱溶剤）

アクリルシリコン（二液溶剤）

アクリルウレタン（二液溶剤）

ベルアート アクリル系

アクリル系

アクリル系

下地ボードの塗装

推奨する塗料（下図参照）を各塗料メーカーの塗装仕様に従って塗装してください。
推奨塗料以外の塗料を使用する際は、塗料メーカーに確認を取ると共に、事前に試験塗装を行って、施工管理者の了承を
得てください。
塗装仕上げ厚が4mm以下になるよう、塗装してください。
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アルミパネルBを取り付ける前に、腰アルミパネルたて枠Dに、クッション材（10mm）を貼り付けてください。（下図参照）

アルミパネルBにクッション材（1.6mm）とタイト材を取り付けてください。

■クッション材の貼り付け位置

クッション材（10mm）

※W=60,90,12の場合も、W=30と同様に腰アルミパネルたて枠A,Dにクッション材（10mm）を貼り付けてください。

腰アルミパネルたて枠D
FIXたて枠柱

貼付面 貼付面
腰アルミパネルたて枠D
FIXたて枠 方立

（W=30の場合）

腰アルミパネルたて枠D

※クッション材は、アルミパネルB：4枚のうち、3枚に取り付けてください。

腰アルミパネルたて枠B 腰アルミパネルたて枠B

クッション材（10mm）

クッション材（10mm）

12

10
ク

ッ
シ

ョ
ン

材
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00

65
49

11

アルミパネルの取り付け

アルミパネルB
タイト材

クッション材（1.6mm）

アルミパネルB

クッション材
(1.6mm)

■クッション材の取り付け

内　部

内　部

外　部

外　部

外　部

内　部

下地ボードに塗装してください。

下地ボード

内　部

外　部

■使用塗料

※下記にあげる塗料は、下地ボードには適していませんので、使用しないでください。

▼　 非水エマルジョン系 ▼　 オイルペイント ▼　 セメント系

▼　 フタル酸系 ▼　 塩化ビニール系

推奨塗料一覧
エナメル塗装 薄付け仕上げ塗材（リシン）塗装 複層仕上げ塗装

塗料名 塗料種別 塗料名 塗料種別 塗料名 塗料種別

日本ペイント株式会社 シリコンアクリル（二液溶剤）ファインシリコンフレッシュ

シリコンウレタン（二液溶剤）ファインウレタンU100

大日本塗料株式会社 一液反応硬化形水系ウレタン レジリシン アクリル系 DNTタイルベース エポキシ系DNTビューウレタン

一液水系アクリルウレタンDNTビューシリコン

アクリルウレタン（二液溶剤）Vトップ

アクリルウレタン（二液弱溶剤）DNTウレタンマイルドグリーン

一液反応硬化型ウレタン（一液弱溶剤）Vトップ一液マイルド

恒和化学工業株式会社 アクリルウレタン（二液溶剤） ダイヤEPリシン ダイヤEタイル アクリル系ダイヤ着色仕上材U

シリコンアクリル（二液弱溶剤） ダイヤスキンダイヤ2液ナチュラルシリコン

水性アクリルシリコンエマルジョンダイヤパーマルシリコン

水性アクリルシリコンエマルジョンダイヤセラナノン

エスケー化研株式会社 セラスカケン アクリル系 レナラック アクリル系クリーンマイルドシリコン

シポカケンDO アクリル系 シポロック アクリル系セラタイトSi

水性セラミックシリコン樹脂系水性セラミシリコン

水性アクリルシリコンエマルジョン水性セラタイトSi

スズカファイン株式会社 スズカリシン アクリル系 ラフトンジャンボ アクリル系ラフトンウレタンエナメル

ウレタン系（二液溶剤）ワイドウレタン

フッ素系（二液弱溶剤）ラフトンワイドフッソ

水性ウレタン系水性ウレタンユニ

水性アクリルシリコン系水性シリコンユニ

水性フッ素系エコフッソ

菊水化学工業 反応硬化形アクリルウレタン キクスイグラストSi シリコンアクリル系 キクスイタイルエマルナ アクリル系ビュートップウレタン

水系シリコンアクリルエマルジョン グラナダ アクリル系水系ファインコートシリコン

アイカ工業株式会社 ジョリパット アクリル系

アクリルウレタン（二液弱溶剤）

アクリルシリコン（二液溶剤）

アクリルウレタン（二液溶剤）

ベルアート アクリル系

アクリル系

アクリル系

下地ボードの塗装

推奨する塗料（下図参照）を各塗料メーカーの塗装仕様に従って塗装してください。
推奨塗料以外の塗料を使用する際は、塗料メーカーに確認を取ると共に、事前に試験塗装を行って、施工管理者の了承を
得てください。
塗装仕上げ厚が4mm以下になるよう、塗装してください。
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下から順番に、クッション材（1.6mm）付きのアルミパネルBを取り付けます。
（クッション材（1.6mm）が付いていないものが一番上です）
けんどんでたて枠間に入れてください。その後、アルミパネルAに差し込んで、ねじ止めしてください。
（アルミパネルA,BのU溝が重なった高さで、ねじ止めしてください）

＜アルミパネルの納まり＞

■下部

サイディング下枠

■中間

■上部

ドリリングねじなべ
4×10×8

サイディング上枠

■アルミパネルの挿入～取付

クッション材

3 取付完了

ドリリングねじなべ
4×10×8

アルミパネルB

腰アルミパネルたて枠D

柱

腰アルミパネルたて枠D
FIXたて枠 方立

腰アルミパネルたて枠B 腰アルミパネルたて枠B

1 斜めから挿入

2 たて枠間へ

クッション材
腰アルミパネルたて枠D

柱

腰アルミパネルたて枠D
FIXたて枠 方立

腰アルミパネルたて枠B 腰アルミパネルたて枠B

アルミパネルB

クッション材無し

アルミパネルA

ドリリングねじなべ
4×10×8

アルミパネルBアルミパネルA

クッション材（1.6mm）

U溝

U溝

アルミパネルA

アルミパネルB

アルミパネルA

内　部外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

外　部

内　部外　部

内　部 内　部外　部
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サイディング上枠に、目板受けを取り付けてください。
同様に内部側にも目板受けを取り付けてください。

目板受け

＜納まり図＞

サイディング上枠目板

ドリリングねじなべ
4×10×8

サイディング上枠

ドリリングねじなべ
4×10×8

目板受け

目板受け40 40

60 696 60

816

1010

内　部

内　部

外　部

外　部

下から順番に、クッション材（1.6mm）付きのアルミパネルBを取り付けます。
（クッション材（1.6mm）が付いていないものが一番上です）
けんどんでたて枠間に入れてください。その後、アルミパネルAに差し込んで、ねじ止めしてください。
（アルミパネルA,BのU溝が重なった高さで、ねじ止めしてください）

＜アルミパネルの納まり＞

■下部

サイディング下枠

■中間

■上部

ドリリングねじなべ
4×10×8

サイディング上枠

■アルミパネルの挿入～取付

クッション材

3 取付完了

ドリリングねじなべ
4×10×8

アルミパネルB

腰アルミパネルたて枠D

柱

腰アルミパネルたて枠D
FIXたて枠 方立

腰アルミパネルたて枠B 腰アルミパネルたて枠B

1 斜めから挿入

2 たて枠間へ

クッション材
腰アルミパネルたて枠D

柱

腰アルミパネルたて枠D
FIXたて枠 方立

腰アルミパネルたて枠B 腰アルミパネルたて枠B

アルミパネルB

クッション材無し

アルミパネルA

ドリリングねじなべ
4×10×8

アルミパネルBアルミパネルA

クッション材（1.6mm）

U溝

U溝

アルミパネルA

アルミパネルB

アルミパネルA

内　部外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

外　部

内　部外　部

内　部 内　部外　部
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2mm

6m
m

812mm

1000mm

188mm
切断

6
サイディング上枠目板にバックアップ材（2mm）を切断し貼り付け、サイディング上枠にはめ込んでください。（下図参照）

■バックアップ材（2mm）の切断・貼付位置

サイディング上枠目板

バックアップ材（2mm）

サイディング上枠目板

816mm

5

2 2

内　部

外　部
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たて枠とアルミパネルのすき間に、シーリングをしてください。（内部側のみ）
※アルミパネル納まりは、下枠とアルミパネルのすき間にシーリングは不要です。

シーリング

腰アルミパネルたて枠B

（W=30の場合）

腰アルミパネルたて枠B

クッション材（10mm）
シーリングアルミパネル

（W=60,90,12の場合）
サイディング下枠

シーリング

アルミパネル
シーリング シーリング

腰アルミパネルたて枠A

シーリング

腰アルミパネルたて枠B 腰アルミパネルたて枠B

シーリングクッション材（10mm）

クッション材（10mm）

クッション材（10mm）

パネル パネル パネル パネル シーリングシーリング

シーリングシーリング シーリング

アルミ アルミ アルミ アルミ
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下図の箇所をシーリングしてください。（下図参照）

■シーリング箇所

目板受け

サイディング上枠

バックアップ材（2mm）

シーリング

アルミパネルB

サイディング上枠目板

バックアップ材（2mm）

シーリング

アルミパネルA

5 外　部内　部

内　部

内　部

内　部

外　部

外　部

内　部

外　部

外　部

サイディング上枠目板

シーリング

シーリング

サイディングパネル

2mm

6m
m

812mm

1000mm

188mm
切断

6

サイディング上枠目板にバックアップ材（2mm）を切断し貼り付け、サイディング上枠にはめ込んでください。（下図参照）

■バックアップ材（2mm）の切断・貼付位置

サイディング上枠目板

バックアップ材（2mm）

サイディング上枠目板

816mm

5

2 2

内　部

外　部
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袖パネルの取り付け9

枠を取り付けてください。その際、サイディング上枠を止めるねじ（ドリリングねじなべ4×19×8）から、取り付けてください。

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

ドリリングねじなべ
4×19×8

サイディングパネル、下地ボードの取り付け

内　部

外　部

施
工
手
順



137

袖パネルの取り付け9

枠を取り付けてください。その際、サイディング上枠を止めるねじ（ドリリングねじなべ4×19×8）から、取り付けてください。

ドリリングねじなべ
4×19×8

ドリリングねじなべ
4×13×8

ドリリングねじなべ
4×19×8

サイディングパネル、下地ボードの取り付け

内　部

外　部

サイディングパネルを取り付ける前に、袖パネルたて枠Aに、クッション材（10mm）を貼り付けてください。 （下図参照）

最下部の横胴縁中央部のU溝に
留付金具をねじ止めしてください。（下図参照）

ドリリングねじなべ
4×10×8

留付金具

＜留付金具の取り付け位置＞

■下部、中間部

留付金具

ドリリングねじなべ
4×10×8

ドリリングねじなべ
4×10×8

留付金具

横胴縁

※留付金具を取り付ける際に、内部面と外部面とで、
　ねじ止め位置をずらして、取り付けてください。
　同じ位置で取り付けてしまうと、ねじが干渉します
　ので、注意してください。

■クッション材の貼り付け位置

袖パネルたて枠A
貼付面

FIXたて枠柱
貼付面

クッション材（10mm）
貼付面

FIXたて枠 方立

貼付面
袖パネルたて枠A

クッション材
（10mm）

クッション材
（10mm）

クッション材（10mm）

26

36

362.5 362.5 36

362.5362.5 26 15

10 10 10

15 15

15

12

10
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35

サイディングパネルの取り付け

内　部

内　部

内　部

外　部

外　部

内　部

外　部

外　部
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＜留付金具とサイディングパネルの納まり＞

■下部 ドリリングねじなべ

4×10×8

サイディングパネル（下）

サイディング下枠

（最下部）

■中間
サイディングパネル

ドリリングねじなべ

4×10×8

サイディングパネル（下）

■上部

ドリリングねじ皿

4×30×7

袖パネル用

サイディング上枠

横胴縁

横胴縁

留付金具

留付金具

横胴縁

　下部からサイディングパネルを取り付けます。その際、斜めからサイディングパネルを挿入し、たて枠に貼り付けた
　 クッション材に押し当てながら、たて枠間に入れてください。その後、下部の留付金具にはめ込んでください。
 （下図参照）

サイディングパネル

　サイディングパネルの上側に留付金具をはめ込み、横胴縁中央部のU溝にねじ止めしてください。

■サイディングパネルの挿入～取付

袖パネルたて枠A

クッション材

柱

袖パネルたて枠A

方立

1 斜めから挿入

2 たて枠間へ

3 取付完了

ドリリングねじなべ

4×10×8

横胴縁

留付金具

サイディングパネル

留付金具

袖パネルたて枠A

クッション材

柱

袖パネルたて枠A

方立

　 下部から2～4枚目のサイディングパネルも同様の手順で取り付けてください。（下図参照）

袖パネル用

※H24の場合、5枚目のサイディングパネル（最上部の横胴縁）への留付金具の取付位置が異なります。
　 次ページを参照してください。

内　部

内　部

外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部外　部

内　部外　部

外　部
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　サイディングパネルを取り付けたあと、最上部のサイディングパネル袖パネル用を取り付けます。
　 その際、サイディングパネル袖パネル用は、取り付ける前に下図を参照し、外部側にφ4.5穴φ7.5皿穴加工してください。

　下部サイディングパネルと同様に、サイディングパネル袖パネル用をたて枠間に入れてください。

　 ねじ止め（ドリリングねじ皿4×30×7）をしてください。（P138の＜留付金具とサイディングパネルの納まり＞を参照）

サイディングパネル

袖パネル用

ドリリングねじ皿

4×30×7

横胴縁

3-φ4.5穴φ7.5皿穴（H22の場合）

（H24の場合）

ドリリングねじ皿

4×30×7

ドリリングねじ皿

4×30×7

■上部
（H22の場合）

　 下部サイディングパネルの上側に取り付けた留付金具に、サイディングパネル袖パネル用をはめ込み、

スペーサー

（H24の場合）

（H22の場合）

サイディングパネル

サイディングパネル

袖パネル用
サイディングパネル

横胴縁

スペーサー

留付金具

（H24の場合）

ドリリングねじ皿
4×30×7

スペーサー

スペーサー

30

30 362.5 362.5 40

31
7

16

795

φ
7.
5皿
穴 φ
4.
5

16

φ
7.
5皿
穴 φ
4.
5

30

40

362.5 362.5 40

362.5362.5 30 11

10

11 11

11

10 10

3-φ4.5穴φ7.5皿穴

30

100 242 363 110

62

795

留付金具

30

4027 30 363363

40 36336322 22

27

100242363110

100 242 363 110
スペーサー

ドリリングねじ皿
4×30×7

ドリリングねじなべ
4×10×8

内　部

内　部

内　部

内　部

内　部

外　部

外　部

外　部 外　部

外　部

内　部外　部

＜留付金具とサイディングパネルの納まり＞

■下部 ドリリングねじなべ

4×10×8

サイディングパネル（下）

サイディング下枠

（最下部）

■中間
サイディングパネル

ドリリングねじなべ

4×10×8

サイディングパネル（下）

■上部

ドリリングねじ皿

4×30×7

袖パネル用

サイディング上枠

横胴縁

横胴縁

留付金具

留付金具

横胴縁

　下部からサイディングパネルを取り付けます。その際、斜めからサイディングパネルを挿入し、たて枠に貼り付けた
　 クッション材に押し当てながら、たて枠間に入れてください。その後、下部の留付金具にはめ込んでください。
 （下図参照）

サイディングパネル

　サイディングパネルの上側に留付金具をはめ込み、横胴縁中央部のU溝にねじ止めしてください。

■サイディングパネルの挿入～取付

袖パネルたて枠A

クッション材

柱

袖パネルたて枠A

方立

1 斜めから挿入

2 たて枠間へ

3 取付完了

ドリリングねじなべ

4×10×8

横胴縁

留付金具

サイディングパネル

留付金具

袖パネルたて枠A

クッション材

柱

袖パネルたて枠A

方立

　 下部から2～4枚目のサイディングパネルも同様の手順で取り付けてください。（下図参照）

袖パネル用

※H24の場合、5枚目のサイディングパネル（最上部の横胴縁）への留付金具の取付位置が異なります。
　 次ページを参照してください。

内　部

内　部

外　部

外　部

外　部

内　部

内　部

内　部外　部

内　部外　部

外　部
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サイディング上枠目板にバックアップ材（2mm）を切断し貼り付け、サイディング上枠にはめ込んでください。（下図参照）
※18mmのサイディングパネルを取り付ける場合は、バックアップ材（2mm）は不要です。

サイディング上枠目板

内　部

外　部

サイディング上枠に、目板受けを取り付けてください。
同様に内部側にも目板受けを取り付けてください。

＜納まり図＞

サイディング上枠

ドリリングねじなべ
4×10×8

目板受け

目板受け

目板受け

サイディング上枠目板

ドリリングねじなべ
4×10×8

40 40
816

60 696 60
1010

内　部

外　部

内　部外　部

■バックアップ材（2mm）の切断・貼付位置

サイディング上枠
目板

バックアップ材（2mm）

816mm

5

2 2

2mm

6m
m

812mm

1000mm

188mm
切断

6
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たて枠とサイディングパネルのすき間に、シーリングをしてください。
また、P99で下枠に貼り付けたバックアップ材（2mm）の上にもシーリングをしてください。（内部）

パネル

シーリング シーリング

シーリング

シーリング

袖パネルたて枠A 袖パネルたて枠A

シーリング

シーリングサイディングパネル

クッション材（10mm）

サイディング下枠

シーリング シーリング

クッション材（10mm）クッション材（10mm）

ク
ッシ

ョン
材
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材
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63 65
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内　部
内　部

外　部

外　部

サイディング上枠目板

シーリング

シーリング

サイディングパネル

内部のみシーリング

下図の箇所をシーリングしてください。（下図参照）

■シーリング箇所

目板受け

サイディング上枠

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディングパネル

サイディング上枠目板

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディングパネル

5内　部 外　部

■下枠へのシーリングの詳細

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディング下枠

サイディング上枠目板にバックアップ材（2mm）を切断し貼り付け、サイディング上枠にはめ込んでください。（下図参照）
※18mmのサイディングパネルを取り付ける場合は、バックアップ材（2mm）は不要です。

サイディング上枠目板

内　部

外　部

サイディング上枠に、目板受けを取り付けてください。
同様に内部側にも目板受けを取り付けてください。

＜納まり図＞

サイディング上枠

ドリリングねじなべ
4×10×8

目板受け

目板受け

目板受け

サイディング上枠目板

ドリリングねじなべ
4×10×8

40 40
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60 696 60
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内　部

外　部

内　部外　部

■バックアップ材（2mm）の切断・貼付位置

サイディング上枠
目板

バックアップ材（2mm）

816mm
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下地ボード袖パネル用は、取り付ける前に下図を参照し、外部側にφ4.5穴φ7.5皿穴加工してください。

下地ボード袖パネル用を取り付けてください。

下

18-φ4.5穴φ7.5皿穴

下地ボード袖パネル用

＜納まり図＞

サイディング上枠

ドリリングねじ皿
4×30×7

サイディング下枠

ボード受け台座

横胴縁

横胴縁

ドリリングねじ皿
4×30×7

ドリリングねじ皿
4×30×7

下地ボード袖パネル用

上

※下地ボードは、白い面（塗装面）が外側になります。

白い面
（塗装面）

スペーサー
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バックアップ材（φ6）を切断し、たて枠に取り付けてください。（下図参照）

バックアップ材（φ6）

バックアップ材（φ6）

L=2144（H22）
L=2344（H24）

■バックアップ材（φ6）の貼り付け位置

バックアップ材
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外　部

下地ボード袖パネル用は、取り付ける前に下図を参照し、外部側にφ4.5穴φ7.5皿穴加工してください。

下地ボード袖パネル用を取り付けてください。

下

18-φ4.5穴φ7.5皿穴

下地ボード袖パネル用

＜納まり図＞

サイディング上枠

ドリリングねじ皿
4×30×7

サイディング下枠

ボード受け台座

横胴縁

横胴縁

ドリリングねじ皿
4×30×7

ドリリングねじ皿
4×30×7

下地ボード袖パネル用

上

※下地ボードは、白い面（塗装面）が外側になります。

白い面
（塗装面）
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サイディング上枠目板にバックアップ材（2mm）を切断し貼り付け、サイディング上枠にはめ込んでください。（下図参照）

■バックアップ材（2mm）の切断・貼付位置

サイディング上枠
目板

バックアップ材（2mm）

サイディング上枠目板

816mm

5

2 2

2mm

6m
m
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切断

6

内　部

外　部

サイディング上枠に、目板受けを取り付けてください。
同様に内部側にも目板受けを取り付けてください。

サイディング上枠

ドリリングねじなべ
4×10×8

目板受け

＜納まり図＞

目板受け

　 

目板受け

ドリリングねじなべ
4×10×8
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たて枠に貼り付けたバックアップ材（φ6）の上から、シーリングし、下地ボードの下部小口面にもシーリングしてください。
また、P101で下枠に貼り付けたバックアップ材（2mm）の上にもシーリングをしてください。（内部）
※下地ボードの仕上げ塗装色を確認し、近似色のシーリング材を使用してください。
　また、シーリング部も塗装する場合、シーリング材は、変成シリコーンのものを使用してください。

下地ボード

シーリング シーリング

シーリング

シーリング

袖パネルたて枠E 袖パネルたて枠E

シーリング

シーリング下地ボード

バックアップ材（φ6）
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外　部

（外部）下地ボードの下部小口面
（内部）下地ボードと下枠のすき間

下図の箇所をシーリングしてください。（下図参照）

■シーリング箇所

目板受け

サイディング上枠

バックアップ材（2mm）

シーリング

下地ボード

サイディング上枠目板

塗装面

バックアップ材（2mm）

シーリング

塗装面

下地ボード

5

内　部 外　部

■下地ボードの下部小口面および
　下枠へのシーリングの詳細

バックアップ材（2mm）

シーリング

サイディング下枠
シーリング

サイディング上枠目板

シーリング

シーリング

下地ボード
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P129　　　　　　　　　を参照してください。

■使用塗料

下地ボードの塗装

下地ボードに塗装してください。

下地ボード

内　部

外　部
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桁に下図の通り現地加工をしてください。

木調桁カバーの取り付け1

■現地穴加工寸法図

連結

単体

呼称間口W

W60（1818）
W90（2727）
W12（3636）

LL
W

1818
2727
3636

909

P

3
4
5

N

N-φ3.6

N-φ4.5

N-φ4.5
連結側

呼称間口W

W60（1818）
W90（2727）
W12（3636）

LL（単体 ）
W+80
1898
2807
3716

909

P

3
4
5

N
LL（連結）

W
1818
2727
3636

桁

木調桁カバー

桁

φ3.6

連結側のみ加工

端部側

60 P-60 60P×（N-3） P-60

LL=W

8

100 P-60 100P×（N-3） P-60

8.
5

88
8.

5

LL=W+80

100 P-60 20P×（N-3） P-60

8.
5

88
8.

5

LL=W

10

19
.2

■現地穴加工寸法図

木調桁カバーに下図の通り現地加工をしてください。

桁（小）

桁（小）

4.木調カバーの取り付け

※次ページを参考にし、木調桁カバーを桁にあてながら穴あけをしてください。

桁（大）

木調桁カバー

8
8.
5

11

P129　　　　　　　　　を参照してください。

■使用塗料

下地ボードの塗装

下地ボードに塗装してください。

下地ボード

内　部

外　部
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連結
※桁連結部をシーリングしてください。
※木調桁カバー連結部に桁カバー連結カバーを取り付けてください。

単体

木調桁カバーの端を柱の中心にあわせて、桁に木調桁カバーを取り付けてください。

桁

木調桁カバー

木調桁カバー

桁連結部

パネル押え

シーリング

木調桁カバー連結部

（外観左側） （外観右側）

■正面図

■正面図

連結側単体側

桁カバー連結カバー

タッピンねじ3種トラス
4×10×8

桁カバー連結カバー

タッピンねじ3種トラス
4×10×8

桁

木調桁カバー

タッピンねじ3種トラス
4×10×8桁

木調桁カバー

ねじを止めた箇所に
桁の樋部分の内側から
シーリングしてください

ねじを止めた箇所に
桁の樋部分の内側から
シーリングしてください

シーリング

1

2

タッピンねじ3種トラス

4×10×8

桁

木調桁カバー

柱

桁キャップ

40
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40
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連結側

単体側
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※雨樋が取り付かない柱は木調柱カバーを
　小口キャップで受けても、GLまでにしても
　どちらでも構いません。

●下図のA寸法（GL～桁カバー下面）を実測して、木調柱カバーを切り縮めてください。
切り縮めは下側から行ってください。

木調柱カバー（端部）

木調柱カバー（連結）

木調柱カバーの切り縮め2

桁木調桁カバー

前桁

雨樋

エルボ

木調柱カバー

木調柱カバー 木調柱カバー

柱

小口キャップ

小口キャップ

GL

GL GL
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）桁
上
面
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）
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桁
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面

11
0

95 75

A、または、A-95 110切り縮め下

LL

A、または、A-95 15切り縮め

LL

上

下 上

H

桁小

桁大

2405

2205

2405

2205

LL

3390

3345

H

桁小

桁大

2405

2205

2405

2205

LL

3295

3250

連結
※桁連結部をシーリングしてください。
※木調桁カバー連結部に桁カバー連結カバーを取り付けてください。

単体

木調桁カバーの端を柱の中心にあわせて、桁に木調桁カバーを取り付けてください。

桁

木調桁カバー

木調桁カバー

桁連結部

パネル押え

シーリング

木調桁カバー連結部

（外観左側） （外観右側）

■正面図

■正面図

連結側単体側

桁カバー連結カバー

タッピンねじ3種トラス
4×10×8

桁カバー連結カバー

タッピンねじ3種トラス
4×10×8

桁

木調桁カバー

タッピンねじ3種トラス
4×10×8桁

木調桁カバー

ねじを止めた箇所に
桁の樋部分の内側から
シーリングしてください

ねじを止めた箇所に
桁の樋部分の内側から
シーリングしてください

シーリング

1

2

タッピンねじ3種トラス

4×10×8

桁

木調桁カバー

柱

桁キャップ
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柱に柱カバー取付金具を取り付けてください。
雨樋は単体の場合、左右いずれかの柱に取り付けます。連結の場合、連結柱と左右いずれかの柱に取り付けます。
桁には水抜き穴が両端部にあります。一方の穴には集水器を、もう一方には雨樋キャップを取り付けます。
雨樋は柱前面に取り付けてください。
※雨樋を取り付けない水抜き穴は、雨樋キャップでふさいでシーリングしてください。
雨樋部品の連結部は、接着剤で接着してください。
柱カバー取付金具に木調柱カバーをはめ込んでください。
柱カバーキャップにシーリングをしてから、柱カバーキャップを取り付けてください。
小口キャップを木調柱カバーにはめ込み、柱にねじ止めしてください。

連結部端部

木調柱カバー

取付金具
柱カバー

木調柱カバー
（端部） （連結）

端部

桁キャップ取り付け後、取り付け。
木調柱カバー（端部）

木調柱カバー（連結）

桁

雨樋キャップ

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

水抜き穴

サドルブラケット

サドル

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

柱カバーキャップ

ドリリングねじなべ
4×13×8ドリリングねじなべ

4×13×8

柱カバー取付金具 集水器

パッキン

丸樋

エルボ

小口キャップ
（端部）

小口キャップ
（連結）

木調柱カバーの取り付け3
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シーリング

柱カバーキャップ取付時、
柱とのはめ合い部に
シーリングしてから
取り付けてください。

A

B

A

ねじ穴部
シーリング

ねじ穴部
シーリング

キャップ取付部
シーリング

Ａ矢視図

Ｂ矢視図
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桁　側

φ8 12294 P×N

4

呼称D
30
40
50
60
90

P
－
480
660
780
1260

N
－
1
1
1
1

穴数
2
3
3
3
3

8下枠取付金具 腕木A

8

腕木B

下枠取付金具

腕木にターンナットを右図の向きで差し込んでください。
ターンナットがしっかりと固定されたことを確認してください。

下図の加工図、表をもとに腕木にφ8穴加工を行ってください。
高さは、下枠取付金具を腕木にあてがい決めてください。

妻飾り格子上枠の裏面にスペーサーを貼り付け
てください。

下枠取付金具をねじ止めしてください。

木調妻垂木カバーに妻飾り格子上枠をあてが
い位置を調整し、下枠の切欠きに下枠取付金
具を挿入してください。
木調妻垂木カバーに妻飾り格子上枠をねじ止
めしてください。
下枠取付金具に妻飾り格子下枠をねじ止めし
てください。
妻飾り格子下枠に下枠カバーを取り付けてく
ださい。

■ターンナット使用方法

腕木Aの場合 腕木Bの場合

4×20×8
小ねじトラス

下枠取付金具

腕木

ターンナットM4

ターンナットM4

腕木

木調妻垂木カバー

妻飾り格子上枠

妻飾り格子上枠

妻飾り格子（左）

妻飾り格子下枠

ドリリングねじなべ

4×10×8

ドリリングねじなべ

下枠カバー

スペーサー

4×10×8

37

20

躯体側

1． ねじを挿入して軽く押す

ターンナットを下穴に挿入した後、
器材を当てがいねじを指で差し込
みます。ねじを軽く押すと、ナット
が回転します。

そのまま続けて締めつけます。
（大量にご使用の場合はここで、エ
アーや充電式ドライバーなどに換えて
いただくと能率的です）

2． ねじを一旦逆転　  正転 3． つづけて締めつけ、完了

手廻しドライバーでねじを押しながら
1～2回逆転（左廻）し、そのまますぐ
に2～3回正転（右廻）して、ねじを軽
くねじ込みます。

5.妻飾り格子の取り付け

柱に柱カバー取付金具を取り付けてください。
雨樋は単体の場合、左右いずれかの柱に取り付けます。連結の場合、連結柱と左右いずれかの柱に取り付けます。
桁には水抜き穴が両端部にあります。一方の穴には集水器を、もう一方には雨樋キャップを取り付けます。
雨樋は柱前面に取り付けてください。
※雨樋を取り付けない水抜き穴は、雨樋キャップでふさいでシーリングしてください。
雨樋部品の連結部は、接着剤で接着してください。
柱カバー取付金具に木調柱カバーをはめ込んでください。
柱カバーキャップにシーリングをしてから、柱カバーキャップを取り付けてください。
小口キャップを木調柱カバーにはめ込み、柱にねじ止めしてください。

連結部端部

木調柱カバー

取付金具
柱カバー

木調柱カバー
（端部） （連結）

端部

桁キャップ取り付け後、取り付け。
木調柱カバー（端部）

木調柱カバー（連結）

桁

雨樋キャップ

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

水抜き穴

サドルブラケット

サドル

タッピンねじ3種トラス
4×12×8

柱カバーキャップ

ドリリングねじなべ
4×13×8ドリリングねじなべ

4×13×8

柱カバー取付金具 集水器

パッキン

丸樋

エルボ

小口キャップ
（端部）

小口キャップ
（連結）

木調柱カバーの取り付け3
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シーリング

柱カバーキャップ取付時、
柱とのはめ合い部に
シーリングしてから
取り付けてください。

A

B

A

ねじ穴部
シーリング

ねじ穴部
シーリング

キャップ取付部
シーリング

Ａ矢視図
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柱の固定1
6.仕上げについて

コンクリート
（流し込む）

金こて

●仮固定されている柱の基礎穴にコンクリートを流し込み、金こて仕上げをしてください。

仕
上
げ
に
つ
い
て
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柱の固定1
6.仕上げについて

コンクリート
（流し込む）

金こて

●仮固定されている柱の基礎穴にコンクリートを流し込み、金こて仕上げをしてください。 デッキ材は躯体側から下記のように取り付けてください。

床固定金具を使用し、躯体側から順番にデッキ材を固定してください。

一番前桁側のデッキ材を、デッキ材補助で固定してください。

■デッキ納まり断面図

ドリリングねじなべ
4×19×7

床板固定金具

妻桁（外観左側）

前桁

妻桁（外観右側）

根太掛け

デッキ材
根太

デッキ材補助
※出幅30以外は、全長カット必要。
　カット寸法は次ページ参照。

ドリリングねじなべ
4×13×8

目地のすき間は4mmです。

※デッキ材補助は、デッキ材をカットする場合としない場合で
　取り付け向きが異なります。

（カットしない場合） （カットした場合）

デッキ材の取り付け1

7．デッキ材の取り付け

躯体側

躯体側

妻桁

デッキ材20

150

4

 

※次の床板を床板固定金具に挿し込み、
　固定してください。

床板

床板固定金具ドリリングねじなべ
4×19×7

デッキ材補助 デッキ材

ドリリングねじなべ
4×13×8

デッキ材補助 デッキ材

ドリリングねじなべ
4×13×8

デ
ッ
キ
材
の
取
り
付
け
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出幅によって、デッキ材のカット寸法が異なりますので、下図を参照して、デッキ材をカットしてください。

デッキ材の目地に、目地材を挿入してください。

目地材

出幅3尺

※全長カット不要

出幅4尺

出幅5尺

出幅6尺

出幅9尺

30mmカット

66mmカット

114mmカット

42mmカット

目地材の納まり

目地材

2642

122

25

D=2743

1730

D=1843

50

25

1442

D=1543

98

25

1142

D=1243

134

25

836

D=943

25

26.5

26.5

16442.5

47

41

34.5

34.5

41

53

46.5

41

34.5

デ
ッ
キ
材
の
取
り
付
け
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デッキカバーは前面および両側面の3方に取り付けます。
前桁・妻桁にデッキカバーをねじ止めしてください。

連結根太にデッキカバーをねじ止めしてください。

デッキカバーの取り付け2

妻桁（外観左側）

デッキカバー
（側面用）

ドリリングねじ皿
4×13×8

デッキカバー
（間口用）

ドリリングねじ皿
4×13×8

妻桁（外観右側）

前桁

デッキカバー
（側面用）

ドリリングねじ皿
4×13×8

妻桁（外観左側）

デッキカバー
（間口用）

ドリリングねじ皿
4×13×8

妻桁（外観右側）

デッキカバー
（側面用）

ドリリングねじ皿
4×13×8

ドリリングねじ皿
4×13×8

デッキカバー
（間口用）

デッキカバー
（連結用：左勝手）

ドリリングねじ皿
4×13×8

デッキカバー
（側面用）

ドリリングねじ皿
4×13×8

連結根太

デッキカバー
（連結用：右勝手）

前面 側面

※前面と側面のデッキカバーは、
　断面が異なります。

64.5 40

単体の場合

連結の場合

側面側

側面側

側面側

前面側

前面側

側面側

出幅によって、デッキ材のカット寸法が異なりますので、下図を参照して、デッキ材をカットしてください。

デッキ材の目地に、目地材を挿入してください。

目地材

出幅3尺

※全長カット不要

出幅4尺

出幅5尺

出幅6尺

出幅9尺

30mmカット

66mmカット

114mmカット

42mmカット

目地材の納まり

目地材

2642

122

25

D=2743

1730

D=1843

50

25

1442

D=1543

98

25

1142

D=1243

134

25

836
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25

26.5
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34.5

34.5

41

53

46.5

41

34.5

デ
ッ
キ
材
の
取
り
付
け



156

基準図 縮尺：1／5
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基準図 縮尺：1／5
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基準図 縮尺：1／5
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基準図 縮尺：1／5
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●戸袋付き

平面詳細

C

B

17.5

P

A

13
57
.5

大引き
出幅90のみ

出幅90のみ
大引き

13
57
.5

31
3

40

A
1

C

B P

L

17.5

６０
５０

６０
６３

１８４３
１５４３

呼称出幅

４０
３０

Ａ

６６
６９　９４３

１２４３

Ｄ

７９
７６
７３
７０

Ａ１

５１２７４３９０ ６１

１２
９０
６０

呼称間口 Ｗ，Ｌ

３６３６
２７２７
１８１８ ３２０

Ｐ

３７５
３７５

４２９
４２６
５０５．５

Ｂ

１８１８
１３６３．５

Ｃ

30

ＤＤＤＤＤ
ＤＤＤＤＤ

70

70

70

70

出幅90のみ
束柱

間口60の場合、束柱はありません
束柱

出幅90のみ
束柱

束柱
間口60の場合、束柱はありません

９０９ ※

※間口60・出幅90の場合、束柱は大引きに取り付けます。前桁には取り付けません。

，

L，

150

150

基準図 縮尺：1／5

●Ａ－Ａ′断面

戸袋付き側面詳細

■F型

Ａ’

Ａ

戸袋

55
3（
標
準
）、
85
3（
ロ
ン
グ
）

58

h2

68

A1

20

40 42

D

70
.5

64
.3

h

55
42

30
50

5

74

60.9

7°

70
.5

42

313

1500 タイプ
呼称出幅

30
2205
2405
2205
2405
2205
2405
2205
2405
2205
2405

60

50

40

90

D

943

1843

1543

1243

2743

2393.2
2593.2
2430
2630
2467
2667
2503.7
2703.7
2659.2
2859.2

2335.2 
2535.2 
2372 
2572 
2409
2609
2445.7 
2645.7 
2601.2 
2801.2 

2438.2
2638.2
2475
2675
2512
2712
2548.7
2748.7
2659.2
2859.2

2380.2 
2580.2 
2417 
2617 
2454
2654
2490.7 
2690.7 
2601.2 
2801.2 

600 タイプ

ｈ ｈ2 ｈ ｈ2

3000 タイプ

2438.2
2638.2
2475
2675
2512
2712
2548.7
2748.7
　ー
　ー

2380.2 
2580.2 
2417 
2617 
2454
2654
2490.7 
2690.7 
　ー 
　ー 

ｈ ｈ2
H

基
準
図



160

●正面図

木調柱カバー（端部）

●平面図

木調柱カバー（端部）

連結柱

柱

木調柱カバー（連結）柱カバー取付金具

＜単体側＞ ＜連結側＞

木調桁カバー連結位置

桁連結位置

木調柱カバー（連結）

木調柱カバー（連結）

木調桁カバー

桁

木調カバー部詳細

基準図 縮尺：1／5

53.1

92 70.2

59
3

62

81
.411
9

D

70

2.
6

84

P

40

40 40

P（関東間:909） PP

70

92 70.2

P/240

1010

P/2

101040

40

基
準
図



161

連結部詳細（600タイプ）
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基準図 縮尺：1／3
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（引違い窓（高窓）Ｗは「ユニット寸法一覧」を参照してください。）

基準図 縮尺：1／3
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基準図 縮尺：1／3
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基準図 縮尺：1／3
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基準図 縮尺：1／5
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基準図 縮尺：1／5
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基準図 縮尺：1／5
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出幅側上部

基準図 縮尺：1／5
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『連結の場合』桁と柱（連結側）の取り付け

『連結の場合』妻桁の取り付け

1

2

3

4

5

6

7

8

9

●姿図・規格寸法表

●バリエーション組み合わせ表

●ユニット寸法／ガラス寸法／規格記号一覧

●網戸／屋根パネル寸法一覧

●床寸法一覧

●梱包内容

●柱の位置出し・基礎穴を掘る

●シーリングについて

●後付けビードの取り付けについて

11

……………51

妻桁の取り付け

10

12

13

14

15

16

7 . デッキ材の取り付け

………………………1552 デッキカバーの取り付け

……………………153・1541 デッキ材の取り付け
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設置上の注意事項

施工上の注意事項
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…………………………………1

…………………………………1

……………………1

…………………………………55

……………………56・57

中桟の取り付け18
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20

屋根パネルの取り付け

21

………………………58屋根側面パネルの取り付け

………59パッキンの貼り付け、桁キャップの取り付け 

『連結の場合』腕木（連結側）／妻垂木（連結側）の取り付け

…………………………………5517

……………60・61

……………………………61

木調妻垂木カバーの取り付け22

23

24

キャップの取り付け

25

…………………………62躯体方立補助の取り付け

……………………………………63方立の取り付け

垂木の取り付け

………………………………………152

6 . 仕上げについて

1 柱の固定

基準図 ……………………………………156～176

………………147・1481

2

4 . 木調カバーの取り付け

木調桁カバーの取り付け

………………………1503 木調柱カバーの取り付け

………………………149木調柱カバーの切り縮め

……………………1515 . 妻飾り格子の取り付け

…………………102

…………103

………………………………104

………………106～115

……………………116～135

……………………136～146

……………………79
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………………………85～97
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6－1

8

9

2 . 各ユニットの組み立て

3 FIX窓の組み立て　中桟なし

3 . 各ユニットの取り付け

………………77・782 引違い窓（高窓）の組み立て

………………75・761 引違い窓（テラス）組み立て

5 ガラスルーバー窓の組み立て

……………80・814－1 FIX窓の組み立て　中桟あり

…………824－2 FIX窓（腰下アルミパネル）の組み立て

7 腰パネルの組み立て

8 袖パネルの組み立て（W＝30のみ）

…………………………846 折りたたみ戸の組み立て

引違い窓（テラス）の取り付け3

…………………………1022 間口側の開口枠の挿入

……………………………1021 側面ユニットの加工

引違い窓（高窓）/ FIX窓の取り付け

FIX窓の取り付け

折りたたみ戸の取り付け

…………………105

7

ガラスルーバー窓の取り付け

6－2 ……106ガラスルーバー窓網戸（オプション）の取り付け

腰パネルの取り付け

袖パネルの取り付け

……………64・65

………………………66～72

根太・大引・束柱の取り付け27

28

29

戸袋部材の取り付け

…………………73・74持ち出し部材の取り付け

………………………………………6326 本体の調整
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